

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









序章

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

終章




電子書籍特典　書き下ろし短編『学生食堂：エレーナ編』
















　　口絵・本文イラスト●ミユキルリア







[image: ]




「サキちゃん」

　──懐かしい。

「ねぇっ、サキちゃんってば！」

　テーブルを叩たたく軽い音がしてサキトは露骨に鬱陶しげな表情のまま読んでいた本から顔を上げた。視線の先には頬ほおを膨らませて不満をアピールする少女がいる。

「…………なに？」

　サキトが嫌々ながら応えると少女はパァッと輝くような笑顔を見せた。

「クッキー焼いたの！　食べて？」

「クッ、キー……？」

　少女がテーブルに置いた皿の上。そこには形も不ふ揃ぞろいのなにかが並べられている。見るからに生焼けだった。

「無理。お腹なか壊したくない」

「ひどいっ」

　配慮のない率直すぎる感想に少女が顔を伏せた。だがサキトは慌てない。

「いや、ひどいのは玲れい奈なの方だよ。どうみても他ひ人とに食べさせていいレベルじゃない」

　サキトは読書の邪魔をされて不機嫌な顔のまま淡々と指摘する。

「というか、玲奈。勝手にオーブンレンジ使ったでしょ？　僕まで怒られるから、そういうのやめて欲しいんだけど」

「うぅ……ぐすっ、もうサキちゃんなんて知らないっ」

　玲奈が黒い大きな瞳に涙を浮かべて駆けていく。

　サキトはそんな玲奈を横目に本へと視線を戻した。だけどどうにも集中できなくて。玲奈がクッキーだと主張していたなにかに手を伸ばす。

「……うわ、まっず」

　──懐かしい。




　まだサキトの両親が存命だった頃のことだ。

　一時期、サキトの家には安あん藤どう玲奈という少女が居た。

　両親の知り合いの娘という触れ込みだった玲奈は、四六時中サキトにつきまとった。

　小学校が夏休みだったというのもよくなかったのだろう。サキトの気持ちなどお構いなしで構ってくれと主張する玲奈の存在が、サキトには鬱陶しくてしかたがなかった。

　ただ、だからといって嫌っていたかと言われればそうではなかったと断言できる。




「サキちゃんサキちゃん！」

「…………なに？」

「見て見てっ」

　ページを捲めくる手を止めてサキトは億おつ劫くうそうに面おもてを上げる。

　視界一面に飛び込んだのは浴衣姿の玲奈。墨で染めたように黒い髪の玲奈には薄青い浴衣がよく似合っていた。

「似合ってる？」

「うん。いいんじゃないかな」

　だけど当時のサキトは正面から褒めるのが照れくさくて、興味なさげなフリをして適当な相あい槌づちを打つのが精一杯だった。

　だが当然、まだまだ幼い玲奈にそんなサキトの心が伝わるはずがない。案の定頬ほおを膨らませて不満を示していた。

「むぅ～……ちゃんと見てよ」

「見たってば」

　本に目線を落としたままのサキト。だがよく見れば照れくさそうにしていたのがわかっただろう。もちろんまだ八つの玲奈には伝わらなかっただろうが。

「そんなにその本が面白いの？」

　玲れい奈ながサキトの手にした本を覗のぞき込む。ふわりと長い髪がサキトの頬ほおに落ちた。

「どうだろ。まぁ、そこそこ？」

「ふぅ～ん。なんていう本？」

「ドストエフスキーの『罪と罰』」

「どういう本なの？」

「悪いことをしても、それよりたくさんのいいことをすれば許してもらえるって思った人が、お金持ちのお婆ばあさんからお金をとって、それを他の人のために使うけど、やっぱり悪いことをしたことを秘密にできなくなる話」

　どう考えても小学校低学年の少年が読む本ではなかった。実際、同い年の玲奈には全くわからないようで、それのどこが面白いのだろうかと小首を傾かしげている。

　サキトも別に理解してもらおうとは思っていなかったのか、再び紙面に目を落とした。

「それより早く部屋を出ていった方がいいよ」

「ほんとにサキちゃんはお祭り行かないの？」

「行かないよ」

　この日。サキトは夏風邪をひいてしまっていた。ほとんど治りかけではあったが、念の為ため夏祭りへの参加は自粛することになったのだ。

「えー、行こうよー。お祭り、楽しいよ？」

「だから僕は風邪をひいてるんだってば」

「もう治ってるじゃん」

　確かに今朝には熱も下がって、咳せきや鼻水などの症状もある程度治まっていた。

「まだわかんないよ。もう数日は様子を見ないと」

「むぅー……サキちゃんとお祭り行きたかったのに」

「風邪をひいちゃったんだからしょうがないでしょ」

「……約束したのに」

　ふてくされる玲奈にサキトは困ったように笑う。

　今のサキトであったのなら、そこに約束がある以上、体調不良を押してでも夏祭りに参加しただろう。だがこの頃のサキトにはまだそこまでして約束を守ろうとする意思はなかった。

「……わかったよ。今度一つだけなんでも言うこと聞くから」

「ほんとっ？　約束だよ！」

「はいはい」

　小指を絡めて指切りげんまん。そんなことをしていたらサキトの父が部屋に顔を出した。

「ああ、玲奈ちゃん。ここに居たのか」

「父さん」

「サキト。本当に一人で大丈夫か？」

「大丈夫だよ。それよりほら、早くしないと遅れちゃうよ」

「なるべく早めに帰って来るからな」

「いいよ、気にしなくて。玲れい奈なも楽しみにしてたんだし、ゆっくり楽しんできて」

「なにか欲しいものはあるか？」

「え？　う、うーん……綿あめ、とか？」

　別段、綿あめが食べたかったわけではないのだが、それでもサキトは適当にリクエストする。そうでもしないと父がいつまで経たっても出発しないのだ。

「綿あめだな？　よしわかった。たくさん買ってきてやるからな。約束だ」

「そんなにいっぱいあっても食べ切れないよ」

　苦笑するサキトが父と玲奈を見送る。

　──視界がぼやける。もしあの時、一緒についていったのならなにか変わっただろうか。あるいは夏祭りに行かないでくれと駄だ々だをこねれば。




　それが無意味な問いかけであるということを今のサキトは理解している。全ては過ぎ去った過去の話。過去は変えられない。

　それでも時折ふと思ってしまうのだ。

　──なにかできたんじゃないか、と。

　サキトが両親と玲奈を見たのはこれが最後となった。




　──これが夢だなんてことはとっくに気づいていた。




　夢から醒さめる。
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「……玲れい奈な？」

　茫ぼう洋ようとした意識が、ふと人の気配を感じ取った。

「あ、サキト様。お目覚めですか？」

　ここ二ヶ月ほどで聞き慣れてしまった声が、サキトの意識をはっきりと覚醒させる。

「なんだ、エレーナか」

「な、なんだとはなんですか、なんだとはっ」

　憤慨するエレーナを意識の隅に追いやって、サキトは状況をゆっくりと把握していく。

　視界の大部分はエレーナに占められていて、なぜだか大きな胸がやたらと近い。遠くには見慣れた天井。見慣れた家具。ここが自宅のリビングであることがわかる。位置的にはソファの辺りか。

　後頭部には柔らかくも硬い感触。これはソファのそれではない。サキトには似た感触に覚えがあった。

「で？　お前はなにをやってるんだ？」

　嘆息一つ。サキトはわかりきったことを尋ねる。

「膝枕です！」

　エレーナが、どやぁっ、とでも言い出しそうなほど自慢げに答えた。サキトの瞳が胡乱うろんげに細められる。

「以前、アリスさんがサキト様に膝枕をしていたとお聞きしたので、これは私も負けてはいられないと」

「なんだそれは。勝ち負けの話、なのか……？」

「はい！」

「そ、そうか……」

　拳を握るエレーナが力説する。あまりにも強く断言するものだから、サキトまで勢いに飲まれそうになった。

「……ん？　いや、待てよ？　俺、その話したことあったか？」

　エレーナが露骨に顔を背けた。

「おい、エレーナ……お前、まさか──」

「そ、そんなことより、サキト様っ。私のことは『レーナ』とお呼びくださいとあれほど言ってるのに、どうして未いまだにエレーナと呼ぶのですか!?」

　エレーナの問いかけにサキトは顔をしかめる。先ほどまで見ていた夢のせいだろうか。懐かしくも苦い思い出の顔を思い出してしまった。

「……別に。大した理由じゃない」

「大した理由じゃないなら、ぜひ『レーナ』と」

「それは断る」

「なんでですかぁ～」

　エレーナがテーブルに突っ伏す。その拍子に大きな胸がサキトの顔を押しつぶした。

「…………」

　サキト、思考停止。ついでに呼吸停止。

「むぅ……あの時は『レーナ』って呼んでくれたのに」

　独り言のように、しかし明らかにサキトに聞かせる意図のある呟つぶやき。だがサキトは答えない。答えられない。なぜなら胸が邪魔で声が出せないから。

　降参を知らせるようにサキトがエレーナの腕を軽くタップする。

「なんですか？」

　だがエレーナは姿勢を元に戻さない。

　もしや気づいてないのでは。そんな可能性が脳裏を過よぎったサキトは、もう少し強めに腕を叩たたいた。が、エレーナはテーブルに突っ伏したまま。

　いろいろな意味で限界の迫ったサキトは強硬策に出た。力技での脱出だ。

「きゃっ、サキト様!?」
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「ぷはっ、殺す気か！」

　飛び起きたサキトは珍しく切羽詰まった表情を晒さらす。今は煩悩とか煩悩とか煩悩を処理するのに忙しく、得意のポーカーフェイスを作る余裕がなかった。

「殺す気……？　なんの話ですか？」

「こいつマジか」

　一切気づいていない、あるいは気にしていない態度に、サキトは戦慄する。同時にその無邪気に人を振り回す在り方が、サキトに玲れい奈なを思い出させて表情に苦味が走った。どうにも調子がよろしくない。

「で？　そもそもなんでエレーナが俺の家にいるんだ？」

　だからサキトは夢の残ざん滓しを振り払うように名前を強調した。

「つーん」

「おい、エレーナ」

「つーん、です」

　エレーナがわざとらしいにもほどがある態度で拗すねる。

　サキトはスッと無表情になってスマホを手に取った。

「家主の許可なく家に上がり込んでいる。つまり不法侵入者だな。よし、警察呼ぶか」

「わぁああああっ、待って、待ってください、サキト様ぁっ」

　いつぞやを思い出すやり取りが懐かしい。だがそれはまだ二ヶ月ほど前のことに過ぎなかった。あれからずいぶんと様変わりしてしまった状況にサキトは思わず溜ため息いきをつく。

「で、なんの用だ？」

　実を言えばエレーナが勝手にサキトの家に来るのは初めてのことではない。それどころか結構な頻度でエレーナは上がり込んでいた。

　アリスを買い取ったあの『ＡｏＮ』。その時にサキトはエレーナから金を借りていた。その代償として家の抵当権を押さえられている。

　それからというもの、エレーナはどこからか用意した合鍵を使ってサキトの家に入り浸るようになってしまった。サキトには合鍵を渡した覚えはないのだが、『ヘルマ』関係者にそんなことを言っても今さらな話である。

「あ、はい。今日も返済の催促に来ました」

「そうか。悪いが返せない。家、持っていくか？」

「いえ、それは別にいりません。待ちます」

　最も早はや定型となりつつあるやり取り。建前上、エレーナは借金の取り立てに来ているということになっているのだ。実情がただ遊びに来ているのだとしても、エレーナがその一線を崩したことはない。

「ですが、今日は新たな返済プランをご用意しました」

　ただ今日は少しだけ違っていた。

「返済プラン？　……『ＡｏＮ』には参加しないぞ」

「はい。それはわかっています」

　人生をチップにする狂気のゲーム──『ＡｏＮ』。これに参加すればサキトの抱える一億二千万円の借金を一括で返済することも可能だ。

　だがサキトはその選択をよしとしなかった。

　そもそもサキトはなにも誰かに引導を渡したかったわけではない。ただ約束を守り、少女を救いたかっただけだ。他の手段があれば『ＡｏＮ』に参加することはなかっただろう。

　だからこそサキトは他に手段がある以上、自らの借金を返すためだけに『ＡｏＮ』に参加し、誰かを殺すことをよしとしない。

　そしてそのことを理解しているからこそ、エレーナもサキトに『ＡｏＮ』への参加を勧めない。

「こほん。確認しますが、サキト様はまだ十八歳のため国内のカジノには入れません」

「日本の法律ではカジノは二十歳からってことになってるからな」

「海外のカジノの場合、今度は旅費が都合できない、と」

「ああ。仮に渡航費とか滞在費とかを用意できたとしても、今度は手持ちが少なすぎてロクなゲームができない」

「修しゆう平へい様の遺のこされたものがそんなに少ないとは思えないのですが……」

「確かに爺じいさんから受け取った遺産はそれなりの額がある。だがこれはあくまで俺の生活費とか学費とかに当てるという約束なんだ。俺が自由に使っていいわけじゃない」

　現状、サキトが詰んでいるのはこれが理由だった。金を稼ぐ手段がないのだ。

　得意とするギャンブルを除いてしまえばサキトは途端にただの高校生へと成り下がる。

　そしてただの高校生が稼げる額や手段などたかが知れていた。高校生のアルバイト代など一億二千万円の前には焼け石に水である。

「つまり、国内でゲームに参加できればいいんですよね？」

「そうなるな」

　だがサキトの知る世界には十八歳で参加できるギャンブルなど存在しない。

「一応いくつかのポーカー大会にエントリーできないか確かめているが……やっぱり実績がないのがネックだな。小さな大会からコツコツと勝ちを積み上げていったんじゃ、目標額が達成できるまで何年かかるかわかったものじゃない」

　ギャンブルではなく競技としてのポーカーにも目をつけたサキトだったが、今度はその実績のなさが原因で高額の賞金が期待できる大会へは参加できなかった。少額の大会を繰り返して少しずつ実績を積むしかないのだが、それでは二年後にカジノで稼ぐ方がよほど早いという有様。

　端的に言って、詰んでいた。

「いえいえ、そんな面倒なことをしなくても他に手段があるではないですか」

「なんだって？」

　十八歳のサキトが手っ取り早く大金を稼げる方法。そんな都合のよいものが存在すると豪語するエレーナにサキトは訝いぶかしげな視線を向ける。

「『カジノ学園』へ転入すればいいんです！」





　　　　♠　♡　♣　♢






「なぁ、爺じいさん」

　もう何年も前のことだ。その日もサキトは修しゆう平へいに対して順調に連敗記録を重ねていた。

　ばら撒まかれたトランプが散乱する畳の上で、サキトは仰あお向むけになったまま純粋な疑問を口にする。

「約束なんてしない方がいいのかな？」

「ふむ。どうしてそう思った？」

　見慣れた天井を見つめたままだったサキトは、その時修平がどんな顔をしていたのか知らない。

　だがきっと修平の顔にはいつもの無表情が浮かんでいたのだろう。修平はサキトと違い、ゲームをしていない時でさえそのポーカーフェイスを崩したことはなかったのだから。

「だってさ、俺たちギャンブラーは約束を絶対に守らなきゃいけないんだろ？　でも未来なんてわからないんだ。絶対に守れるなんて保証はない。だったら最初からしなければいいんじゃないのか？」

　この頃のサキトはまだ、リスクとリターンについて学んだばかりだった。

　リスクとリターンはギャンブラーにとって常について回る問題だ。彼らはいつだってリスクとリターンを天てん秤びんにかけて判断を下す。そうサキトは修平に教えられた。

　だからこそサキトは疑問に思ったのだ。

　約束を破ることのリスクが極大なのだとしたら、リターンは常にリスクよりも小さくなる。約束を結ぶことにおいて、天秤は常にリスクの重さを訴え、判断は常にリスクを避けることを選ぶ。

　つまり約束を結ばないことこそが最上となるはずなのだ。

「父さんも、母さんも、別に約束を破りたくて破ったわけじゃないと思う。事故に遭うなんて誰にも想像できないんだし。だけど、結果として父さんと母さんは約束を破った」

　修平は横から口を挟むことはしなかった。サキトの語る、約束を結ぶことそのものへの疑念を黙って聞いている。

「父さんも母さんもギャンブラーじゃなかったけど。でも、同じことだ。約束を守れないかもしれない可能性はどんな時だってゼロにはならない。破ってしまう可能性は消せない。ならいっそのこと、始めから約束なんてしなければいいんじゃないのか？」

　サキトが一通り自分の考えを述べるのを待ってから修しゆう平へいはゆっくりと口を開いた。

「約束という概念は古い。その起源を辿たどることすら覚おぼ束つかない。ともすれば人類が言語を得たその瞬間からあったのかもしれん」

　修平が語りだすのを聞いて、サキトは素早く身を起こして話を聞く体勢をとる。

「私が知る最も古い約束は神との契約だろう」

「神様？」

「古今東西、あらゆる神話には必ずと言っていいほど契約という概念が登場する。そこでは概おおむね約束を守れば祝福や施しが与えられ、逆に破れば罰が与えられる」

　修平は散らばったカードを一枚だけ拾った。

「そう。本来約束とは賞罰表裏一体の概念なのだ」

　カードが表を向けられる。

「賞。約束を守ったものに与えられる利益」

　カードが裏返される。

「罰。約束を破ったものに与えられる損失」

　サキトはカードを見つめたまま、修平の言葉を必死で噛かみ砕いていく。

「えっと、つまり……約束を守ったらなにかもらえってこと？」

「それでもいい。それもまた約束の一つの形だ」

「一つ…………。一つってことは違うのもあるんだよな？」

　修平はニヤリ、と目元の笑っていない形だけを真ま似ねたような笑みを作る。

「己自身とする約束。──誓いだ」

「己自身とする約束……え？　自分と約束するの？」

「そうだ」

「それってなにか意味があるのか？」

　自分とした約束なら褒美を出すのも罰を与えるのも自分だ。自己裁量では破ったところでいくらでも罰を軽くできてしまう。

「ない。だが、ないからこそ意味があるのだ」

　この時修平は自分を追い込むためのメンタルコントロールなどの即物的な効果について一切触れなかった。

　まるで禅問答のような言葉。

　幼いサキトにはあまりに難しい話だ。案の定、当時のサキトにはまるでわからなかった。

　それでもサキトはサキトなりに解釈し、修平の言葉を飲み込む。

「そっか……。ギャンブラーがする約束は誓いなんだね」

「もちろん、契約も守らなければいけないぞ」

「わかってるよ」
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「と、まぁ、こんな感じだな」

　ひとまずエレーナへの返事を保留にしたサキトは、アリスの入院している病室を訪れていた。かねてからの約束通り、アリスにカードを教えるためだ。

　といっても今は休憩中。サキトはアリスにせがまれて少しだけ昔話をしていた。

「さて、話は終わりだ。再開するぞ」

「えー……ねぇ、もっと教えてよ。サキトのこととか、お爺じいさんとの思い出とか」

　駄だ々だをこねるアリスにサキトはトランプをシャッフルする手を止めた。

「アリス。なんで俺がこの話をしたと思う？」

「え？　……それは、わたしがちょっと休憩したいって言ったから？」

「三十点だ」

　容赦なく赤点を叩たたきつけるサキトは嘆息混じりにカードを弾はじく。カードスプリングと呼ばれるちょっとした魅せ技だ。シャッフルですらない、なんの意味もない手慰み。

「わっ、すごい！　ねぇ、どうやってるの？」

「は？　いや、こうやってカードの束を持ってだな……」

　バラバラバラッ、と右手から左手へとカードを弾いてみせる。

「おおー……」

　ゲームには一切影響しない、ただのカードさばきに目を輝かせるアリスに、サキトは頭痛をこらえるようにこめかみを押さえた。

「いいか、アリス。俺がこの話をしたのはな、ギャンブラーの第一原則を教えるためだ」

「『ギャンブラーは約束を守らなくてはならない』でしょ？」

「ああ。アリスはギャンブラーじゃないのかもしれないが……それでも俺が教える以上、これだけは守ってもらう」

「うん。わかってる。そもそも約束を守るなんて当たり前のことだしね」

　軽く頷うなずくアリス。まるで重みを理解していない弟子にサキトは溜ため息いきをつきたくなるのを堪こらえた。

「なら、わかってるよな？　アリスは少し休憩したいと言った。俺は十分だけだと約束した。それをアリスも了承した」

　サキトは腕時計の文字盤を突きつける。

「で？　俺にはもう十分経たっているように見えるんだが？」

「そ、それはそうだけど……」

　目をそらすアリスが不満げに呟つぶやく。

「だって、サキト。カードを教えてくれるって言ったのに、やってることってひたすらポーカーしているだけじゃない」

「それのなにが不満なんだ？」

「もっとすごいテクニックとか教えてもらえると思ったのに。今のとか……なんだっけ？　シャッフルトラッキング？」

　ぶっちゃけ、アリスは飽きていた。

　最初はよかった。なんだかんだ言っても暇な入院生活だ。手術前と違ってリハビリなどやることがある分以前よりはマシとはいえ、それでも暇な時間は多い。

　だからサキトが面会に来て構ってくれる。それだけでも十分だった。

　だが来る日も来る日もトランプトランプトランプトランプ。流石さすがに飽きが来る。

　しかも勝てない。それはもう悲しいぐらい勝てない。惨敗だ。拮きつ抗こうなんて夢のまた夢。あの日のゲームが嘘うそだったんじゃないかというぐらいに圧倒的な敗北を繰り返していた。

「今はまだその時期じゃない」

「じゃあ、いつならいいのよ？」

　そもそもからしてアリスの目的はカードで強くなることではない。カードはあくまで手段。サキトのことを知るための手段でしかない。

　だというのにカードゲームを繰り返してばかりでサキトの話を聞けないのでは本末転倒であった。

「もっと地力をつけてから、だ。安易なイカサマに頼るようでは俺には勝てない」

　だがそんなアリスの思惑を知らないサキトは、約束通りにアリスを鍛え上げようとする。

「だいたいカードスプリングならともかく、シャッフルトラッキングはアリスには無理だ。動体視力が違いすぎる。…………やってみせた方が早いか」

　サキトはアリスにトランプの束を渡す。

「適当に何枚か選んで」

「うーん……じゃあ、スペードのＡとクラブの９と……ハートとダイヤのＱ」

「それをデッキに混ぜてシャッフルして、扇状に開いて」

「ふんふん。それで？」

　サキトは無造作にアリスが持つ五十二枚のカードから四枚抜き取る。

「え？　うそっ」

　抜き取った四枚はスペードのＡ、クラブの９、ハートとダイヤのＱ。

「じゃあ、今度は俺がシャッフルするぞ」

「え？　え？」

　あえてアリスと同じレベルにまで落としたシャッフルでカードを混ぜたサキトは扇状にトランプを開いた。

「はい、さっきの四枚を当てて」

「無理に決まってるじゃん……」

　アリスは不可能を口にしながら、ふらふらと覚おぼ束つかない手付きで四枚のカードを引く。

「クラブの２、ハートの６、ダイヤのＫ、スペードの４。かすりもしなかったな」

「できるわけないでしょ？　やり方も教わってないんだし」

　むくれるアリスだが、続くサキトの言葉にきょとんと目を見開いた。

「やり方なんてない。ただ目で追うだけだ」

「へ？　コツとかは？」

「ない」

　断言するサキトに、アリスは胡乱うろんな目を向ける。

「そんなのできるわけないじゃん」

「そうだ。アリスにできるわけがない。……いや、四枚ぐらいなら今から訓練してもできるようになるかもしれないが、少なくとも実戦で使えるレベルには至らない」

「でもサキトはできるんでしょ？」

「ああ。俺にはできて、アリスにはできない。その違いは動体視力が原因だ」

　サキトは自分の目を指差す。

「俺はもう何年も訓練している。成長期の間もずっとだ。だから俺の動体視力はかなり強力になっている」

「今から訓練したんじゃ、かなり時間がかかるってこと？」

「違う。成長期も終わりかけているアリスでは、今から訓練したところで絶対に俺のような動体視力は得られない」

　これがサキトとアリスの絶対的な差。前提となる能力の違い。超えられない壁だ。

「これが俺がイカサマを教えない一つ目の理由だ」

「んー、わたしにはシャッフルトラッキングは無理ってことはわかった。けど他のテクニックとかはなんでダメなの？　それも動体視力が必要なの？」

「違う。それはもっと単純な理由だ。……アリスは俺から教わったイカサマが俺に通用すると思うか？」

「あー……」

　通用するどころか、逆に指摘されて負けるビジョンしか浮かばなかったアリスが、納得したように言葉にならない声を漏らす。

「だから今はまだ地力を鍛える時なんだよ」

「言いたいことはわかったけど……でも、それってわたしは絶対にサキトには勝てないってことじゃない？」

「いいや。それは違う。アリスにはあるだろう？　俺にもない力が」

「？　…………あっ！　微表情がどうとかいうやつ？」

「そうだ。それは俺にも真ま似ねできないアリスだけの武器だ」

　ほんの刹那の間だけ現れる表情の変化。微表情。それを見破るのは決して簡単ではない。だがアリスにはそれができる。サキトを超えうる可能性だ。

「ふふん……ん？　あれ？　でもサキトって目がいいんだよね？　じゃあ、一瞬しか見えない表情も見えるんじゃないの？」

　どこか自慢気に鼻を鳴らしたアリスが眉をひそめた。

　それは当然の疑問だった。人間の限界に挑戦するような動体視力があるのであれば、一秒にも満たない一瞬しか現れないはずの微表情さえ読み取れるはずである。

「確かに俺にも微表情は見える。…………けど、見えるだけなんだ。ほんの些さ細さいな表情の変化。それがどんな感情に起因しているのかが、俺にはわからない」

　ほんのわずかに眉が動いた。それが緊張か、困惑か、歓喜か、あるいは別の感情なのか。はたまた痒かゆかっただけか。そこがサキトにはわからない。

　大量のサンプルを集めて基準を作ろうにも、その反応は人によるのはもちろん時と場合によってそれぞれ異なり、絶対の基準が存在しない。それでは判断材料として機能しない。

　だがアリスにはそれがどんな感情によるものなのかがわかる。

　これがアリスとサキトの絶対の差。決して超えられない壁だった。

「うーん……サキトは難しく考えすぎてるんだと思うんだよね。もっとこう、なんとなく、でいいんだよ？」

　顎に指を当てて小首を傾かしげるアリスに、サキトは苦笑する。

　フィーリングでできてしまうアリスには、ロジックで対応しようとするサキトがわざわざ遠回りしているように見えるのだろう。

　だがこればかりは仕方がない。サキトのポーカー理論は原則としてロジックでできているのだから。いまさら変えられるものでもない。

「まぁ、俺のことはどうでもいいんだ。とにかくアリスは相手の考えていることを見破る方向で鍛えた方がいい。そしてそれは俺にはできないことだからコツもなにも教えようがない。となると後はもう実戦しかないんだ」

　アリスにカードを教える。そんな約束をしたサキトだったが、サキトとアリスではあまりにもプレイスタイルが違っていた。サキトの理論はアリスに合わないのだ。そうなると最も早はやサキトにできることはひたすら実戦で地力を鍛え上げることぐらいしかなかった。

「あまり師匠らしいことはできなくて悪いな」

「え？　う、ううん。それはいいんだけど」

「わかってもらえたようでなにより。それじゃ、続きをやるぞ」

「えー……」

「ま、アリスが期待してるようなものかはともかく、どんなイカサマがあるかぐらいはそのうち教えるよ。そういうものがあるとわかっていれば対策も取れるからな」

「それを今、教えてよ！」

「……じゃあ、一つだけ」

　サキトは用意していたサングラスとマスクをつける。あとはフードもかぶれば立派な不審者の完成だ。

「これで微表情を読み取られる可能性が大きく減る」

「ちょっ」
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「……よし、今日はここまで、だな」

　面会時間も終了に近づく頃。サキトが訓練の終了を告げた。

「ねぇサキト。それはずるくない？」

　サングラスとマスクを外すサキトにアリスはジトッとした目を向ける。

「手品のタネさえわかればどうとでも対策できることの証明にはなっただろ？」

「そうだけど！」

　憤慨するアリスに、サキトは少しだけ笑って、その本来の意図を告げる。

「元々はアリスの能力研究のために考えたんだけどな」

「わたしの？」

「ああ。サングラスで目を、マスクで口元を隠しても、表情筋全てを隠せるわけじゃない。ならその見えている部分だけでもアリスは読み取れるのか、という検証のために持ってきたんだ」

　結果は散々だったが。

「そんなの無理に決まってるじゃん……」

　アリスはまるで実感がないようだったが、注意深く観察していたサキトには何度も見抜かれているという確信を得る機会があった。確かに素顔を晒さらしている時と比べれば遥はるかに精度が劣るようだったが、これも訓練次第だろう。

「ま、要訓練ってとこだな」

　苦い顔をするアリスにサキトは愉快げに笑う。

　ここからは面会時間が終わるまでアリスの話し相手になるのが常だった。

「サキト？　どうかした？」

　ふとサキトの顔に陰が落ちたことにアリスが気づいた。

「ん？　ああ…………いや、なんでもないんだ」

「悩み事？」

　とっさに被かぶったはずのポーカーフェイスを一瞬で看破されて、サキトは苦笑いを浮かべた。やはりアリスには敵かなわない。

「実は…………エレーナから転校を打診されている」

「エレーナさんって確か、サキトがお金を借りてる人、だったよね？」

　アリスとエレーナの間に面識はない。否いな、より正しく言えばエレーナはアリスのことを一方的に知っているのだが、アリスはエレーナのことをサキトから聞いた話でしか知らなかった。

「ああ。アリスは『カジノ学園』って知ってるか？」

「うん。名前くらいは」

『カジノ学園』は『ヘルマ』の関係会社が経営する学校法人だ。その設立目的はカジノ都市『ウミマチ』で働くスタッフを育成すること。

　元々カジノがなかった日本にはプロのディーラーがほとんどいなかった。だがだからといってせっかくの雇用創出の機会を棒に振って、外国人を大量に雇うというのももったいない話。そこで、いないなら作ればいいという発想の下、ディーラーの育成を目的とした学園が設立されることになったのだ。

　これだけ聞けばただの専門学校。なにも問題はなさそうに見える。

　だがそこはあのデスゲーム『ＡｏＮ』を開催するようなヘルマ関係。きな臭い噂うわさもあった。

「俺はまだ十八だ。国内のカジノには入れない。海外だと渡航費とか滞在費がかかりすぎる。だがカジノ学園でならば、諸もろ々もろの問題をクリアしてギャンブルができる」

　きな臭い噂その一。学内カジノ。

　実践的な教育の謳うたい文もん句くのままに、カジノ学園には実際に現金を賭けて遊べるカジノが存在していた。

　これだけでも大概だが、ここで多額の借金を抱えるような生徒も出ているというのだから始末に負えない。

「それって……借金のせい？」

　申し訳なさそうにうつむくアリスに、サキトは首を振って笑いかける。

「アリスのせいじゃない。俺がアリスを買い取ると決めて、そのために必要だから借金をした。そこにアリスの意思は一切ない。これは俺の決断の結果で、俺だけが負うべき責だ」

「う、うん……」

「ただ、なぁ……。カジノ学園って全寮制なんだよ。もし転校したら、今みたいに簡単には会いに来られなくなる」

　サキトにとって躊躇する最大の理由がこれだった。

　全寮制である以上、今のように放課後にアリスのところへ来てカードを教えることはできなくなる。次にいつ教えるのかはその都度お互いの予定をすり合わせているから、厳密には約束を破ったことにはならないが、それでも一年弱という期間は長すぎる。

「あ…………いいよ、いいよっ。気にしないで。サキトが行きたいんだったら行って」

　寂しげに了承したアリスが感情を悟らせまいと空元気気味にサキトを送り出す。バレてしまえばきっとサキトはカジノ学園への転校をやめてしまうだろうことが、アリスにははっきりとわかっていた。

　しばらくの間じっとアリスを見つめて、サキトは目を閉じて大きく息を吐いた。どうするのか決めたらしい。

　胸に去来した寂せき寥りよう感が見抜かれなかったことにホッと安あん堵どするアリスに、サキトがふと疑問を口にした。

「そういえばアリスはこの後どうするんだ？」

「え？　この後って？　今日はもうリハビリの予定もないけど」

「違う、そうじゃない。退院した後の話だ。もうすぐ退院だったよな？　復学するのか？」

「あー……うん。そのことなんだけどね。わたし、退学して働こうと思ってる」

「は？」

　呆あつ気けにとられるサキトに、アリスは悪戯いたずらが成功したような笑みを浮かべた。

「だってそうでしょ？　わたし、一文無しだよ？　生活にも困るような状況なのに、学校なんて行ってられないでしょ？」

「健けん吾ごさんの死亡保険金はどうしたんだ？」

「わかんない。あの金かね本もとって人が用意した書類はどれもデタラメだったし。……それにもし本当にお父さんが海難事故に遭っていたんだとしても、死亡扱いになるには色々と条件があるみたいで、今はまだ行方不明扱いのままなんだって」

「なら俺が──」

「それはダメ。いつまでもサキトのお世話になっているわけにもいかないし。ちょうどいい機会じゃない？」

「だが、それは……」

「だいたいわたし、出席日数足りないから留年確定だよ？　ダブリだって指さされながら通うのなんてイヤだよ」

　言葉に詰まるサキトに、アリスはその強すぎる責任感を少しでも軽くしようと冗談めかす。だが結果的にその一言が引き金となってサキトに一つの閃ひらめきを与えた。

「要するに、出席日数と生活費が問題なんだな？」

「え？　う、うん……。そうだけど」

　ニヤリと口元を歪ゆがめるサキトにアリスは嫌な予感がした。そしてその予感は的中する。

「なら、俺と一緒にカジノ学園に転入しないか？」

「へ？」

　今度はアリスが呆あつ気けにとられる番だった。立場が逆転したように、サキトが得意げな笑みを見せる。

「あそこなら出席日数もなにもない。最悪、金で買える。生活費だって全寮制だからそうはかからない。必要なら稼げばいい。それに同じ学園にいればカードを教える時間を作るのもそう難しくはないしな。一石二鳥ならぬ一石三鳥だ」

　きな臭い噂うわさその二。なんでも金で買える。

　通常ならば曰いわく付きにしか思えない要素だが、こと今回に限っては救いとなりうる。

「で、でも、学費とかどうすれば……」

「俺が出してもいいが──」

「それはダメ！」

「なら奨学金という手もある」

　アリスが拒否するのを読んでいたように、サキトは間髪入れずに解決案を提示した。だが問題は金銭的なものだけではない。

「だ、だけど、普通に新入生として入学するならともかく、転入試験とか受かるのかな？」

　サキトは問題ない。ちょくちょくサボっているとはいえそれなりに学力もあるし、ディーラーとしての腕前も修しゆう平へい仕込のそれだ。ひよっこディーラーなんぞに負けるようなものではない。それがダメでもエレーナがなんとかしてねじ込むだろう。

　だがアリスは違う。休学していたため学力は怪しい。ディーラーとしてはド素人だ。サキトとはあまりにも前提となる条件が違いすぎる。

「ね？　だからいいの」

　言葉に詰まるサキトが眉間にシワを寄せるのを見て、アリスは残念なような良かったような複雑な内心を誤ご魔ま化かすように笑う。

　だが、その曖昧な笑みがサキトに火をつけた。

「いや、大丈夫だ。なんとかできるかもしれない」

「え？　え？　ほんとにいいんだってば」

　サキトはやると言えばやる。なにを犠牲にしてでも貫徹する。そういう危うさを持っている。彼に救われたアリスだからこそ、そのことをよく知っている。

　だからこそまた、サキトがとんでもない代償を背負うつもりなのではと焦あせった。

「問題ない。俺に任せろ」

　颯さつ爽そうと席を立つサキトに、アリスはもう止めても無駄だと悟る。またその傲慢さで独善的な救いを振りまくのだろうと、わかってしまったのだ。

　救えないことに、アリスは本心ではサキトに期待している自分がいることに気づいていた。

「またね、サキト」

　だから仕方なさげに笑って、アリスはサキトを見送った。
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「ふん、ふ～ん、ふふ～ん♪」

　サキトがウミマチ総合病院を後にして帰宅すると、誰もいないはずの自宅から、なにやら楽しげな鼻歌が聞こえてきた。

　犯人の正体などわかりきっていたサキトだったが、念には念を入れて、足音を殺してそっと中を窺うかがう。するとそこにはサキトが予想した通りの人物がいた。

「また来てたのか」

「ふぇっ！　さ、サキト様!?」

　サキトが声をかけると、エプロン姿のエレーナがびくっと驚いたように背筋を伸ばして振り返った。鞄かばんを肩にかけたまま壁に背を預けるサキトの顔には、底意地の悪そうな笑みが浮かんでいる。

「い、いつからそこに？」

「つい今さっきだな」

「そ、そうですか」

「ああ。エレーナがなんだか楽しそうに鼻歌を歌っていたあたりからだ」

「はぅっ」

　ホッと胸を撫なで下ろした直後に告げられて、エレーナの白い肌に朱が差す。

「そ、それはその……えっと…………こほんっ。お帰りなさいませ、サキト様。ご飯にしますか？　お風呂にしますか？　それとも──わ・た・し？」

　露骨なまでのゴリ押しと羞恥を隠しきれないエレーナに、サキトはクツクツと笑いながら戯れに乗っかった。

「じゃあ、そうだな。飯にしようか」

「はいっ。今日はボルシチを作ってみました！」

「ボルシチ？　……これはまたテンプレというかなんというか」

「お嫌いでしたか？」

　ロシアといえばボルシチ。そんな安直な発想が脳裏を過よぎったサキトだったが、エレーナが不安げに瞳を揺らしていることに気づいて慌てて否定する。

「いいや、別に嫌いじゃない」

「よかったですっ。では今用意しますね」

　サキトが一度自室に鞄かばんを下ろして戻って来ると、ダイニングのテーブルには二人分の食事が並べられていた。

「おおっ、美う味まそうだな」

「愛情をたっぷり入れましたからっ」

「そ、そうか……」

　喜色満面。どこか得意げにそんなことを宣のたまうエレーナにどう返していいかわからず、ひとまずサキトは曖昧な返事をして食事に集中することにした。

「いただきます。…………うん、美味い」

「ふふっ、ありがとうございます」

　黙々と食べるサキトを嬉うれしそうに眺めていたエレーナが、ふと尋ねた。

「なにかいいことでもありましたか？」

「そう見えたか？」

「はい」

　誰よりもサキトのことを見てきたエレーナだ。アリスのような力などなくとも相手がサキトであればそのぐらいのことはわかる。

　そもそも機嫌が良くなければサキトはエレーナの戯たわ言ごとになんて乗ってこないし、からかうような真ま似ねもしない。それどころか普段ならば鬱陶しげに冷たくあしらうだけだろう。

　実際、サキトはどこからか自宅の合鍵を入手してきて当然のように居座るエレーナに辟へき易えきしていた。よもや本当に毎日のように押しかけてくるとは思いもしなかった、とはサキトの頭痛の種である。後悔先に立たずとは良く言ったものだ。

「まぁ、ちょっと、な……。例の『カジノ学園』についてなんだが」

「決めてくれたんですね！」

　前のめりになるエレーナに身体からだを引きながらサキトが頷うなずく。

「では後ほど、食事が終わったら転入の書類を持ってきますねっ」

「いや、待ってくれ。そのことなんだが……条件がある」

「条件、ですか？　サキト様との学園生活のためならたいていの条件は飲みますよ？」

　小首を傾かしげるエレーナに、サキトは一拍置いて切り出した。

「アリスを覚えているな？」

「はい。もちろんです」

　当然と言えば当然だ。勝ち取ったのこそサキトだが、アリスの手術にまつわる様々な手配をしたのはエレーナなのだから。

　だがこのエレーナという人物、興味のないことにはとことん興味がない。

　どのくらい興味がないのかと言えば、一連の騒動にサキトが首を突っ込み続けた発端である調つか月つき健けん吾ごのことすら、サキトの指示で調べるまではろくに知らなかったほどだ。

　エレーナの興味はサキトにのみ注がれている。

　だからサキトが執着したアリスのことさえエレーナの意識には上らないのではないかと疑われるのも無理はなかった。

「アリスには今、金がない。生活するのにも困るレベルだ。それに入院中の休学もあって出席数も足りていない。これをどうにかしなければならない」

　他の女に気を取られているサキトに、エレーナの口がむっと結ばれる。

「だから、アリスをカジノ学園に転入させたい。あそこなら生活費ぐらいどうにでもなるし、なんなら奨学金を借りてもいい。出席日数もそうだ。買えるんだろ？　金で」

「はい。まぁ、そうですね。確かにカジノ学園なら全寮制ですし奨学金もあるので、当面の生活はなんとかなると思います。出席日数も同様です。カジノ学園は単位制ですし、単位もお金を積めばなんとかなります。ですが、サキト様ならともかくアリスさんの実力ではカジノ学園でやっていくのは難しいかと」

「わかっている。そこは俺がサポートする」

　一億二千万円の借金に比べればアリス一人を二年間弱面倒を見るなんて大した問題ではない。せいぜい数百万増える程度だろう。サキトが抱える莫ばく大だいな負債からしてみれば誤差レベルの話だ。

「そ、それにアリスさんでは転入の条件を満たせません」

「そうだ。それもわかっている。……そこでエレーナに頼みたい。なんとかできないか？」

　先程まであんなに機嫌が良かったエレーナがますます不満にふくれていく。

「それがサキト様の望みであればやりますけど。でも、過保護すぎではないですか？」

「過保護か？」

「はい。心臓を用意しただけでも十分すぎるぐらい世話を焼いているのに、逆恨みで敵になってもまだ助けて。それで今度は生活の面倒まで。どう見ても過保護です」

「…………逆恨み、じゃないだろ」

「逆恨みですよ。調月健吾さんはあくまでも自分の望みのためにすべて承知でゲームに参加したんです。もし、万が一。サキト様がいる以上、絶対にありえないことですけど。あくまでも仮定の話として。もし健吾さんが勝っていたら、彼こそが自分の望みのために他のプレイヤーの命を薪まきのように火に焼くべることになっていたんですよ？」

「だとしても。俺が健吾さんの命を摘み取った事実に変わりはない」

　たとえ本人が理解した上で死んでいったのだとしても。だからといって遺族に納得しろ、飲み込め、というのは不可能だ。いつだって死を想おもうのは遺のこされる側の人間なのだから。

　なにより他ならぬサキト自身がそうだった。

　誰にも悪気なんてなかった。あれはただの不幸な事故だ。

　そう頭で理解していても、両親と玲れい奈なの命を奪った相手に思うところがないと言えば嘘うそになる。

　この感情に折り合いをつけるにはどうしたって時間が必要なのだ。それをサキトは経験則で知っていた。

「それに、約束したからな」

「約束、ですか……」

「ああ。俺はアリスの力になる。ならなきゃいけないんだ」

　そのためにならあらゆる手段を取る。エレーナだって利用してみせる。

　そう言外に告げるサキトに、エレーナは諦めたように溜ため息いきをついた。

　サキトが約束を持ち出した以上、その意思を曲げるのはほぼ不可能だと、エレーナも知っているのだ。

「…………わかりました。ええっ、わかりましたとも！　アリスさんの転入もねじ込めばいいんでしょう!?」

「悪いな、エレーナ。…………ありがとう」

　不満たらたらで。それでもなんとかしてくれるというエレーナに甘えるサキトは、眉尻を下げて一言だけ謝意を告げた。
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「ええ、そう。わかったわ。じゃあ後は手て筈はず通りに進めなさい。…………ええ、そうよ。なにかあったらまた報告なさい。ああでも頻繁な連絡はダメよ。くれぐれもサキちゃんに気け取どられないように、ね」

『カジノ学園』の理事長室。

　重厚な執務机に着いていた童女が電話を切った。

「まったく、あの子は。本当に愚ぐ図ずなんだから」

　指を組んで机に肘をつき、顎を乗せて溜め息一つ。

　せいぜいが齢よわい十とおに届くかどうか、といったところの童女がするにはあまりに不釣り合いな仕草だ。だがなぜだかやたらと様になっていた。

「それは致し方ないでしょう。なにせ彼は『影の王者』の後継者なのですから。こちらの思惑通りにことが運ぶはずがない」

　そんな童女に声をかける者がいた。執務室に呼び出されていながら、童女が通話を終えるまで黙ってお茶をすすっていた青年だ。

　青年は湯呑を向かいのテーブルに置き、来客用のソファから立ち上がる。

「候補よ。間違えないで」

「これは失礼しました」

　童女の向ける鋭い視線に、青年は肩をすくめて頭を下げる。

「まぁ、いいわ。待たせて悪かったわね」

「いえ、冷房の効いた部屋で熱いお茶をいただくというのもなかなかオツなものです」

　窓から覗のぞける青空は雲ひとつなく、ギラつく太陽が己の存在をこれでもかと主張している。今年もまた例年通りの猛暑となるのだろう。

「ジジくさいわねぇ。若い子はもっと気分で飲み物を選ぶんじゃないの？」

　童女は青年の視線に釣られるように窓の外を眺めて顔をしかめた。

「どうでしょう？　今どきご年配の方でもこの時期は冷たい飲み物を好まれるのではないでしょうか。とはいえこの部屋には温かいお茶しかありませんので、きっとこの部屋の主あるじの感性が特別古臭いのでしょうね」

　確かに部屋の内装はやたらと年季の入った調度品が多くを占めていた。それも統一性があるはずなのに、どこか落ち着きよりも不気味さを感じさせ、なにやら不安になる。

「言うようになったじゃないの」

「ありがとうございます」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような青年の態度を童女は生意気だと舌打ちする。

「さて、さっきの話、聞いていたわね？」

「いやいや、無む茶ちや言わないでくださいよ。伝え聞く『西の魔女』でもあるまいし、電話越しの会話を盗み聞きするなんて真ま似ね、僕には無理ですよ」

「どうかしら。先代は優秀な子だったけど、最近代替わりしたそうだから」

「今代は歴代でも類を見ないほどの天才だそうですよ。もしかすると初代に迫るのではとの噂うわさです」

「へぇ……詳しいわね」

　童女の訝いぶかしむような視線を青年は平然といなすように戯おどける。

「あくまで噂ですよ、噂。僕だって直じかに目にしたわけではありません。まぁ、三割引で見ておけばよいのでは？」

「それもそうね。それに──」

「はい。どれほど優秀だろうと彼女は『影の王者』の後継者には成り得ない」

「ええ。その通りよ。わかっているじゃない」

　童女の口元が弧を描くように大きく歪ゆがむ。

「さて、ならわかっているわね？　あんたの役割はなにも変わらない」

「課せられた使命を果たせ、と？」

「ええ、そう。……今度、この学園に一人『影の王者』の後継者候補が来るわ」

　苦虫を噛かむような顔をする青年に、童女は愉快げに通達した。

「帯刀たてわき湊みなと。命令よ。速やかに継承の儀を行いなさい」

「……一つだけ。質問をよろしいでしょうか？」

「ええ、いいわよ」

　ぐっと口元を引き結んだ湊が意を決して問いかける。

「勝ってしまっても、よろしいので？」

「ええ。当然。勝ちなさい、湊。あんたはあんたの願いのために」

「…………その候補者の名前を伺っても？」

「先代『影の王者』である上蔀わしとみ修しゆう平へいの孫。その技術の全てを受け継いだ者。最有力候補の一人。──上蔀[image: ]さき人とよ」

　そっと瞳を閉じた湊が次に瞼まぶたを持ち上げた時、その瞳には剣けん呑のんな輝きが宿っていた。
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　その日、エレーナはとても機嫌が良かった。足取りは軽く、今にも踊りだしそうだ。

　あまりにも珍しい光景に、道行く生徒たちが思わず目を見開く。

　エレーナが注目を集めるのはなにも珍しい話ではない。だがその視線に込められる意味は陶酔や憧憬が大部分を占める。

　ロシアでも珍しいプラチナブロンドを風になびかせ、その人形のような顔立ちには常に笑みを絶やさない。だというのにふとした瞬間に、その銀細工のような睫まつ毛げを伏せて物憂げな表情を見せる彼女は、無数の男を虜とりこにし、女であっても嫉妬より先に憧憬を抱かせた。加えて生まれも育ちも生粋のお嬢様。彼女には全てが揃そろっている。最も早はや、嫉妬しようという気さえ失うせてくるというものだ。

　それゆえエレーナはこのカジノ学園でも一際有名な人物であったが、だからこそ常にないほどに緩んだ表情を見せていることに、誰もが驚いていた。

　サキトとともにいる時のエレーナはたいてい機嫌が良い。だがそれ以外のエレーナはそう簡単に心の内を見せるような人物ではなかった。

　なにせエレーナは正真正銘のお嬢様だ。『ヘルマ』の裏側にまで連なる家系の生まれ。

　それが意味するのは、徹底した教育だ。

　家のために道具として活用されることを前提とした教育。そこには本心を押し殺して、表面上は友好的に振る舞うための技術も含まれる。彼女の本来の使いみちを考えれば、なによりも必要となる技術だ。

　本心を押し殺して笑顔の仮面を被かぶる。それは紛まがうことなきポーカーフェイス。サキトのそれとは異なる出自を持ちながら、一見どこまでも似通った性質を持つ一つの技術。

「エレーナ様？　なにかいいことでもあったんですか？」

　だがそんな鉄の愛想笑いも今日だけはまるで意味をなさなかった。

　ただの同級生にさえ今日のエレーナがやたらと機嫌が良いことぐらい簡単にわかる。それぐらい今日のエレーナが見せる笑顔はいつもの笑顔とは違っていた。

「はいっ、今日は私がお慕いする方が転入される日なんです」

「ええっ！　エレーナ様が!?」

　ナチュラルに様付けされるエレーナの周りで黄色い悲鳴が上がる。ついでに聞き耳を立てていた男子生徒が血を吐くように机に突っ伏した。一部の女子生徒も口から魂が抜けたように年頃の女性が人前で晒さらしてはいけない顔をしている。

「どんな方なんですか？」

　死し屍し累るい々るいの教室で、死体に鞭むち打うつように惚気のろけ話が始まる。男子生徒のライフはもうゼロだ！　…………それでも学園のアイドルの悲報を同士と共有すべく（八つ当たりとも言う）、こっそり聞き耳を立てつつＳＮＳへ情報をリークする準備を始めているあたり、なかなかしぶといが。この程度のことでへこたれるようなメンタルではこの学園でやっていけない。

「えっと、背が高くてー」

　サキトの身長は一七五センチ。決して低くはないが、高身長と言われると少々首を捻ひねるレベル。

「いつも余裕のある表情なんですけど、本気になると切れ長な目がちょっとだけ鋭くなってー」

「イケメンなんですか!?」

「もちろんです！」

　世のイケメンと称されるアイドルや俳優たちと比べられたら流石さすがに分が悪い。探せばそれなりにはいるレベル。

「ゲームの腕もとっても強くてー」

　カジノゲームアプリ『ＷＴＡ』で上位ランカーに君臨し、『ＡｏＮ』を三連勝してみせたその実力は本物だ。だが師である修しゆう平へいには及ばず、決して最強とは言えないレベルに過ぎない。

「ちょっと無愛想ですけど、とっても優しくてー」

　あくまでもエレーナ目線であることに留意。

「一本芯の通った信念を持ってて、決断力もあって、とっても頼りになる方です！」

　きゃぁーっと黄色い悲鳴が上がる。

　お前はどこの少女漫画のヒーローだ、と言いたくなるようなエレーナによるサキト評だった。色眼鏡にもほどがある。

　死んだような目で男子生徒がエレーナの恋人らしき人物の情報を学園中に流す。学園中が阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

「そんな素敵な方とどこで知り合ったのですか？」

「私のお祖じ父い様さまとサキト様のお祖父様がお知り合いでして。その縁で昔お会いしたことがあったのですが、最近再会できたんですっ」

「サキト様とおっしゃるのですね！」

「どんな方なのかしら？　わたくしもお会いするのが楽しみです」

　──速報、エレーナ様の恋人の名前はサキトと判明。

　次から次へと学園中に情報を流し続ける男子生徒。気分はジャーナリストだ。

「エレーナ様。サキト様のお写真とかありませんの？」

「あ、わたしも見たいです」

「もちろん、ありますよ」

　きゃいのきゃいの。やたら盛り上がる一同。

　エレーナはどこか得意げに自慢するように秘蔵の写真をスマートフォンに表示させる。

「あら…………」

「これは……」

　そこに表示される数々の写真。

　確かに悪くないが、まぁ、それなりの顔だ。とてつもなく上がったハードルは最も早はやそれぞれの理想の顔にまで昇華されており、そうそう超えられるものではなくなっていた。

　だが、一同が静まり返ったのはサキトの顔が言うほどではなかったことだけではない。

　写真の角度が問題だった。

　正面からカメラ目線の写真が一切ない。というかやたら望遠のものまである。…………どう見ても盗撮写真だった。

　そんなこととは露ほども知らずジャーナリスト系男子は多分に恣意的な解釈を乗せて情報を発信する。

　──速報、サキト氏、イケメンではなかった模様。

「あー……でも、いいなぁ。わたしもそんな運命みたいな恋をしてみたいなぁ」

　写真のヤバイ部分にはあえて触れずに話題を変える友人たち。この辺りの機微は流石さすが上流階級だ。触れてはいけないところを弁わきまえている。

「ですねー。わたくしもサキト様のように素敵な恋人が欲しいです」

「あー……そういえばあなたの婚約者って……」

　エレーナたちはそっと目をそらした。上流階級の中では彼女の婚約者の酷ひどさはわりと有名だった。

「あら？　そういえばエレーナ様。そのサキト様は婚約者、ではありませんよね？」

「はい、そうですね。それどころか、まだお返事もいただけてなくて。私の片思いなんです」

　──速報、サキト氏はエレーナ様の恋人ではない。エレーナ様の片思いだったと判明。

　ジャーナリスト系男子の指が彼史上最速で動いた。彼には今、学園中の目が己を向いている自覚と自信と自負があった。

　他方、サキトへ向けられる生徒たちの感情には激震が走る。エレーナ様から好意を向けられておきながら即答しないとはどういうことだ、といった具合だ。

　これまではまだ見ぬエレーナの恋人として興味が先行していたのだが、そこに敵意が混ざるようになっていた。特にエレーナガチ恋勢とエレーナ信者からの敵意がすごい。最も早はや殺意に等しかった。まだサキトは顔を出してすらいないのに蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われている。

「もしかして、サキト様にも婚約なされた方がいらっしゃるのでは？」

「いいえ。サキト様にはそういった方はいません。私たちのような家系の出身でもありませんし。ああ、いえ、少々特殊なご家庭ではありますが」

　エレーナのこの言葉に場はいっそう色めき立つ。

　二十一世紀が半ばに迫っても未いまだに家に縛られる上流階級と、柵しがらみなどなにもない一般人の恋。もう完全に漫画の世界だ。少々特殊な、という時点でなにかしら一般人とは違うと悟っていたエレーナの友人たちだったが、エレーナが言葉を濁した以上、根掘り葉掘り聞こうとはしない。

　一方、そんな上流階級の機微など知ったこっちゃないジャーナリストはガンガン情報を流していく。

　サキトが一般人だと知れ渡り、自分にもワンチャンあると謎の自信を抱いた男子生徒たちが唾を呑のんだ。ジャーナリスト系男子の流す新たな情報に目を血走らせる。

「エレーナ様、わたくし、協力いたしますわ！」

「わたしも！」

　次々と協力を約束するエレーナの友人一同。

「ありがとうございます。あ、でも、サキト様に無理強いするようなことはしないでくださいね？」

「もちろんです！」

　本当にわかっているのだろうか。とても力強い返事をする女生徒たち。

　初登校を前にして、サキトにはとんでもなく高いハードルが設けられていた。
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「むぅ…………」

　その日。エレーナの機嫌はとても悪かった。唇は尖とがっており、こころなしか頬ほおが膨れている。今朝はあんなに機嫌が良かったのに、一体なにがあったのか。

「エ、エレーナ様。きっと飛行機が遅れているだけですわ」

「サキト様は日本人です」

「もしかしたら転入手続きが遅れているのかも」

「私が手を回したのに？」

　転校初日。サキトはエレーナの前に現れなかった。

　始めは手続きに手間取っているのだろうと楽観視していた。だが待てど暮せどやってこない。いつまで経たってもやってこない。ついには放課後になってしまった。

　周囲の様子も朝の阿あ鼻び叫きよう喚かんのお祭り騒ぎから一転、刻一刻と機嫌が悪くなっていくエレーナにピリピリとした空気が漂い始めている。特に信者連中がやばい。エレーナ様を不快にさせるとは何事だ、と殺意が高まっていた。

「そ、そうだ！　エレーナ様、カジノ、カジノに行きましょう」

「そ、そうですね！　こういう時はパァーっと遊ぶべきですよ」

「カジノ……」

　ふと、エレーナは目を伏せて考え込む。

　そもそもサキトが転校する必要があったのはエレーナから借りた多額の金を返済するためだった。その額は一億二千万円にも上り、いくらサキトとはいえ一朝一夕に用意できる金額ではない。

　無論、『ＡｏＮ』に参加すれば一瞬だろうが、ここはカジノ学園だ。一度に稼げる額の低いここではどうしたって時間がかかる。

　だとすれば彼のことだ。一秒でも早く借金を完済すべく、時間を惜しんでカジノで奮闘しているということも考えられた。

「そうですね！　カジノに行きましょう！　もしかしたらサキト様もそちらにいらっしゃるかもしれません。まったく、仕方ない人ですね。いくらお金で単位が買えるからって、初日からサボりだなんてっ」

　そうと決まれば善は急げだ。一転、笑顔を取り戻したエレーナは友人たちとともに学内に設置されているカジノ施設へと向かった。

　学園内に設置されているカジノは、その目的があくまでも実践的な教育であるため、極めてレートが低い。だが同時にウミマチにあるカジノ『オアシス』で働くことを想定しているため、原則ドレスコードなどは『オアシス』に準じていた。

　ただそこはカジノ学園。いちいち放課後、一度寮に戻って着替えなくてはならないのでは客足が落ち込む。空きコマにちょっと遊ぼうと思ってもそれは手間だ。

　だから唯一の例外として制服でも入場を可能としていた。

　カジノは盛況だった。大部分の生徒は制服姿だ。エレーナやその友人のような上流階級出身ならともかく、一般的な生徒はスーツだのドレスだのといった衣装を持っていないということもあった。

　だからこの中からおそらく制服を着ているだろうサキトを探し出すというのはそれなりに難題だ。

「エレーナ様、今日はなにをしますか？」

「ルーレットなどいかがでしょう？」

「いえ、ポーカーにしましょう」

　だがサキトの行動パターンを熟知しているエレーナにとって人の数は問題ではなかった。

　彼が得意とするゲームはポーカーだ。故に稼ぐのであればそれを選ぶだろう。

　なによりレートの低い学内カジノとはいえ、釣り上げようと思えばどこまでも釣り上がるのがポーカー。一億二千万円を目指す彼にとってこれほど都合のいいゲームもない。

　エレーナはこころなしか足早にいくつものコーナーを抜ける。ポーカーのある一角に辿たどり着いてもなお、その足は止まらない。スタッドポーカーやスリーカードポーカーのようなディーラーと勝負するポーカーに興味はない。あるのはただ一つ。テキサスホールデムのようなプレイヤー同士が競うポーカールームだ。

「おめでとうございます。お客様の勝利です」

　ふと、エレーナの耳が聞き覚えのある声を捉えた。

　そこは他のテーブルと比べて、集まっている人が多かった。

　男女比がやたらと偏っていた。具体的には女子が多かった。

　集まっているのもほぼ全員が制服で、上流階級出身と思おぼしき生徒は一人もいない。

　そしてほとんどの女子が観戦しているだけだった。実際にゲームをしてるのは数少ない男子生徒ばかりだ。

　彼らはなぜだかディーラーを務める彼を敵視しているようで、憎々しげに睨にらんでいる。その視線には紛まぎれもない敵意と殺意が乗せられていた。

　彼は鮮やかな手付きでカードをシャッフルしてプレイヤーに配る。その手付きは熟練のそれだ。紛れもなく彼が一流のディーラーであることを示していた。

　彼の表情は笑顔だ。だがそれは決して緩んでいるように見えるのではない。どこか生き真面目まじめさが窺うかがえる笑み。エレーナにはそれが作り笑いであるとわかった。

　プレイヤーの男子たちがどんどんとチップをベットしていく。積み上がったチップの高さが、彼らの敵意を代弁しているようだった。

　それでもディーラーの彼は臆さない。変わらぬ笑みを湛たたえたまま、カードを捲めくる。

　一人の生徒にチップを支払って、残る生徒からは徴収。絶妙なさじ加減だ。後少し、ほんの少しで勝てそうに見せかけながら、彼は圧倒的な実力でプレイヤーからチップを掠かすめ取っている。

　観客の女生徒から黄色い歓声が上がった。彼が営業スマイルを振りまく。

　男子生徒たちには悔しげな表情が浮かんだ。

　だが退ひけない。彼らは退けないのだ。それはなにも負けを取り返そうとか、そういう話ではなかった。もっとどうしようもなく単純な感情が彼に敗北したなどと認めることを拒絶する。

　こんなはずではなかった。転入生などこの学園で揉もまれてきた自分の敵ではないはずだった。敵意に意地と矜きよう持じも重なって、彼らは退くに退けない。

　いいカモだった。彼にとっては鴨かもが葱ねぎを背負っているようなもんだろう。エレーナにはそれが手にとるようにわかる。

「エレーナ様？」

　足を止めたエレーナを怪け訝げんそうに見て、友人たちはその視線の先を追う。

「あら？」

「あれって……」

「もしかして……」

　その視線の先にいたのは、本日の話題をかっさらった張本人。

「サキト様!?」

　上蔀わしとみ[image: ]さき人とその人であった。
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「ん？　おっと、失礼いたしました。カードをお配りします」

「ちょっ」

　サキトは一瞬だけエレーナへと顔を向けたが、業務中であったことを思い出して即座にその視線を切った。

　今学園中が注目する二人にしてはあまりに呆あつ気けないやり取りに周囲の方が困惑する。

「サキト様！　そんなところでなにをしてるんですか!?」

「Ｑのハイカードです。おめでとうございます。お客様の勝利です」

　スルー。圧倒的スルーである。

　淡々とチップを積み上げるサキトに、プレイヤーもギャラリーも戸惑いっぱなしだ。

「えっと、その……いい、のか？」

「はい？」

「いや、だからエレーナ様が……」

「今は勤務時間ですので」

　しれっと無視するサキト。その冷たすぎる反応に、誰もが唖あ然ぜんとした。平然と食って掛かるのはそんな冷たい態度に慣れているエレーナだけだ。

「サキト様！」

　大勢の観客を押しのけてテーブルに手をつくエレーナ。そこまでしてようやくサキトはエレーナに対応した。

「申し訳ありませんがゲームの進行に邪魔なのでお帰りいただけませんか？」

　塩対応どころの話ではない。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいの領域だった。少し下がれではなく帰れと言うあたりに素が出ている。

　あんまりにもあんまりな対応に男子生徒たちも思わずぎょっと目を剥むいた。

「あ、その、俺たちはべつにいいから……」

　なぁ、と他の男子生徒に同意を求めると、それぞれが一斉に何度も頷うなずく。サキトは肩をすくめると仕方なさそうにエレーナへと向き直った。

[image: ]

「サキト様、それディーラーの制服ですよね？　どうして……」

　このカジノ学園にはいくつかの学科が存在する。

　そのうちの一つがディーラー科。カジノ学園の本来の目的であるディーラーの育成を目指すコースだ。このコースではディーラーとして実践的な訓練が積めるだけでなく、働きに応じた給与が支払われる。

　そしてエレーナが所属するのが普通科であった。こちらは主に大学進学を目指す一般的な教育を施すことが名目となっているが、その実態はヘルマ関係者が籍を置くことを目的とした学科である。普通とは名ばかりの学科であり、普通科が最も普通じゃないとは、学園では有名な話だ。生徒たちの間でギャンブラー科などという別称がつけられる時点で、その内情は察しがつくというものである。

「どうしてもなにもディーラー科に転入したからだが……そもそもなんでエレーナが知らないんだ？　お前が俺の転入を手引したんだろ。転入書類は見なかったのか？」

　怪け訝げんな目を向けられて、エレーナが苦く悶もんの呻うめきを漏らした。サキトが転入するという事実に浮かれて転入書類の細部まで確認しなかったエレーナのミスだ。

「それはそうですけど……まさか、ディーラーになるだなんて思いもしませんでした。サキト様でしたら普通にゲームをする方がよっぽど稼げますよね？」

「そうとも限らない。第一、俺には種銭がない」

　ギャンブルとは本来、金を賭けて遊ぶゲームである。命を賭けている方がおかしい。

　そして残念ながら今のサキトには賭けることができる金がなかった。元手が足りないのである。

「それぐらい私が貸します！」

「冗談。これ以上借金の積み増しは御免だ」

　エレーナの主張を一笑に付すサキト。

　騒ぎを聞きつけて野や次じ馬うま根性丸出しの生徒たちが集まってきていた。ジャーナリスト魂に火をつけられた男子生徒はここぞとばかりに「サキト＝ヒモ説」を流す。センセーショナルな飛ばし記事はＰＶを稼げることを彼は学んでいた。

「ともかく、今はディーラーの仕事中だ。話なら後で──」

「サキト？　大丈夫？　トラブル？」

　騒ぎが大きくなるのを嫌ったサキトが無む理り矢や理りにでも話を終えようとすると、女性用のディーラーの制服に身を包んだアリスがひょっこりと顔を出した。

「大丈夫だ、アリス。なんでもない。すぐに追い払う」

　新たな女性の登場に会場が色めき立った。しかもそれが謎の美少女転校生とあればなおのこと。

　透明感のある長い金髪を流すアリスはその容姿と相まって、授業が被かぶった一部の生徒から注目されていた。

　だがよりにもよって転入初日の同じタイミングでエレーナとサキトの話題が取り沙汰されていたため、学内全体での噂うわさにはなっていなかったのだ。

　だからこそ多くの生徒にとっては見慣れない美少女でしかなかった。それが噂の転入生サキトの知り合いだとなれば邪推はより盛り上がっていく。

「アリスさんもディーラーに!?」

　エレーナが焦あせったように叫んだ。

　名指しされたアリスは驚いてその声の持ち主に目を向け、その美しさに二度驚いた。

「わっ、キレイ……。って、誰？」

「ああ、アリスは知らなかったか。彼女がエレーナだ」

「ああ！　あなたが！　サキトから話だけは聞いてました。初めまして、調つか月つき亜あ麗り朱すです。手術の時とか色々とありがとうございました」

「あ、どうもご丁寧に。エレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーエヴァです」

　ペコリ。頭を下げるアリスに緊張の糸が途切れたように空気が弛し緩かんする。修羅場の予感に手に汗握っていた観衆からも肩の力が抜けた。

「その……アリスさんも」

「あ、アリスでいいですよ」

「で、では私もエレーナで」

「いや、それはちょっと。先輩ですし、エレーナ先輩って呼びますね」

「わ、わかりました」

　動揺に焦りも加わってエレーナはペースが乱されっぱなしであった。だがそんなことはお構いなしにアリスが笑顔で問いかける。

「それでなんですか？　エレーナ先輩」

「えーっと、そうです、アリスもディーラー科に転入したのですか？」

「はい、そうですよー。サキトと一緒に転校してきたので」

　アリスがはにかむ。何人かの男子生徒の視線がエレーナからアリスへと流れた。

「そ、そうですか。……えっと、そういえばどうしてサキト様は呼び捨てなんでしょうか？　サキト様は私と同じ三年生だと思うのですが」

「あー……そうなんですけど。サキトをいまさら先輩って呼ぶのも、ちょっと照れくさくて」

　ただならぬ関係を思わせる雰囲気に空気が再び緊張を帯びる。修羅場の予感だ。

　なぜだかはわからないものの、その空気に嫌な予感を覚えたサキトが話を強引にでも終わらせようと口を挟む。

「ともかくエレーナ。今は仕事中なんだ。話なら後で聞くから、その時にしてくれ」

「……後でっていつですか？」

　エレーナとて別にサキトの邪魔をしたいわけではない。実際、自分の暴走が彼の邪魔になっていることを自覚しつつあったエレーナは、ひとまずこの場は退ひくことに決める。

　それでも当たり前のような顔をしてサキトの隣に立つアリスにチラチラと視線を送ってしまうのは危機感の現れだ。エレーナはデータでしかアリスを知らず、サキトが執着しているのも約束のためだけだと思っていた。だが今、実感した。サキトがアリスに向ける感情はそれだけではないことを、なんとなく空気感から悟ってしまっていた。

「あーっと、確か──」

「サキトは六時までだよ」

「ああ、じゃあ、その後で」

　さらっとサキトのフォローをするアリスにエレーナの顔が引きつる。

「ぐ、ぐぐぐ…………わ、わかりました！　私もディーラー科に行きます！」

「ええ!?」

　驚くアリス。いや、アリスだけではない。学園のアイドルであるエレーナの、突然の転科宣言に皆が騒然とした。呆あきれ返っていたのはサキトぐらいのものだろう。幸か不幸か、彼はエレーナの突拍子もない言動に慣れていた。嫌な慣れだ。

「なに言ってんだ、お前。ディーラーなんてできないだろ」

「で、ですけどそれはアリスさんだって同じじゃないですか!?」

「ま、そうだな。けどアリスはまだ二年生だ。二年弱の時間がある。エレーナにはもう一年弱しかないだろ。同じ一から鍛えるって言っても使える時間がまるで違う」

「う～……でも、でもぉ！」

　懇々と冷静に説明するサキトに、エレーナは涙目で唸うなり声を上げる。

「やれやれだな」

　このままでは収集がつかない。そう悟ったサキトは疲れたように首を振ると、テーブルの下に隠されたボタンを押し込んだ。

「どうしましたか？　って、エレーナ様!?」

　近くにいたのであろう警備担当の生徒が慌てて飛んできて、そこにいた人物に驚く。

「ああ、違う違う。呼んだのは俺です」

「え？」

「そこのお客様が営業妨害をしているので、摘つまみ出してください」

「ええ!?」

　事態が飲み込めない警備担当の生徒が周りに助けを求めるように視線を巡らせると、野や次じ馬うまをしていた生徒たちはあまりに容赦のないサキトの対応にドン引きしながら誰もが目をそらした。

「うっそだろ、おい。オレ、なんか悪いことしたっけ……」

　よりにもよって信者までいる学園のアイドルを追い出さなければならなくなった警備担当の生徒は顔面蒼そう白はくで呻うめいた。同情の視線が集まる。

「う～……もういいですぅ！」

　これ以上は取り付く島もない。そしてそれ以前にこの場にもう一秒だって居たくない。エレーナは涙目のまま踵きびすを返す。警備担当の生徒はほっと胸を撫なで下ろした。

「なに怒ってんだアイツ？」

「あはは……」

　鈍いにも程があるサキトの呟つぶやきに、アリスは困ったような笑みを浮かべる。

　そうでなくとも人の感情を読み取るのが上う手まいアリスだ。あれほどわかりやすいアピールを見逃すはずがない。エレーナが向けるサキトへの感情の色も大きさも痛いほど理解していた。

「…………そっか、エレーナ先輩も」

　アリスは誰にも気づかれないよう、そっと胸元を手で握るようにして押さえた。
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「エ、エレーナ様？　その、えっと……」

　カジノを出てしばらく。カフェで唸うなるエレーナを心配する友人だったが、なんと声をかけていいのかわからなかった。

　それは偏ひとえにサキトが前評判と違いすぎたのが原因だ。

　あれのどこが優しいのだろうか。

　恋は盲目と言うが、いくらなんでもエレーナの目が節穴すぎるようにしか見えなかった。

「うう……せっかくサキト様と一緒に学校生活が送れると思ったのに」

　これでは授業も一緒に受けられないとエレーナは肩を落とす。

「一般科目ならご一緒できるのでは？」

「それです！」

「ではサキト様の履修表を取り寄せましょう」

　スマートフォンを操作して手早く指示を出す友人。通常、他人の履修予定などそうそう簡単に調べられないのだが、そこはヘルマ関係者。学内の情報通を使えばいくらでも手に入れられる。必要経費も彼女たちのお小遣いからすれば微々たるものだ。

「あ……これは…………」

　だがしかし、それでもできることに限度はある。

「一般科目はどれも免除済みですね」

　あれでサキトは成績優秀者だ。ちょくちょく学校をサボっていても問題ない程度には高い学力を維持している。

　だから彼はその成績を活いかして、この学園で必要な単位の大部分を取得していた。

　さしものお嬢様方でもこれを取り消させるのは骨が折れる。そもそもそんなサキトに不利益を与えるような行為をエレーナが容認するはずもない。

「もういいです……。皆様も今日は振り回してしまい申し訳ありませんでした」

　ずずーっと、手当たり次第にトッピングしたドリンクをすするエレーナ。そのあまりに気落ちした姿に誰もはしたないなどと言えなかった。




　とぼとぼと一人あてがわれた寮の一室に帰ったエレーナは、キングサイズのベッドに身を投げだした。柔らかいベッドマットに全身が沈み込む。

「はぁ……」

　思わず大きな溜ため息いきが漏れた。これではなんのためにサキトを学園に転入させたのかわかったものではない。本命の理由は別にあるとはいえ、これにはがっかりだ。

　無駄に広い部屋が哀愁を誘う。

　ここはサキトが転入することになってすぐ用意したスイートルームだ。

　カジノ学園ではウミマチで働く人材として、ディーラーだけでなくホテルスタッフも育成している。そのため寮はホテルのような構造になっており、どのようなグレードでも対応できるよう、上はスイートルームから下はビジネスホテルまで様々な部屋があった。

　ちなみに部屋のグレード毎に学園に納める設備費が異なっており、グレードが高くなればなるほどその金額も加速度的に上昇する。金が全てを決める。この学園らしい仕組みをしていた。

　そんなシステムだから、ほとんどの一般生徒はビジネスホテルレベルの部屋で過ごしており、相部屋だって珍しくない。スイートルームを始めとするハイグレードの部屋を選ぶのは一部の金持ちだけだった。

「寂しい……」

　エレーナの部屋は様々なグレードの中でも最上級のスイートルームだ。彼女の計画では余計な出費を抑えるという名目でここにサキトを連れ込むつもりだった。

「って、そうです！　まだこの手がありました！」

　ガバっと飛び起きたエレーナは、即座に行動を開始する。

　確かにサキトと机を並べて授業を受けるのはもうほとんど不可能だ。そこを残念に思う気持ちは確かに存在する。だがいつまでも失敗したことに囚とらわれていても仕方ない。

　気を取り直したエレーナは早速サキトの居場所を調べ上げる。今やサキトも時の人だ。その動向を追うのは簡単だった。

「ふむふむ。やっぱりかなりグレードの低い部屋を選んでますね。これならいけそうです」

　懐の寂しいサキトだ。合理的な理由をでっち上げれば食いつくだろうと、エレーナは確信していた。

　ちなみに、常識的に考えて男女同室って学校としてどうなのよ、といった疑問はエレーナの頭には上がらない。建前上は学園側も禁止しているが、これもまた金さえあればどうとでもできることであったからだ。実際、金のある生徒が金で金のない生徒をいろいろな意味で養っているなんて例はいくらでもある。ただれているにも程があった。

「さて、ここがサキト様のお部屋ですか」

　エレーナがノックしようとした瞬間。部屋からなにやらくぐもった声が聞こえてきた。右手を挙げたままエレーナが固まる。

「ああ…………うん、……………そこ……」

　ゆっくりと右手を下ろしたエレーナは一度深呼吸してから、そっとドアに耳を当てた。

「んっ、ふっ……はぁっ、…………どう？　気持ちいい」

「ああ。上う手まいな。誰かに………………た経験とか、あるのか？」

「うんっ、まぁ……っとね。ん、ふっ…………はぁ、はぁ…………疲れてきた」

「って！　なにやってるんですか！」

　我に返ったエレーナがドアを開けて、部屋に踏み込む。

　はしたないも失礼もなにもなかった。彼女の頭は金のない女子生徒を連れ込む男子が跡を絶たないという噂うわさでいっぱいだった。

「へ？　エレーナ先輩？」

「は？　なんでエレーナが？　というかアリス、鍵掛けてなかったのか？」

「あ、うん……そうかも」

　ぽかんと口を開けて突然開いたドアの方を向くアリス。

　サキトもまた珍しいことに驚いた表情を一切隠さずにエレーナの方を見ていた。

「…………えっと、お二人はなにを？」

「いや、なにをもなにも」

「見ての通り、マッサージですけど？」

　ベッドの上にうつ伏せになったサキトの上にアリスが馬乗りになっている。

「なんでマッサージ？」

「え？　それはサキトがディーラーなんてやったから肩が凝ったって」

「で、アリスがマッサージが得意だって話になって」

「ちょっとやってあげようか、って感じです」

　エレーナの腰から力が抜ける。ふらっと膝から崩れ落ちた。

「ちょっ、おい！　大丈夫か!?」

「って、きゃあっ！　サキト、急に動いたら！」

　ただならぬ様子のエレーナに、とっさにサキトが駆け寄ろうとして、上に乗っていたアリスがバランスを崩して悲鳴を上げる。

「いえ、大丈夫です……」

　よろよろと立ち上がるエレーナに、サキトはほっと息をつく。

「ったく。ノックぐらい……」

　しろよ、と文句をつけようとして、サキトは自分も似たようなことをした経験があることを思い出した。

「あ、あー……そういえばそんなことあったね」

　言いよどむサキトがなにを考えたのか理解したアリスは当時のことを思い出して羞恥に頬ほおを染める。サキトは気まずげに咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かした。

「で？　俺になにか用があったんだろ？」

「あ、はい。そうでした。……こほんっ。サキト様、わざわざお一人でお部屋を借りるとお金がかかるでしょう？　私のお部屋はとても広いので、もうひとりくらいなら十分生活できますよ？　一緒に暮らしませんか？　そうすれば部屋代が節約できますよ」
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「だ、ダメですよ、エレーナ先輩！　お、男の人とだなんて、そんな、もっと自分を大事にしてください！」

　またいつものやつか、とある種の諦めを見せるサキトの横で、アリスがツッコミどころ満載で慌てだした。

「いやいやアリス。それを言うならアリスこそどうなんだって話なんだが……」

「え？　あ、いや、違くて！　別にサキトと同じ部屋なのがイヤだって話じゃなくてね？」

「ちょっと待ってください！　サキト様、アリスと同じ部屋なんですか!?　そんなのダメです！」

「それをお前が言うのか……」

　溜ため息いきをつくサキトは疲れ切った様子で淡々と説明を始めた。

「エレーナと同じことを考えただけだ。アリスはもちろんのこと、俺も金に余裕がない。だが住む部屋はどうしたって必要だ。だから少ない資金の浪費を抑えるべく俺とアリスは同室にした。以上、説明終わり」

「な、な、なっ、アリスはそれでいいんですか!?」

　こういう時、サキトに翻意を促すのは無駄だ。そのことをよくわかっているエレーナは矛先をアリスに向ける。

「う、うん……。ちょっと恥ずかしいけど、わたしはサキトにこの学園に連れてきてもらったんだし、そもそもサキトがここに来なくちゃいけなくなったのもわたしのせいでしょ？　だから一人部屋がいいなんて贅ぜい沢たく言えないよ」

「悪いな。ある程度資金を稼ぐまでの辛抱だ。最低限の種銭さえ確保できれば、アリスを一人部屋に移せるぐらいの余裕はできるだろうから、それまで我慢してくれ」

「え？　い、いいよ、いいよ、そんなの！　わ、わたしは別にサキトと同じ部屋がイヤってわけじゃないし」

「いやいやいや。少しは嫌がれよ。なにかあったらどうする気だ」

「そんなこと言う時点で、なにもする気ないんでしょ？　そ・れ・と・も～、わたしにイタズラする気っ？」

「まさか」

「でしょ？　だ、だいたい、わたしって今はサキトの物なんだし…………どうしてもサキトがしたいっていうなら──」

「そういうのは冗談でもやめろ」

「はーい」

　こつん、とアリスの頭を小突くサキト。イチャつく二人を見ていたエレーナの堪忍袋の緒がついに切れた。

「むきゃーっ！　とにかくサキト様は私と一緒に暮らすんですっ」
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「あ、おはよ、サキト。……大丈夫？　なんか疲れてるみたいだけど」

「ああ、おはよう、アリス。転入したばかりだからな。まぁ、そのうち慣れるだろ」

　転入二日目。

　嘘うそではないが真実でもない。そんな曖昧な言い訳をして、サキトは気だるそうにアリスに挨拶を返した。

　昨夜、エレーナが部屋に乱入してきたことによる騒動は夜分遅くまで続き、ちょっとした寝不足だったのだ。

　しかも結局サキトとアリスはそれぞれ別の部屋を用意することとなり、その費用はサキト持ち。そうでなくとも少ない資金が目減りした形だ。収入の目め処ども立たない中での予定外の出費は精神的にもあまりよろしくなかった。

「サキトの今日の予定は？」

「少しでも稼がないとヤバイからな。昨日と同じようにディーラーをやるつもりだったんだが……理事長から呼び出された」

　サキトがあくび混じりに答えると、アリスは少し驚いたように目を丸くした。

「え？　サキトも呼ばれたの？」

「ああ。……ってアリスもか？」

「うん。でも理由が全然わからなくて。サキトはなんの話なんだと思う？」

「転入についてなにか話でもあるんじゃないか？」

　サキトにせよアリスにせよ、正規の手段での転入ではない。どちらもエレーナが手を回したものだ。それだけになにかしら言い含められることがあるのかもしれない、と漠然とした予想をする。

（ま、そういう話なら転入初日にしろって話だけどな）

　些さ細さいな違和感が鎌首をもたげるが、サキトはあくびとともに疑問を噛かみ殺す。

　とにもかくにも睡眠時間が足りていない。

　そうこうしているうちにサキトとアリスは理事長室に辿たどり着く。

「上蔀わしとみ[image: ]さき人とです。調つか月つき亜あ麗り朱すとともに参りました」

「どうぞ」

「失礼します」

　サキトとアリスが入室すると、二人を呼び出したのであろう人物が振り返った。

　黒い髪を結った和服姿の童女。せいぜいが十歳かそこら。とてもではないが理事長を務められる年齢ではない。

「はじめまして、ってことになるわね。理事長の宵よい之の宮みや沙さ羅らよ」

「え？　うそっ！　理事長!?」

「うんうん、いい反応ね。ここに来るような子とは思えないぐらいスレてない」

　アリスの反応に満足そうに沙羅と名乗った童女が頷うなずく。

「で、サキちゃんはどう？　驚いたかしら？」

「ええ、まぁ」

　無表情で淡々と告げる様子からはまったく驚いた様子が見えない。

「サキト、知り合い？」

「いいや、知らない」

　サキちゃんという親しげな呼称に疑問を持ったアリスが確かめると、サキトは自分に言い聞かせるように首を横に振って否定した。

「でしょうね。私が一方的に知ってるだけだわ」

「一方的に、ね…………。それで、どのようなご用件でしょうか？」

　言葉の裏を探ろうとして、サキトは疲れたように溜ため息いきをつく。今重要なことはそこではない。

「焦あせらない、焦らない。とりあえずお茶でも淹いれるわ。座ってて」

　サキトとアリスが促されるままに来客用のソファに腰をかけると、沙羅が慣れた手付きで急須でお茶を淹いれた。

「どうぞ」

「いただきます…………わ、美お味いしい」

「そう？　よかったわ。ところで二人はどうしてこの学園に来たのかしら？」

「わたしは出席日数が……えっと」

　あまり褒められた理由ではないためか、アリスが言いよどむ。

「別に気にしなくていいわ。事情も聞いているし。サキちゃんは？」

「ひとまず、そのサキちゃんというのをやめてもらえませんか？」

「あら、どうしてかしら？　貴方あなただってあの子のことを頑かたくなに『エレーナ』と呼んでいるじゃない」

「……なぜそのことを？」

「秘密」

　懐かしい呼称が神経を逆さか撫なでする。それだけではない。なぜかエレーナとの関係まで知られている。そのどこか言い様のない不快感を飲み込んで、サキトはゆっくりと答えた。

「俺は借金返済のためです。よくある話でしょう？」

「ええ、そうね。でもだからこそ不思議だわ」

「不思議？」

「どうしてディーラー科を選んだのかしら？　サキちゃんの借金はディーラー科で稼げるような小銭ではどうにもならないでしょ？」

　沙さ羅らの口元が弧を描いた。サキトの目がスッと細められる。

「どうしてそれを知っているのか、と聞くのは野や暮ぼなんだろうな」

　ここ『カジノ学園』はヘルマによって運営されている。であればその理事長がヘルマについてなにも知らないということもないだろう。

　加えて沙羅は十歳かそこらの童女。間違いなく普通の手段で理事長の席を得ていない。

　だからサキトは沙羅を『ヘルマ』の裏側を知る者だと断定する。だからポーカーフェイスを外さない。常に緊張感をもって警戒し続ける。

　なにより沙羅の外見が、サキトを呼ぶ名前が、気に食わない。玲れい奈なとは似ても似つかない内面のくせに、外面だけは真ま似ねたような不出来なモノマネを見せられている。思い出を土足で踏みにじられるような不快感。

　そんな身勝手な苛いら立だちがサキトから取り繕ったような敬語を剥はぎ取った。

「ええ。そうね。だから単刀直入に聞くわ。どうして『ＡｏＮ』に参加しないのかしら？」

『ＡｏＮ』。その単語にアリスが息を呑のむ。だがサキトも今はアリスに構う余裕がなかった。

「たかが一億二千万のために出るにはリスクが高すぎる」

「ウソね。修しゆう平へいさんの孫がそんな弱いはずないでしょ？」

「ポーカーは確率のゲームだ。絶対はない」

「それもウソ。あんたたちの本気は不確定要素を排除する。でしょ？」

　沙さ羅らが暗にシャッフルトラッキングについて言及した。

　それはサキトにとって致命的な情報だ。ただ知られているというだけで対策はいかようにもでも立てられてしまう。だからサキトはごく一部の限られた人にしか、己の武器について話してはいないのだ。当然、沙羅に話したことはない。

　だがサキトに動揺はなかった。元々が修平に授けられた力だ。修平を知る人物なら知っていても不自然ではないし、そもそもサキトはすでに三度もその力を『ＡｏＮ』で振るってしまっている。どこで露見していてもおかしくはない。

「……俺には、爺じいさんほどの力はない」

「それはどうかしら。試してみないとわからないわ」

「わかるさ。俺は一度だって爺さんに勝てたことはないんだから」

「それは以前の話でしょう？　三度の『ＡｏＮ』を越えた今なら勝てるかもしれない」

「意味のない議論だ。どっちにしたって爺さんはもういない」

「それもそうね。……ねぇ、サキちゃん。そういう屁へ理り屈くつはいいわ。どうして『ＡｏＮ』に出ないのか。教えなさい」

　サキトと沙羅の視線が交差する。互いの虹こう彩さいに互いの顔が映り込んだ。

「確かに『ＡｏＮ』に参加すれば借金を完済するのは容易たやすいのかもしれない。だが金だけのために誰かを殺すつもりはないんだ。その一線を守らなければ、俺は誰かから奪い続けなければいられない外道に堕おちてしまう」

　まっすぐに沙羅の目を睨にらんだまま言い切ったサキトは、ふと我に返ったようにくだらないことを言ったと自嘲する。

「甘いわね」

「かもしれない。だが、それでも、俺はもう『ＡｏＮ』には関かかわるつもりはない」

　強く言い切るサキトの手にアリスの手が重なった。

　その様子に沙羅が肩をすくめて、直後、悪魔のような笑みを見せた。

「なら、誰かのためになら参加するのかしら？」

「なに？」

「確か、心臓を手術したんだったわよね？」

　沙羅が右手の人差し指でアリスの心臓を指差す。

「え、あ、はい。そうですけど──ッ！」

「アリス!?」

　その瞬間。アリスが胸元を抑えて苦しみだす。

「おい、どうした！　アリス！」

「う、……そ、これって…………発作……？」

　沙さ羅らのクスクスと嗤わらう声がサキトの耳に届く。

「……なにをした？」

「うん。いいわねぇ。やっぱり上蔀わしとみはそうでなくちゃ」

「答えろ。なにをしたんだ？」

　鋭い眼まな差ざしで睨にらみつけるサキトが剣けん呑のんな雰囲気を漂わせる。

「その子の心臓。誰が用意したと思ってるのさ」

　アリスの手術。それを手配したのはエレーナだ。ならばそれは当然、ヘルマの息がかかった医者が執刀したはずで。

「お前、なにか仕込んだな！」

　沙羅はクツクツと上機嫌に嗤っていてなにも答えない。

「これは契約違反だろうが！」

「ハハハッ！　はははははっ！　契約って言うのはねぇ、サキちゃん。対等な者同士で結ぶものなのよ？」

　怒髪天を衝つく。だがそれでもサキトにはなにもできない。アリスを人質に取られてしまっている。サキトはアリスを見捨てられない。

「ねぇ、サキちゃん。その子を失いたくなかったら、私に従いなさい？」

　悪魔の、いや、まさに人間らしいというべき悪意の塊がそっと囁ささやく。

「ふざけるな。誰が──」

「くっ、ああ！」

　アリスが苦く悶もんの声をあげる。ニマニマと嗤う沙羅にあらん限りの殺意を叩たたきつけて、サキトは悔しげに奥歯を噛かみ締めた。

「くそっ…………俺に、どうしろと言うんだ」

「まずは普通科への転科。それ以降の指示は追って伝えるわ。それまでは学園生活を楽しみなさい」
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「はーい」

　エレーナがドアを開けると、そこには表情という表情が抜け落ちたサキトが気を失ったアリスを抱えて立っていた。

「サ、サキト様!?　それにアリスまで！　どうしたんですか!?」

　サキトは無言のまま押し入って、そっとアリスをベッドに横たえる。

　アリスの呼吸は穏やかで顔色も悪くない。まるでただ眠っているよう。だがサキトの目と耳にはアリスの苦痛が焼き付いていて今も離れない。

「エレーナ・アンドレーヴェナ」

「は、はい」

「これはどういうことだ？」

「えっと？」

　抑揚の消えた声音。エレーナはこの状態のサキトに見覚えがあった。

　一ヶ月と少し前。エレーナが『ＡｏＮ』にまつわる裏事情を全て隠したまま、騙だまし討うちのようにサキトを『ＡｏＮ』に参加させた時と同じ雰囲気。

　今、サキトは怒り狂っている。

　だがあの時と違ってエレーナにはサキトがなにに怒っているのかがわからなかった。

「アリスの心臓のことだ。なにか仕込んだだろ」

「へ？　心臓、ですか？」

「しらばっくれる気か？」

　低い低い抑揚のない声音。

　サキトはまだギリギリのところで理性が保てている。だがその理性の糸は今にも切れてしまいそうなほどに張り詰めていた。

「ま、待ってください！　私には本当になんのことだかわからないんですっ」

　誰が見ても今のサキトに冗談は通じないことは明白だった。だからエレーナも一切の虚偽なしに必死に身の潔白を訴える。

「アリスの心臓手術。手配したのはお前だ、エレーナ。もし罠わなを仕込めたとしたらお前しかいない」

「わ、罠？」

「…………本当に関係ないのか？」

　憤怒一色だったサキトの心に、わずかに疑念の色が混じった。

「落ち着いてください、サキト様っ。なにがあったんですか？」

　うろたえるエレーナに促されて、サキトはそっと息を吐く。

「宵よい之の宮みや沙さ羅らを知っているな？」

「え？　は、はい。理事長、ですよね？」

　それがどうしたのか。アリスとは無関係に思える人物の名に、エレーナが小首を傾かしげる。

「そうだ。この学園の理事長。ヘルマの関係者でもある宵之宮沙羅だ。今日俺とアリスは宵之宮沙羅に呼び出されていた。そして、『ＡｏＮ』に参加しない理由を問われた」

　アリスと対たい峙じしたゲーム以降、サキトは『ＡｏＮ』に参加していない。エレーナから借金返済の方法の一つとして打診された時でさえ拒否していた。だからエレーナはサキトが『ＡｏＮ』を忌避する理由を知っている。

「だがそれを知ったあいつはアリスを人質に……クソっ！」

　再び憤激しそうになるサキトにエレーナは努めて冷静に問う。

「人質、とはどういうことですか？」

「…………心臓だ。あいつがアリスの心臓に指を差したら急にアリスが苦しみだした」

　その言葉だけでは詳細はわからない。だがこればっかりはサキトにだってよくわかっていないのだ。見たままを説明するしかなかった。

「なるほど。それで私を」

　エレーナもまたサキトの不可解な話を否定することなく受け入れ、理解を示す。

「ああ。金は俺が出したが、諸もろ々もろの手配はすべてエレーナに任せていた。だから、もし、アリスの心臓になにか仕掛けることができたとしたら」

「私しかいない、というわけですね」

　ようやく得心がいった、と頷うなずくエレーナは冗談めかすように笑った。

「確かに、その条件では私と沙さ羅ら様が共謀しているようにしか見えませんよね」

「違うのか？」

　問うサキトの瞳はなによりも雄弁に虚偽を許さないと語っている。

　エレーナはそんなサキトの目をまっすぐ見つめて言い切った。

「はい。私は沙羅様とは理事長と生徒というだけでなく、個人的にも知り合いです。ですがアリスの心臓については別です。私は完治させるように指示を出しました。余計な仕掛けなんてしていません」

「……………………そうか」

　長い沈黙を経て、サキトはゆっくりと瞳を閉ざす。瞼まぶたの裏には未いまだ冷めることのない瞋しん恚いの炎があった。だがそれを向けるべき相手はエレーナではない。

「悪かったな」

　再び開かれた目は今なお鋭さを見せる。表情は欠落したままで、声音も硬い。だがそれでも敵意だけは薄れていた。

「いいえ。サキト様が疑われるのも当然です。気になさらないでください」

　エレーナにとっては理不尽とさえ言える感情を向けられてなお、彼女は平然とそれを受け入れる。歪いびつだ。だがその歪さこそがサキトとエレーナの関係性だった。

「今、お茶を淹いれますね。サキト様もお疲れでしょう？」

「……ああ。ありがとう」

　エレーナに促されるまま席について、ようやくサキトは強い疲労感を感じた。自分がどれだけ平静を失っていたのかに気づきサキトの顔に自虐的な笑みが浮かぶ。

「いえいえ。はい、どうぞ」

　差し出されたアイスティーで一息ついたサキトは状況を整理しようと口を開いた。

「どう思う？」

「はい？」

「あの沙さ羅らとかいうやつのことだ。エレーナが関かかわっていないのならどうやってアリスの心臓に仕掛けを施したと思う？」

「そうですね。…………一番可能性が高いのは私よりも上位の者が介入した、という可能性でしょうか」

「参考までに聞きたいんだが、エレーナと沙羅だとどちらが上なんだ？」

「沙羅様です」

「なるほど……。沙羅に手術への介入は可能か？」

「はい。おそらく、ですが」

　大きく舌打ちしたサキトは、苛いら立だちを最小限に留とどめて建設的な意見を提示する。

「ではその線を探って糾弾することは？」

「不可能です。まず間違いなく途中で潰されます。いくらサキト様であっても相手が沙羅様では味方をしてくれる方は少ないでしょう」

「やはり、か」

　そもそもヘルマは『ＡｏＮ』などという狂気のゲームを開催し、それでいてなお世界に君臨できる存在だ。公権力にすら介入する相手に法を以もって当たるなど論外。その法でさえもヘルマが自由にできるのだから。

　沙羅に対抗するため思考を高速で回すサキトに、エレーナはおずおずと尋ねる。

「それで、その……サキト様はここを出ていかれるのですか？」

「……は？」

「いえ、ですから、その…………『ＡｏＮ』に参加されるのですよね？」

「なにを言って──」

　はた、と気づいた。サキトはエレーナに沙羅から出された条件を教えていない。

「ああ、違う。そうじゃない。沙羅は俺に普通科へ転科するように命じたんだ」

「へ？　普通科に、ですか？」

　思い返してみても意味がわからない命令だ。だが今のサキトはそんな不可解な命令にすら従わなければならない。

「それだけ、ですか？」

「そうだが？」

「えっと、その……それだけでしたら、ひとまず従っておく方がいいのではないでしょうか？」

　眉をひそめるサキトに、エレーナは慌てて言い募る。

「サキト様は別にディーラーになりたかったわけではないですよね？　ただゲームをするための元手となるお金が欲しかっただけで」

「まぁ、そうだが……」

　確かにサキトにとってディーラー科に所属することは必須ではない。必要なのは金だ。金が稼げるのならばどこだって構わない。

　最悪、そうあくまでも次善の策ではあるが、再びエレーナから金を借りて、それを元手に稼ぐという手段も取れなくはないのだ。

　だから喫緊の問題はアリスを人質に取られていることだけとも言える。

「それでも対抗策は必要だ」

「はい。ですが今すぐ、というわけでもないですよね？」

「…………面従腹背、か」

　あるいはただの先送り。

　サキトの好みではない。だが今はそんな贅ぜい沢たくを言える状況でもなかった。

　なにせサキトの状況は詰んでいるに等しい。徹底的に先手を打たれてしまっている。

　アリスを人質に取られてしまった時点で、サキトにはほとんど打つ手がないのだ。簡単に切り捨てられるようならそもそもサキトはここまで来ていない。

　頼みの綱のエレーナも、より上位の権力者が相手ではどうにもできない。

　サキト自身の力なぞ論外だ。あの狂気のゲーム、『ＡｏＮ』ですら絶対ではない以上、ただ少しゲームが強いなんてものはなんの役にも立たない。

　約束は絶対ではないのだ。

　人の意思で結ばれる以上、人の意思で簡単に破棄されてしまう。

　約束を絶対とするのはあくまでもサキトだけのルール。他者にそれを強制するだけの力が今のサキトにはない。

　奥歯を強く噛かみしめる。

　あまりにも無力だった。
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「ん……うぅ…………あれ？　ここは……」

「アリス！　よかった、目が覚めたか」

　サキトがほっと安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「あれ？　サキト？　ここって……」

「サキト様が気を失ったアリスをここまで運んできてくれたんですよ」

「え？　サキトが？　……あ、そうだっ、発作！」

　なにがあったのか思い出したのか、アリスは慌てて自分の胸を押さえた。

「……動いてる」

　痛ましそうに眉をひそめるサキトが、努めてゆっくりと落ち着いた口調で話し始める。

「アリスは理事長になにかをされてまた発作を起こしたんだ。覚えてるか？」

「え？　う、うん…………確か指を差されて、それで」

　思いの外冷静なアリスにサキトは一言だけ謝った。

「すまない」

「え？　どうしてサキトが謝るの？」

「俺は君の心臓を治すと約束した。だが治せてはいなかった。俺は……約束を破った」

　深い悔恨を刻んだ声音。サキトは意図せずとはいえ、自らに課した最大の禁忌を破ったことに強い衝撃を受けていた。

　同時に己を焼き尽くさんとするほどの怒りも。

　沙さ羅らに向ける殺意と瞋しん恚いは本物だ。嘘うそではない。

　だがなによりもサキトは自分が許せなかった。それしか手はなかったとはいえ、己の手に負えないことを安易に約束し、その手段を他人に丸投げした。その結果がこれだ。

「ま、待ってサキト！　これはあなたのせいじゃないでしょ？」

「だが、もしアリスの心臓になにかを仕込んだのだとしたら……それは俺がアリスに勧めた手術の時しかない」

　その強すぎる怒りを瞬時に正しく読み取ったアリスは、慌ててサキトを制止する。サキトが約束に拘泥するあまり自分自身を攻撃するのはアリスの望むところではない。

「ああ、もうっ。どうしてもって言うなら罰として自分を責めることを禁止します！」

「は？　罰……？」

「サキトのお爺じいさんも言ってたでしょ？　本来約束とは賞罰表裏一体の概念なのだ、って」

　虚を衝つかれたように黙り込んだサキトが薄く笑う。

「…………なるほど。確かにそうだ。わかった。その罰を受け入れよう」

　アリスがサキトから張り詰めたような怖さが消えたことに内心で胸を撫なで下ろす。

「サキト様。アリスは病み上がりですし、その辺りで」

「あ、ああ。そうだな」

　エレーナの感情の通わない声音に気け圧おされて、サキトがベッド脇から離れる。

「あ、ううん。もう大丈夫だよ」

「いいえ、アリス。また発作を起こしたらいけません。しばらく寝ていた方がいいですよ」

「大丈夫です。心配してくれてありがとうございます、エレーナ先輩」

　エレーナの制止を振り切って、アリスはベッドから起き上がる。

「わたし、何時間くらい寝てた？」

「まだ一時間も経たってない」

「……そっか。やっぱり」

「やっぱり？」

　なにかに納得したようなアリスにサキトが怪け訝げんそうに尋ねる。

「あ、うん。これ多分、前と同じ発作じゃないの」

「前、というと……」

「はい。入院してた頃は発作を起こしたら一時間で目が覚めるなんてことなかったんです」

「なるほど……一応治療はされているわけか」

　少なくともサキトが沙さ羅らにおとなしく従っている間は、アリスに命の危機は訪れないということだろう。

　以前と違い時間制限はないと考えて間違いはない。万が一にもアリスが沙羅とは関係なしに死んでしまえば、沙羅はサキトにかける首輪を失うからだ。

　わざわざ人質を使ってまで脅すような真ま似ねをしている以上、沙羅にはなにかサキトにやらせたいことがあるはずである。

　なのにその首輪が勝手に外れてしまっては、沙羅はただサキトの恨みを買っただけになってしまう。それではあまりにメリットがない。

「うん。発作の後って身体からだが怠だるくてしょうがなかったんだけど、今はそんなことないし」

「身体への負担そのものは軽減されている。となるとやはり問題は仕掛けか……」

　再び考察に入ろうとするサキトにエレーナが待ったをかける。

「そういえばさきほどからサキト様はアリスの心臓に仕掛けがあるとおっしゃっていますが、それって本当にあるんでしょうか？」

「どういう意味だ？」

「そんな指を差しただけで苦痛を与えるような仕掛けがあるとは思えなくて」

　エレーナの疑問はもっともだった。沙羅が起こした現象は一見超常的な力のように見える。だがサキトはその仕組みに一つの推測を立てていた。

「おそらくだが、指を差したのはミスディレクションだろう」

「ミスディレクション、ですか？」

「視線誘導ミスデイレクシヨンのことだ。イカサマとかマジックでもよく使われる手段で、別のものに注意を向けさせて肝心のイカサマをしている手元を隠す。今回の場合は、あの特徴的な指で差すという行動に意識を向けさせて、本命は左手でこっそり機械を起動させたんだろう」

　アリスが倒れた時、サキトは動転していてそこまで意識が回らなかった。その未熟さに臍ほぞを噛かむ。だがそれを表に出さないよう飲み込む程度の余裕は戻っていた。

「まぁ、あくまで予想だ。違う可能性も十分ある。なにか気づいたことがあれば言ってくれ。いかんせん情報がまったくないんだ。これでは対策もなにもない。エレーナは沙羅についてなにか知らないか？」

「私も何度かお会いしたことがあるというだけでして……」

「噂うわさ話ばなしでもいい」

「元々あまり表に出てこられない方なんです。なにか用事があっても代理人を立てることがほとんどで」

「まぁ、あの年齢ではな」

　見た目通りだとしたら十歳かそこら。子供そのものだ。むしろ代理人を立てる方が自然ですらある。表に出てくること自体が異常。

（待てよ。ならなんで理事長なんてやってるんだ？　別の人間に就かせて陰から意見する方がよっぽど自然だ。普段から代理人を立てるような人間がそんなことすらわからないはずがない。不自然ということは必ずそこになにかしらの意図がある。わざわざ自ら理事長に就任したのは、そうせざるを得ないからだとしたら。理事長は他人に任せられなくて、他は任せられる理由…………）

「ダメだ。わからない」

「サキト？」

　急に黙り込んだサキトを心配するようにアリスがサキトの顔を覗のぞき込んでいた。

「ああ、いや、なんでもないんだ。……アリスはなにか気づいたことはあるか？」

「え？　う～ん…………あっ」

「アリス？」

「あ、ううん。なんでもないの。ただちょっと……」

「今はなんでもいいから手がかりが欲しいところだ。なにか気になることがあったなら言ってくれ」

「え、えぇ!?　それは……その、えっと…………わ、笑わないでね？」

「？　ああ」

「その……なんかちょっと魔法みたいだなって」

　誰も笑うようなことはなかった。ただテーブルには沈黙が落ちた。これならまだ笑われた方がマシである。

「ちょ、ちょっと！　ちょっとだけなの！　入院してた頃に読んでた本にそういうのがあるって書いてあってね？」

　いたたまれない雰囲気にアリスが耳まで真っ赤にして言い繕う。

「ああ、いや、いいんじゃないか。魔法説」

「そうですね。魔法。あったらいいですね」

「ちょっとやめてよ、二人とも～！」

　生暖かい目を向けられるアリスが羞恥心に襲われる中で、サキトが現実的な話に戻す。

「さて、アリスの魔法説はともかく。普通に考えればなんらかの機械を埋めて遠隔で起動しているんだと思うが……」

「そうですね。ですがそんな機械が埋まっていれば手術後の検査でわかるのでは？」

「その検査をしたのはウミマチ総合病院だろ？　ヘルマの息がかかっている病院での検査なんて信じられるか」

　サキトは不信感を隠そうともせずに吐き捨てる。

「ではもう一度、今度はヘルマとは関係のない病院で検査してみてはいかがでしょうか？」

「そうだな。ここであれこれ考えるよりはその方が早いか」

　なにをするにしても情報が足りなすぎた。

「あれ？　でもカジノ学園って簡単に外出できないんですよね？」

「はい。そうですね。一部例外はありますが」

「……そういえばエレーナ。お前はしょっちゅう俺の家に来てたよな」

　サキトがカジノ学園への転入を渋った理由の一つが外出制限だ。だがよく考えてみれば学園生であるはずのエレーナは日々サキトの下へと足を運んでいた。外出していることは明白である。

「外出許可が簡単に下りないのは単純な理由でして。一つは学内カジノで借金を抱えた生徒を逃さないためなんです。なので身元がしっかりしている生徒は比較的簡単に外出できますよ」

　あまりにも黒すぎる理由にアリスの顔がひきつる。

「えーっと、じゃあわたしも大丈夫ってこと、ですか？」

「はい。もし万が一ダメでも、私がなんとかします」

「ならまずはヘルマと無関係の病院を探して検査をするところからスタートか」

「それでしたら私が。私ならヘルマの関係している病院がわかりますので、そのリスト外から選べば間違いありません」

「…………任せた」

　一瞬、射抜くような視線をエレーナへ向けて、サキトは当面の方針を固めた。
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　普通科への転科を済ませたサキトは、早速授業をサボっていた。

　少しでも沙さ羅らについての情報を集めようと学内を散策していたのだ。だがロクな情報が集まらない。

　それも当然といえば当然だった。

　学園長ならともかく理事長となると生徒との接点はほとんどないと言っていい。理事長の仕事は学園の経営が主であり、学外の人間との折衝がそのほとんどを占めるからだ。

　結果、学園生のほとんどが理事長の顔すら知らないということがわかっただけ。

「あれは……図書館か」

　再び焦燥感が鎌首をもたげてきたサキトが視線を上げると一つの建物が目に入った。

　休憩も兼ねてサキトは図書館へと入る。

　人ひと気けのない施設だった。利用者がほとんどいない。学内カジノとはえらい違いだ。

　サキトは特に意味もなく、本棚に収められた本の背表紙を眺める。流石さすがにここに沙さ羅らの情報があるとはサキトも思っていない。さりとて興味を惹ひかれるようなタイトルもなかった。読みたい本もなければ、調べたいこともない。

「ああ、いや、そういえば」

　ふとサキトはアリスが言っていたことを思い出した。

　沙羅、魔法使い説。

　馬鹿馬鹿しい。そうサキトの冷徹なギャンブラーとしての思考が吐き捨てる。だが休憩にはちょうどいいだろう。

　そう判断して魔法に関する本を探すサキトだったが──

「わからん」

　転校したばかりの学園。初めて訪れる図書館。どこにどんな本が置いてあるのかなんて、わかるはずもない。

　こんな時に限って図書館で働いている人も見つからず途方に暮れるサキトは、いつの間にか読書スペースに辿たどり着いていた。

　閑散とする読書スペース。だがそこでサキトは初めて利用者を発見した。

　亜麻色の髪をした少女が静かに読書に集中している。邪魔をするのは気が引けた。

　しかし頼れる人がいないことも事実。学園の規模に相応ふさわしい広大な図書館から自力で目当ての本を探すのは困難だ。

　通常、図書館には検索用の端末があるはずなのだが、それすらどこにあるのかわからない。そんな有様では目的の本に辿り着くまでどれだけかかるかわかったものではなかった。

「すみません」

　意を決してサキトは少女に声をかける。少女の視線が本からひき剥はがされ、サキトへと向けられた。

「本を探したいのですが、検索用の端末ってどこにあるのかわかりますか？」

「…………」

　少女はじっとサキトの目を見たまま黙して答えない。

「あー……わからないならいいです。すみません、お邪魔しました」

　踵きびすを返そうとするサキトに、少女がようやく口を開いた。

「………………ナンパ？」

「違ちげえよ！」

　あまりにも見当違いな発想にサキトは思わず身の潔白を主張する。

「最初の一言は大事。もっと言葉を考えた方がいい」

「なんのアドバイスだよ……」

　淡々とした喋しやべり方で諭されたサキトは疲れたように呻うめきながら質問を繰り返す。

「それで？　端末はどこに？」

「失敗したのにまだ続けるの？」

「あのなぁ……」

「そもそもこの図書館に検索用端末なんてないことぐらい一年生でも知ってる」

「は？　ないのか？」

　目を丸くするサキト。だが少女は話は終わりだと言わんばかりに、本に目を落としてしまっていた。

「俺は転校したばかりでな。図書館を使うのは初めてなんだ」

「…………転校？」

　その言葉に興味を惹ひかれたのか、少女が再び面おもてを上げる。

「上蔀わしとみ[image: ]さき人とだ。名前ぐらいは聞いたことあるだろ？」

「わしとみさきと…………知らない」

「そ、そうか」

　サキトの名は良くも悪くも学園中に知れ渡っている。だから当然この少女も知っているものだろうと思っていた。そんな有名人気取りな発想でいたことに気付かされて、サキトは若干の苦味を覚える。

「転校生なら知らなくても仕方ない」

「ああ。いや、そうだな。普通はそうだよな」

　自分に言い聞かせるように口にするサキトに、少女が小首を傾かしげる。

「普通の図書館にはある」

「え？　ああ、端末の話か」

「違うの？」

「いや、なんでもない。合ってる」

　掴つかみどころがない少女だった。どうにもペースを崩される。

「あー、ついでだ。参考までに聞きたいんだが、魔法だの魔術だのに関する本ってどこにあるかわかるか？」

「…………そういうのに頼るのはよくない」

「いや別に実践しようってわけじゃないんだが」

「ゲームが弱い人ほどすぐに運のせいにする。そもそも運を良くしようっていう発想が間違い。勝ちたいならまずは冷静に戦略を見直してみることが大事」

「その意見には同意するけどな。俺は別に負けたわけじゃ……」

　サキトは言葉に詰まった。沙さ羅らとのやり取り。あれはゲームではなかったが、どれだけ好意的に見ても負けでしかない。

「あ、ああ。まぁ、なんだ。ちょっとした暇つぶし、みたいなものだ」

「そう。…………恋占いならあっち」

「どうしてそうなった？」

「違うの？」

「違うな」

「…………非科学的なものに頼りたくなる理由としては上位なのに」

「どこ調べだよ……」

　溜ため息いきをつくサキトはより具体的な条件を付け加えていく。

「もっとこう、指を差すだけで相手を呪う、みたいなやつだ」

「…………嫌なことでもあった？」

「否定はしないが、だから魔術で復ふく讐しゆうしようってわけじゃない」

「……厨ちゆう二に病びよう？」

「それも違う」

「じゃあどうして？」

「言っただろ。ただの興味本位だよ。気分転換」

　しばらく黙って考え込んでいた少女だったが、次第にどうでもよくなったのか、図書室の一角を指差した。

「………………あっち。壁際の本棚。左から三番目。上から二段目」

「あ、ああ。……よく覚えてるな」

「別に普通」

　それだけ告げると、少女は再び視線を手元の本に落とした。

「……助かった。ありがとう」

　サキトも一言だけ礼を告げて教えてもらった本棚へと向かう。

「本当にあるとは……」

　少女の示した場所にはサキトが求める本が並んでいた。膨大な蔵書の中からぴたりと当てるとは中々どうして驚異的な記憶力だ。

「いや、偶然前に調べたりしてたのかもな」

　サキトはそこから数冊適当に抜き出すと、読書スペースへと運んでいった。
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　サキトが一人で調べ物をしながら考えに没頭していると、どうしても思い出してしまうことがあった。

　安あん藤どう玲れい奈な。

　宵よい之の宮みや沙さ羅ら。

　サキトとて二人が別人であることを頭では理解している。

　だがサキトの主観ではどうしても重なってしまう。十年前の記憶はすでに色あせ、細部まではっきりと思い出せはしない。特徴的な髪と瞳が重なってしまえば、他の部分も同じように見えてきてしまう。

　だから冷酷になりきれない。冷徹に至れない。敵を排除する。そのシンプルな思考が獲得できない。どうしても感情が先行してしまう。

「くそっ」

　毒づくサキトは先ほどからまるで集中できていなかった。かろうじてかつて魔術だとか魔法だとか呼ばれていたものが、現代の医学や心理学で説明できることもある、ということがわかっただけだ。沙羅への対抗策としては弱いにもほどがある。

「……いや、これでいい」

　ふと我に返ったようにサキトが呟つぶやいた。

　そもそもサキトは沙羅がアリスに仕掛けたものが魔法なんて曖昧なものだとは考えていなかったはずだ。

　だが玲奈と沙羅のことから意識を逸そらそうとするあまり、いつの間にかこの本の中から答えを見つけ出さなければいけない気になっていた。

「…………チッ、なにやってんだ俺は」

　視野狭きよう窄さく。あまりにも未熟なミスに、サキトは自分に悪態をつく。

「こりゃ、だめだな」

　冷酷になれなくても。冷徹になれなくても。せめて冷静さだけは取り返そうと、サキトは深呼吸して立ち上がる。

「あれ？　もしかして……上蔀わしとみ[image: ]さき人と？」

　呼ばれて振り返った先には、見覚えのない男子生徒の姿があった。

「誰だ？」

「ああ、ごめんごめん。僕は帯刀たてわき湊みなと。湊でいいよ。よろしく、エレーナさんの彼氏くん」

「勘弁してくれ……」

　つけられた肩書にがっくりと項垂うなだれる。深い溜ため息いきまでこぼれた。

「で、俺になにか用か？」

「いや、僕は結ゆ愛あを迎えに来ただけ…………ああ、でもちょうどいいか」

　湊みなとの表情が真剣なものに変わる。

「ちょっとサキトに頼みがあってね」

「頼み？」

　正直なところを言えばサキトには他人にかかずらっている余裕はなかった。アリスを人質にとられている今、彼に余力はない。沙さ羅らに対抗するために全力を尽くしている。

　だがそれも行き詰まっていた。根本的な対処には目め処どが立たず、手探りで進めるにも限界がきている。

　だからサキトは物は試しにと聞くだけ聞くことにした。

「サキトは裏カジノを知っているかい？」

「……それはマンションカジノのことを言っているのか？」

　マンションカジノとは非合法の賭場のことだ。マンションなどの一室を利用してカジノを営業している。当然一いち見げんさんお断りで紹介がなければ入れない。たいてい裏稼業の人間が関かかわっており、時折摘発されている。

　サキトは祖父である修しゆう平へいからそういう存在のことを聞かされてはいた。だがそのリスクの高さからエレーナへの借金返済プランとしては断念したものでもある。

　そもそもどこにあるのか知らなかったということもあるが、それ以上に勝ちすぎれば目をつけられ、下手をすれば命まで狙われることになるという予測が簡単に立ったからだ。

　狙われるのがサキトだけならともかく、サキトの周りにいるアリスやエレーナまで目をつけられては本末転倒である。

「いやいや、違う違う。ある意味では似ているけど、そうではないよ」

　剣けん呑のんな雰囲気を醸し出すサキトに、湊は泡を食ったように答えた。

「この学園内にある裏カジノのことさ」

「知らないな。そもそも俺はまだ転校してきてから数日だぞ？」

「ああ。それもそうか。どうも昔から居たように感じるのはなんでだろうね？」

「やたらと俺の名前を耳にする機会が多いからじゃないか？」

　サキトが沙羅について聞き込みをした時にも、話を聞いた生徒はだいたいがサキトのことを知っていた。来たばかりの転校生の知名度としては異常の一言に尽きる。

　これがただ顔と名前が知れ渡っているだけならよかった。サキトにとって辟へき易えきするのは、自分の噂うわさに尾ひれがついて、今では立派な女の敵になっていることだった。ちなみにエレーナとの噂のせいで男の敵でもある。四し面めん楚そ歌かとはまさにこのことだろう。

「簡単に言えば寮の部屋をいくつか借り切って、そこでやっているカジノのことだよ。寮とはいえ、基本的には部屋の中まで監視されることはないからね。学内の正規カジノよりもよっぽど高レートでのゲームをやっている」

「まんまマンションカジノじゃねぇか……」

　呆あきれたように呟つぶやくサキトに湊みなとも苦笑いを浮かべてみせる。

「なんでそんなもんが摘発されないんだ？」

「それは簡単さ。別に学園側は損しないからだよ。大損した生徒はどこから金を借りる？」

「それは……ああ、そういうことか」

　奨学金といえば聞こえはいいが、結局のところ借金だ。借金には利子がつくし、最悪『ＡｏＮ』という見世物もある。どう転んでもヘルマは損をしない。そしてカジノ学園は簡単に奨学金を貸し付けることでも有名だった。

「とことん腐ってるな」

「まあね。ただそれでも一応みんな一線は越えないように気をつけてはいたんだよ」

「一線？」

「学園側が本気にならない範囲ってことさ」

　湊の声のトーンが一段下がった。

「正直、間抜けがどれだけ借金して破産しようが僕にはどうでもいいんだけどね。そうも言っていられなくなった」

　続きを促すサキトに湊は満を持して告げる。

「沙さ羅ら様から命令されちゃってね。裏カジノで散々暴れまわってる馬鹿を一人、潰して欲しいんだ」

「…………どうして俺に？」

　沙羅の名前が出たことでサキトの声が低くなった。

「サキトも僕と同じ立場なんだろ？　沙羅様からはそう聞いているよ」

「なるほどな。そういうことか……」

　サキトのまとう雰囲気がより冷たく、重く、鋭くなっていく。

　さしずめ湊はサキトへの連絡係といったところか。

「断ればどうなる？」

「さぁ？　それは僕が決めることじゃないからね」

　白々しい湊の態度。明らかな面倒事だ。おまけにメリットがほぼ皆無。

　それでもサキトに選択肢はなかった。

「了解した。その依頼を受けよう」
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　湊を通して沙羅から命令されたサキトは、湊から教えられた裏カジノを訪れていた。

「パッと見はただの部屋だな……」

　一見他の寮の部屋と変わらないドア。だが湊みなとの情報が正しければここが件くだんの裏カジノへの入り口であるはずだった。

　サキトが軽くノックすると、どこからどう見ても普通の生徒にしか見えない男子生徒が顔を出す。

「はい、なんですか？」

「ちょっと頭痛がな」

「それは大変ですね。おれも偏頭痛持ちだからわかります。でも、どうしてここに？」

「保健室まで行って薬を出してもらうのは面倒だろ？　けどお前なら頭痛薬を常備しているって聞いたから、一つ分けて欲しいんだ」

「そういうことですか。いいですよ。……そういえば夢見はどうですか？　おれは頭痛がひどいと悪夢を見るたちでして」

「ああ、札束風呂に入る夢を見たよ」

「それはいい夢ですね。羨ましい。…………どうぞ」

　湊から教わった通りの符丁を告げたサキトは、男子生徒に招かれて部屋に踏み込む。

　なんの変哲もない部屋だ。とても裏カジノなんて言われるような場所には見えない。

「つーか、あんたあれっすよね。例のエレーナ様の」

　鍍金メツキが剥はげる男子生徒。

　こんなところでまで様付けで呼ばれるエレーナに、薄い笑みを浮かべながらサキトが首肯すると、男子生徒が下卑た笑みを浮かべた。

「つーことはあんたも金持ってるクチっすか？」

「どうだかな。で？　ここからどうすればいい？」

「ベランダから隣の部屋に行けるっす。隣がシックボーで、その隣がブラックジャックで……あれ、その次なんだっけ？」

「ベランダ？　仕切りは？」

「外れるっす」

　導かれるままにサキトがベランダに出ると、案内役の男子生徒がベランダの仕切りを外した。これでベランダを通じて別の部屋に行ける。

「これ元々は緊急時の避難経路らしいんで、外れるんすよ」

「なるほどな。……これ、どこまでがお仲間なんだ？」

「このフロアは全部っすね。あと上の階と下の階も避難用のはしごで行けるっす」

　想像以上の広さにサキトが苦笑していると、案内役の男子生徒が釘くぎを刺す。

「ああ、でもあんたはまだ上には行けないっすよ」

「それはまたなんでだ？」

「それも秘密っす」

　口を割らない男子生徒にサキトは肩をすくめてみせると、別の用件を切り出した。

「そういやここで強いプレイヤーってのは誰かいるか？」

「そりゃもう色々っすよ」

「『琳りん』ってヤツを知っているか？　派手な赤い髪をしてるらしいんだが」

「琳さんっすか？　知ってるっすよ。今日来てるかは知らないっすけど」

『琳』。それが湊みなとから告げられたサキトのターゲットだ。髪をド派手な赤に染め、金きん眼めのカラーコンタクトを入れているらしい程度の情報しかないが、外見が特徴的過ぎるため見つけるのは簡単だろう。案の定、すぐに情報源が見つかった。

「あ、もしかしてあんた琳さんにむしられたクチっすか？」

「いや、違う。そういうヤツがいるって話を耳に挟んだ程度だ。……だいたい俺はまだ転入してきたばかりだぞ。会ったことがあるヤツの方が少ない」

「それもそうっすね。あ、ちょっと聞いてくるんで、そこで待ってて欲しいっす」

　サキトを置いて案内役の男子生徒がはしごを登っていく。どうやら上役は上階にいるらしい。

「あー……今日はまだ琳さん来てないみたいっすね」

　しばらくして戻ってきた男子生徒がサキトに告げた。

「そうか。強いらしいからな。一度ゲームをしてみたかったが……まぁ、いないならしょうがない」

「帰るっすか？」

「……いや、せっかくだし、少しだけ遊んでいくさ」
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「しっかし馬鹿馬鹿しくなるな……」

　適当に裏カジノを荒らしたサキトは今日一日の稼ぎに溜ため息いきをついた。

　裏カジノはそれはもう酷ひどい場所だった。

　イカサマイカサマ＆イカサマ。

　どいつもこいつもイカサマのオンパレードだった。

　しかも最悪なことにディーラーと組んでイカサマしているプレイヤーまでおり、まっとうなやり口では搾取されるだけという有様。

　もっともだからこそサキトにとっては格好の狩場足り得た。

　修しゆう平へいから学んだ十年間は伊だ達てではない。裏カジノに入り浸るプレイヤーの稚拙なイカサマなんて簡単に見破れる。

　時に指摘し、時に利用し、サキトは圧倒的なまでに勝ち続けた。

　結果、今日一日でサキトは二百万円近い金額を得ていた。

「様子見のつもりだったが……ここで一気に稼ぐのもアリかもな」

　当座の資金として湊みなとから渡された百万円が、たったの一日で資金が三倍である。このペースなら二ヶ月もあれば一億二千万円に到達しそうな勢いだ。

「ま、流石さすがに無理だろうけどな」

「そりゃそうだ。やりすぎりゃ出禁になる。ここは正規のカジノじゃねぇんだからな」

　そろそろ帰ろうとベランダを歩いていたサキトの背後から一人の少女が声をかけた。

　振り返ったサキトの視界には鮮血の如ごとき赤髪が目につく少女の姿。

「お前が『琳りん』か？」

「ああ。そういうテメェは『サキト』だな？」

　改造制服を着崩した琳。金の眼光には剣けん呑のんな鋭さが宿っている。

「初対面のはずなんだけどな……。俺もずいぶんと有名になったもんだ」

「あ？　ああ、そういやテメェ、あの頭の緩そうなお嬢サマのコレなんだっけか」

　親指を立ててニタニタと笑いながらエレーナを侮蔑する琳。あからさまな挑発にサキトも酷薄な笑みを浮かべて迎え撃つ。

「さてな。俺としてはそんなつもりはないんだが……。なに、下手に小こ賢ざかしいよりはちょっとぐらい馬鹿な方が可愛かわいらしいと言うだろ？」

「趣味悪いな、テメェ」

「お前ほどじゃないさ」

　サキトは琳の頭から爪先までをゆっくりと見下ろして鼻で笑う。

「はっ、いいな。いいぜ、テメェ。流石は『サキト』サマだ」

　その妙なイントネーションにサキトが眉をひそめると、琳がニヤリと口角を吊つり上げた。

「おいおい、察しが悪ぃな。この顔に見覚えはねぇか？　『ＡｏＮ』三連勝の『サキト』サマ？」

「なに？」

『ＡｏＮ』。その単語にサキトが一気に警戒を強めると、琳が高々と哄こう笑しようを上げる。

「はっ、はははははははははぁっ！　これじゃ兄貴も浮かばれねぇってもんだぜ。なぁ、そうは思わねぇか？」

「兄貴？」

「く、ははっ、こりゃホントに覚えてねぇな。……オレは飛鳥あすかの妹だよ」

　突きつけられた名前が、ようやくサキトの脳裏で結びつく。方向性は違えど、飛鳥もまたド派手な男だった。

「ああ……。言われてみれば似ているな」

　特に感慨深げでもなく。淡々とただの事実を確認するように呟つぶやくサキト。そこにはなんの感情も感じられない。

「で？　復ふく讐しゆうでもしようってか？」

「はぁ？　なに言ってんだテメェ？　兄貴が死んだのは兄貴がバカでザコだったからだろ」

　琳りんが心底馬鹿にしたように吐き捨てた。サキトは無表情のまま呟つぶやく。

「なるほどな。……お前がやりやすい相手でよかったよ」

「ああ？　どういう、っておい、待てよ！　オレに用があるんじゃなかったのかよ？」

　踵きびすを返すサキトを慌てて呼び止める琳。だがサキトは振り返ることなく立ち去った。
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「あ、サキト！」

　裏カジノから立ち去ったサキトが自室に向かって歩いていると、遠くからサキトを呼び止める声がした。

　現在学内で最もホットな名前に、周囲の生徒たちの視線が一気に集まる。

「…………ごめん」

　駆け寄ってきたアリスの第一声は謝罪だった。

「気にしなくていい。俺は気にしてない。それよりアリス。なにか用があったんじゃないか？」

　申し訳なさそうに肩を落とすアリスに、サキトは話題を変えようとしながら、アリスとエレーナの部屋がある方へと足を向ける。

「あ、うん。今日、例の検査に行ってきたんだけど」

「結果は？」

「なにもなかったの」

「……そうか」

　アリスは今日、エレーナの探してきたヘルマの息がかかっていない病院で心臓の検査を受けてきていた。

　だがその結果は白。これでサキトの立てていた沙さ羅らがアリスの心臓になんらかの機械を仕掛けていたという仮説は間違いだったことになる。対策を立てるどころか、振り出しに戻ってしまった。

　二人の間に沈黙が落ちる。

　もしこれでアリスの心臓になにかしらの仕掛けがあったのなら、それを取り除くことで対処できた。だがそのアテが外れた今、沙羅の脅威は依然として衰えておらず、よりいっそう不気味な存在感を持つ。

「ん？　あれは……」

　ふと、サキトの視界に見覚えのある人物が映った。声をかけようとしたサキトの表情が一瞬にして呆あきれたものになる。

「なにやってんだ、あいつ」

「知り合い？」

「あ、あー…………まぁ、一応？」

　アリスに教えるためにサキトが視線を向けた先。そこでは湊みなとの肩に寄りかかった結ゆ愛あが本を読んでいた。湊はニヤニヤと気持ちの悪い笑みを浮かべながら、結愛の髪に指を絡めている。

「うわぁ……」

「なんというか、こう、偏執的なものを感じるな……」

　アリスとサキトがドン引きしていると、その視線に気づいたのか、湊が顔を上げて、弾はじかれたように結愛から離れた。

「や、やぁ、サキト。それにそちらはアリスさんかな？　はじめまして。僕は帯刀たてわき湊。よろしくね」

　湊は二人分の視線を浴びて、冷や汗を流しながら態度を取り繕った。

「二人はデートかな？　サキトもなかなか隅に置けないね」

「それはお前の方だろ」

「う、ぐ、ははっ、そうだね。うん、ちょっと恥ずかしいところを見せたかな？」

「ちょっと……？」

　アリスが思わずもらしてしまった呟つぶやきに、湊の笑みがひきつる。

「ん、うるさい。…………あ、ナンパの人」

「ちょっ」

「え？　どういうこと、サキト？」

　それまで我関せずにいた結愛が、サキトの顔を見るなり人聞きが悪すぎる呼び方をした。アリスが胡乱うろんな瞳をサキトに向ける。

「いや、誤解──」

「ああ、それはね。ついこの間サキトが図書館で結愛に声をかけていたんだよ」

　矛先が変わった。この好機を逃すまいと湊がサキトを槍やり玉だまに挙げる。

「へぇー……サキトってこういう人が好みなんだね」

　別段なんてことのない言葉。だがサキトにはそれが肌を割くような冷たさに感じられた。

「ア、アリス？」

「エレーナ先輩みたいな人に好かれてるのに、どうしてサキトは冷たくあしらうんだろうって思ってたけど、物静かな人がタイプだと確かにエレーナ先輩とは合わないのかもね」

　淡々と無表情で抑揚のない声音。まるでサキトのようだ。

「いや、待て。落ち着け、アリス。なにか勘違いしている」

「別にサキトの好みとかどうでもいいんだけどね、わたしは。でもちょっと他の人の彼女に手を出すのはどうかと思う」

「アリスさん。サキトは別に結ゆ愛あをナンパしていたわけじゃないんだ」

　なぜだか湊みなとまで寒気がしてきて、慌ててサキトのフォローを始めた。

「そ、そうだぞ。俺はただ図書館で迷って、どこに探している本があるのか聞いただけだ」

　サキトもこれ幸いと乗っかる。ここまでサキトがアリスに翻弄されるというのは、なかなか珍しい展開だった。

「ん。よくあるナンパの手口。簡単に答えられる質問から入る」

「ちょーっと、黙ってくれませんかね、結愛」

「サキト、あまり慣れなれしく結愛のことを呼ばないでくれないかな」

「お前もお前でめんどくさいやつだな、湊！」

　疲れたように溜ため息いきをつくサキトが、仕切り直すように尋ねる。

「というかそもそも湊たちはどういう関係なんだ？」

「あれ？　この間言わなかったっけ？　サキトとアリスさんと同じだよ」

「え!?　わ、わたしとサキトはそういうんじゃないし！」

　同意を求めるように、だけど少しだけ期待するようにサキトを見つめたアリスは、そこでようやくサキトがいつの間にか表情を偽っていることに気づいた。

「ん。湊とは幼おさな馴な染じみ」

　だがそんなアリスとサキトには構わず、どこまでもマイペースに結愛が答える。

「いや、そういうことじゃなくてね」

　苦笑する湊だが、アリスは一瞬、サキトの表情に懐かしくも寂しそうな色を読み取った。

「サキト？」

「……ああ、俺の幼馴染はアリスではない。が、そういうことじゃないんだな？」

　心配そうに見上げるアリスに、サキトは一瞬だけ口元を緩めて、すぐに目つきを鋭く真剣なものへと切り替えた。

　アリスもサキトの変化に応じるように表情に真剣味を宿す。

「うん。そうだよ、サキト。結愛と僕の関係はサキトとアリスの関係と同じだ。言っただろ？　図書館でも」

「そうか。……やっぱりそういうことなんだな」

　サキトは大きく息を吐く。

（俺がアリスを人質として取られているのと同じように、湊も結愛を人質にされてるわけか。なら──）

「なぁ、湊。俺たちは仲良くできると思わないか？」

「奇遇だね、サキト。僕もちょうどそう思っていたところなんだ」

　サキトと湊みなと。二人の口角が悪巧みをするように吊つり上がった。
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「ここなら大丈夫だ。沙さ羅ら様の目も届かない」

　湊の案内で四人が向かったのは、学外にある喫茶店だった。サキトとアリスの向かいに湊と結ゆ愛あが横並びで腰掛けている。

「本当か？」

「もちろん。こんなことで嘘うそついてどうするのさ」

　訝いぶかしむサキトに湊が肩をすくめて笑った。ちょうどその時アリスのスマホが着信を知らせる。

「あ、ごめん。ちょっとメール」

　チラッと内容を確認したアリスが一瞬目を見開いた。

『湊が嘘をついたら教えてくれ』

　たった一文だけのそれはサキトがアリスに出した指示。サキトがアリスを頼った証拠だ。

「アリスさん？　急用？」

「あ、ううん。なんでもないの」

　アリスはサキトに頼られたことに驚きながらも、込み上げてくる嬉うれしさを噛かみ殺して首を振った。

「さて、と。どこから話したものかな……」

「そうだな……まずは、湊はいつから沙羅に従わされているんだ？」

「それはもうずいぶん昔から、かな。三年、いや四年くらいにはなるね」

「おい、それだと沙羅がまだ六歳ぐらいの頃ってことにならないか？」

「ああ、うん。そうだね。でも当時から沙羅様ってあんな感じだったよ」

「なるほどな。……普通じゃないとは思っていたが、それほどまでに、か」

「それほどまでに、だね」

　溜ため息いきを紅茶で流し込むサキトの横でアリスが湊に質問する。

「そもそもなんで沙羅さんはこんなことをするの？」

「あれ？　それも知らされていないのかい？　……あの人もなにを考えているんだか」

　やれやれと首を振る湊は、サキトを取り巻く不可解な事情、その核心に触れる。

「『影の王者』の後継者を決めるためさ」

「影の王者？」

「サキトのお爺じいさんのことは知ってるかい？」

「えっと……サキトにポーカーを教えた人だってことぐらいしか……」

「そうだね。僕もそんなに詳しくはないけど、サキトのお爺じいさん、修しゆう平へいさんはとても強いギャンブラーだったんだ。そのあまりの強さにつけられたあだ名が『影の王者』らしいよ」

「じゃあその後継者ってことは」

「うん。修平さんが亡くなった今、最強のギャンブラーは誰なのか。それを決めようとしているんだと思う」

「え!?　たったそれだけのために？」

　最強のギャンブラーを決める。ただそれだけのために人質を取ってまで強要する。その発想はアリスの常識から逸脱していた。

「まぁ、そう思うよね。僕もそう思うし。けどまぁ、たぶんその肩書には僕らには想像もつかないような使いみちがあるんだよ。きっとね」

　湊みなともサキトもそれだけが理由ではないことを察していたが、そこには深く突っ込まない。下手に手を出すよりもまずは目の前の問題を解決することを優先するという点で二人の思惑は合致していた。

「迷惑な話だ」

「だね。正直、やりたい人だけで勝手にやっていて欲しいよ」

　サキトが吐き捨てた愚痴に湊が同意する。二人ともそんな訳のわからない称号なぞどうでもよかった。

「それにしても最強のギャンブラーか……。てことはだ。逆に最強のギャンブラーではないと証明できれば、沙さ羅らの興味から外れられるんじゃないか？」

「ああ、うん。やっぱりその結論に行き着くよね。僕もそう考えたことがある。そして僕らが考える以上、沙羅様も同じように気づいているんだ」

「それで人質、か」

「そういうこと」

　自ら負けを選べないようにするための文字通りの意味での人質。影の王者の後継者候補たちを縛る鎖だ。

「だがそれで本当に爺さんのようになれると沙羅は考えているのか？」

「どういうことだい？」

「もし沙羅が本気で爺さんの後釜を作ろうとしているなら、人質なんてなんの意味もなさない。必要なら人質ぐらい簡単に切り捨てられなきゃ、あの領域には至れない」

　サキトは湊とは違う。サキトは祖父を、修平を知っている。だから思うのだ。人質に縛られている時点で影の王者にはなれない、と。

　そもそも完成されたポーカープレイヤーとは私情も私欲も一切なく、ただ勝つための機械である。そこに人質なんて余計な要素は考慮に含まれない。勝利に邪魔となるのなら平然と切り捨てる。その冷酷さが必要だとサキトは誰よりも知っている。

　だからサキトは修しゆう平へいには勝てない。サキトは修平のようには在れない。それを三度の『ＡｏＮ』を通して思い知らされていた。

　ただそんな修平を縛れた唯一のものが約束だった。だからもし影の王者の後継者を縛ろうとするなら人質ではなく約束とすべきなのだ。

（まぁ、つまりそういうことなんだろうな）

　サキトは沙さ羅らが本気で修平の後継者を作ろうとしているわけではないことを察した。沙羅が求めているものはもっと使い勝手のいい道具。決して逆らわない、逆らえない、傀かい儡らいの影の王者なのだろう。

「そうか…………。だとすると沙羅様は後継者候補が人質を切り捨てる瞬間を望んでいるのかもしれないね」

「無む茶ちや苦く茶ちやな話だ。そうなったら沙羅がかけた首輪が外れることになる。下手をすれば逆襲されるぞ」

　少なくともサキトならそうする。アリスを切り捨てることは、サキトにとって己の信念に背くことと同義だ。そんな羽目になれば、サキトはその原因となった沙羅をなにがなんでも排除するだろう。

「そのための監視者なのかもしれない」

「監視者？」

「後継者候補の資格と力を見るための役割さ。時に手助けし、時に暗躍し、候補者をゲームの舞台に上げる」

　サキトの表情に苦味が走った。

「心当たりがあるみたいだね」

「…………ああ」

　そんな人物、一人しかいない。

「湊みなとは知っていたのか？」

「もちろん。だからサキトが自分の立場を知らなかったことに驚いたわけだしね。まさか彼女がなにも話していないとは思いもよらなかったよ」

「話を聞かなくちゃいけない相手が一人増えたな」

　溜ため息いきをつくサキトは首を振って思考を切り替える。

「だがまぁいい。とにかく問題は人質をどうやって解放させるか、ってところにある」

　そう。結局のところ、監視者が暗躍しようがなにをしようが、喫緊の問題は人質の方なのだ。人質を取られたままでは言いなりになるしかない。監視者にはまだ抵抗する余地があるし、直接的な危害を加えてこない分まだ手の打ちようがある。

「だね。あの能力は厄介極まりない」

「能力？　湊みなとは沙さ羅らがアリスの心臓に仕掛けたのがなんなのか、知っているのか？」

「心臓？」

「違うのか？」

「僕らの場合は沙羅様に指を差されると呼吸ができなくなったんだけど」

　想定していたものとは異なる回答にサキトが咄とつ嗟さにアリスの方へと振り向いた。ジッと湊の方を向いておとなしく二人のやり取りを聞いていたアリスはふるふると首を横に振る。湊は嘘うそをついていないらしい。

「わたしは心臓が急に苦しくなって……。まだ心臓が弱かった頃みたいに発作を起こしちゃったの」

　その苦痛を思い出したのか苦い顔をするアリスに同意するように湊もまた眉間にしわを寄せた。

「ああ。そういえば昔溺れたことがあったなぁ……。あの時は苦しかった」

「人によって違う仕掛けをしているのか……」

「みたいだね。なんとも用意周到というか、回りくどいというか」

　同一の仕組みではないということは、その分だけ仕掛けを新たに用意しなければいけないということでもある。

　一つ一つ異なる仕組みなら、なんらかの方法で解除することに成功しても、他の候補者たちは縛ったままでいられる。安全性は高まるが、かかる手間と費用は膨大だ。

「まぁ、相手はヘルマだ。コストに関しては考えるだけ無駄なんだろうな」

「だね。……それにしても、アリスさんはすごいよね」

「へ？　わたしが？」

　きょとんとするアリスに湊は苦笑した。

「だって、アリスさんは沙羅様に命を握られてるんだよ？　普通はもっとこう、取り乱したりするんじゃないの？」

　今さらだが当たり前すぎる指摘に、サキトが目を見開く。その様子がおかしかったのか、アリスは少しだけ背を丸めて堪こらえるように小さく吹き出した。

「ふふっ、サキト、驚きすぎ。どんな時でも冷静にって言ったのはサキトでしょ？」

「いや、そりゃそうだが……」

　確かにそれはサキトがアリスにゲームを通して教えたことだった。だがそれはしょせん心構えの話。なにせ教えた側であるサキトですらできていないことだ。一朝一夕で身につくことではない。

「それに、ほら。きっとサキトがなんとかしてくれるんでしょ？」

「…………」

　サキトは言葉を失う。そのなんでもないような一言には絶大の信頼が乗せられていた。

　あまりにも、そう、あまりにも重い。サキトは似たようなものをエレーナからも感じたことがある。だがそれとはまた少し毛色が異なるその想おもい。

　──どうしてそこまで信じられるのか。

　サキトはそんな愚かな問いを発さない。

　これが、これこそが、サキトが成した軌跡。

　アリスにとってサキトは絶望の淵ふちから無む理り矢や理り腕を引いてくれた人物であり、そもそもの絶望の一因。

　故に今さらな話なのだ。サキトが原因で危機的状況に巻き込まれることなど。そしてだからこそ信じられる。きっとサキトはこの状況からもアリスを救うと。

「約束する。俺がなんとかしてみせる」

　誓いを胸に。サキトは己に誓約する。それは決して破られることのない約束だ。

　サキトの真剣味を伴う横顔に、その頼もしさを知るアリスの顔がほころぶ。

「…………羨ましいな」

　そんな二人を見守っていた湊みなとが、ふと心に浮かんだ感想をこぼした。

「そうか？　で、結局、その能力とやらの詳細はわからないのか？」

「わかってればとっくに抜け出してるよ」

　サキトはいつもと変わらぬ無表情のまま、取り繕うように話題の軌道修正を図った。湊はそんなサキトに乗っかるように苦笑気味に話を戻すが、アリスの表情が羞恥に染まるのは避けられなかった。

「ところでサキトたちはなにか情報を持ってないのかい？　僕ばっかり提供してるんだけど」

「今、沙さ羅らの仕掛けた罠わなが予想を遥はるかに上回る厄介なものだってわかっただろ？」

「そりゃそうだけどね」

　そもそもサキトと湊では沙羅の脅威に晒さらされていた時間が違いすぎる。湊以上の情報などそうそう持っているはずもない。

　だがだからと言ってサキトは湊に手を組む価値なしと判断されるのも避けたかった。

「…………安あん藤どう玲れい奈な」

「誰だい、それは？」

「俺の幼おさな馴な染じみだ」

「はぁ……」

「この名前に聞き覚えはないか？」

「ないね。それが沙羅様となにか関係あるのかい？」

「正直、関係あるのかどうかはわからない。ただの勘だ。ただ似ているというだけなのかもしれない」

「……似ている、か。わかった調べてみるよ」

「こっちでもなにかわかったら知らせる」

　湊みなとが手を差し出した。

「じゃあこれからよろしく、サキト」

「ああ。よろしくな」

　サキトがその手を握る。

　ここに対沙さ羅ら同盟が結ばれた。
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「──ああ、また連絡する」

　湊と手を組むことにしてから数日。サキトは表向き沙羅に従っているフリをするためにも、裏カジノの調査を進めると同時に、琳りんを破滅させるための資金稼ぎをしていた。今も湊にその報告を上げていたところだった。

「さて、と…………行くか」

　サキトが向かったのはエレーナの部屋だ。エレーナには聞かなければならないことが、問いたださなければならないことがある。

「エレーナ。俺だ。サキトだ。居るか？」

「さ、サキト様!?　どうぞっ」

　突然の訪問に驚くエレーナに誘いざなわれるまま、サキトはスイートルームに足を踏み入れる。そしてその広さに溜ため息いきをついた。これと比べればサキトの部屋など兎うさぎ小屋である。この部屋に足を運ぶのは初めてではないが、比べてしまえばどうしたって虚むなしくなることは避けられない。

　サキトは勧められた椅子に腰をかけ、エレーナが紅茶とお菓子の用意をするのを眺める。

「クッキーか……」

「あ、お嫌いでしたか？」

「いいや。……これはエレーナが？」

「はいっ、私が焼きました！」

　一つ手にとって口へと運ぶ。生焼けではない。丁度いい焼き加減だ。玲れい奈なとは違う。

　ふとサキトが視線に気づいてエレーナを見ると、不安と期待をないまぜにしたエレーナがいた。

「まぁ、美う味まい」

　簡素極まる一言。だがそんな言葉でもエレーナは花が咲くような笑みを浮かべる。

　そんなエレーナに釣られるように笑みを浮かべたサキトは、次の瞬間、冷徹な仮面を被かぶった。そこには暖かさはまるでなく、ただ冷たさだけがある。

「サキト様？」

「エレーナ。お前は監視者だな？」

「監視者、ですか？」

　とぼけてみせるエレーナに、サキトはわずかたりとも表情筋を動かすことなく、淡々と告げる。

「ああ、そういうのはいい。俺はただ事実だけを確認している」

「そう言われても……」

　困惑するように小首を傾かしげるエレーナに、サキトは湊みなとから聞かされた話を繰り返した。

「……ああ、そうですか。湊さんから聞いたんですね」

　エレーナは観念したように力なく笑う。サキトは一度だけ目を瞑つぶった。

「最初からか？」

「はい。サキト様を『ＡｏＮ』へ誘ったのも、この学園への転入を勧めたのも、どちらも」

「初めて俺が『ＡｏＮ』に参加した時。お前は俺に言ったな？　もし俺が負ければエレーナが代償を支払うことになると」

「？　はい、そうですけど」

　話の流れが読めなかったのか。サキトに罵倒されると考えていたエレーナの表情に疑問が浮かぶ。

「あの時もお前は監視者だったのか？」

　サキトの虚偽を許さない鋭い視線がエレーナを射抜く。

「はい。監視者でもありました」

　人質は『影の王者』の後継者候補に嵌はめられる首輪だ。それがなく野放しにされることなどありえない。

　だがあの時サキトはまだアリスと出会ってすらいなかった。それどころかアリスの父親である健けん吾ごはまだ健在で、そもそもサキトとアリスの間には縁もゆかりもなかった。

　だがもし、エレーナの言う過去の約束が真実なのだとしたら。あの時人質に取られていたのは──

「…………そうか」

　サキトはその先を口にしなかった。

　人質が代わったのだとすれば、それは前任者エレーナが人質としての価値がないことを意味する。少なくとも沙さ羅らにとってはそうなのだろう。彼女はもうひとりいるかもしれない人質について一切言及しなかった。ただその存在をほのめかすだけでサキトにより頑丈な首輪をかけられたのに。

　ならば真実には触れるべきではない。核心に至る問いかけは封殺するべきだ。サキトが愚鈍なフリをするだけで、少なくとも一人は助かる。

　──過去の約束など思い出すべきではないのだ。

　それを確かめてしまえば、必然的に前任者もまた人質となってしまう。

　だからサキトは代わりに全く別の質問をした。

「エレーナ。お前は俺の──敵か？」

「…………はい、サキト様。私は貴方あなたの敵です」

　エレーナはこの会話に不釣り合いな笑みを咲かせて、はっきりと敵対を宣言した。
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「よぉ」

　エレーナと決別して帰路につくサキトを背後から聞き覚えのある声が呼び止めた。

　無表情で振り返ったサキトが見たのは、ニヤニヤと好戦的な笑みを浮かべた琳りんだ。

「おいおいシケたツラしてんなぁ」

「そう見えるか？」

「おう、見えるぜ？」

　サキトは自嘲気味な笑みを浮かべる。この程度の相手に見抜かれるような体たらくなら仮面を被かぶる意味もない。

「で？　俺になにか用か？　…………あいにくと今、俺は機嫌が悪い」

「知らねぇよ。……ま、いいや。オレは機嫌がいいぜ？　なんつっても、っておい、待てよ！」

　踵きびすを返すサキトに琳が慌てて回り込んだ。

「普通帰るかそこで？　チッ、まあいい。オレはお前にゲームを申し込む」

「ゲーム？」

「オレは忠告してやったはずだぜ？　やりすぎれば出禁になるってな。……この短期間で二千万はどう考えてもやりすぎだぜ」

　それは初めて琳りんと会った日。確かにサキトが言われたことだった。

　もっともサキトはその忠告を受け止めるつもりはなかった。もとよりサキトは琳を釣り出すために裏カジノに通っていたのだ。挑発目的であれば、手を緩める意味などない。そしてその狙い通り琳を引っ張り出すことに成功している。

「裏カジノは正規のカジノじゃない、か」

「その通りだ。が、まぁ、オレたちにもメンツってヤツがある」

　琳が一枚の紙切れをサキトに投げ渡す。

「そいつが今回のゲームのルールだ。オマエに受けられるか？」

「受けなければ？」

「出禁だ」

　湊みなと、というよりも沙さ羅らからの命令はまだ完遂できていない。失敗すればどんな罰が与えられるかわかったものではなかった。罰を受けるのがサキトであるならまだいい。だがもしアリスに危害を加えられるのだとしたら──。

　サキトの顔に酷薄な笑みが浮かぶ。獲物を前にした捕食者の笑み。

「ははっ、やっぱお前、いいわ」
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　嗜し虐ぎやく的ともいえる笑みを向けられた琳りんが武者震いするように自分で自分の肩を抱えた。

「話はわかった」

　短く了承を告げて琳の前から立ち去ったサキトは、足早に人ひと気けがない場所を探して電話をかける。

「…………湊みなとか？」

「うん、さっきぶりだね。なんだい、サキト」

　ワンコールで湊が出る。

「琳が網にかかった。だが、問題もある。琳は四人でのゲームを申し込んできた」

　渡された果たし状をざっと一読したサキトがまず問題視したのが、この人数制限だった。

「実質二対二のゲームになるだろう」

「四人か……。なるほどね。……ふふっ」

「なにがおかしいんだ？」

「いやなに、このゲーム勝ったな、と思ってね」

　やけに自信満々に言い切る湊をサキトが訝いぶかしむ。

「サキト、このゲームは三対一だよ」

　今回サキトが琳に挑まれたゲームでは、サキトと琳がそれぞれ一人ずつ参加者を招待することができる。当然、琳も自分が有利になるようなメンバーを選ぶだろう。だからこそサキトは二対二になると予想していた。

「僕が琳の側に潜入する。サキトはアリスさんかエレーナさんか、誰でもいいから連れてきて欲しい。それで三対一だ」

　だがその前提も湊の提案に乗れば崩れる。三対一にもなればほぼそれだけでゲームは決するだろう。サキトたちの圧倒的有利だ。

「潜入なんてできるのか？」

　そしてそれくらいのことは琳も承知の上だろう。人選は慎重に慎重を重ねるはずだ。ぽっと出の湊が協力を申し出たところで乗ってくるとは思えなかった。

「この仕事はサキトが転入するよりも前から僕に命令されていたことだよ？　僕は僕でそれなりの準備をしているさ」

「初耳だな」

「万が一バレたら台無しになるからね。敵を騙だますにはまず味方からっていうだろ？」

　知らされていない情報にサキトの眉がひそめられる。だが湊の言うことももっともだ。そもそもサキトと湊が手を組んだのはつい最近のこと。お互いを完全に信用するのはむずかしいことはサキトにもわかっていた。

「………………まぁ、いい。今回はお前の提案に乗る」

「それじゃあ、よろしく頼むよ、サキト」

　通話が切られた。静寂が辺りを満たす。

　問題はサキトが連れて行くパートナーだ。まだ転校したばかりのサキトにはこの学園で使える人材に乏しい。

　加えてサキトはエレーナ関係の噂うわさの影響で学園でも有数の嫌われ者だった。今から信用できる協力者を見つけるのは難しいだろう。

　湊みなとが琳りんの側で参戦する以上、サキトが招待できる人物は限られる。

　まずは結ゆ愛あ。だが彼女を参加させるのなら湊がそう申し出ているだろう。そもそも結愛は湊の味方であってサキトに与くみしているわけではない。

　エレーナは論外だ。今となっては彼女に頼るのは危険過ぎる。監視者としてサキトを追い詰めるために琳に力を貸しかねない。

　となると残るは一人。

　誰もいないその場所で、サキトは数秒迷ってから登録された連絡先に電話をかけた。

「アリス……今夜、ちょっといいか？」
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「サキト？　来たよー……って鍵かかってないし」

　夜分遅くに──と言ってもまだ九時だったが──アリスがサキトの部屋に顔を出した。

「ああ、悪いな、こんな時間に」

「ううん、いいけど……」

　アリスはサキトをひと目見た瞬間、違和感を覚えた。

「どうかしたの？」

「どうかって、どうだよ？」

　小さく笑うサキトにアリスの違和感はますます募っていく。だがその正体が掴つかめない。

「まぁ、なんだ。とりあえず座ってくれ」

「う、うん。……お邪魔しまーす」

　いそいそと用意された椅子に腰掛けるアリスは、ちらちらとサキトを見てはなにかがおかしいと内心で訝いぶかしむのを止められないでいた。

「さて、どこから話したものやら……」

「やっぱりなにかあったんでしょ？」

「ああ……まぁ、な。…………俺は沙さ羅らから湊を通して一つ命令を受けていた」

「沙羅さんから!?　どうして言ってくれなかったの？」

「初めは俺だけで解決できると思っていたからな」

　サキトがぶっきらぼうに言ってのける。またも勝手に一人で全て抱えて突っ走っていたのだ。その独りよがりな在り方にアリスがむくれる。

「ねぇ、サキト。この際だから言っておくけど、そういうのよくないよ」

「そういうのとは？」

「そうやって全部俺だけがいればいいって考え方」

「そんなことは……」

「あるの！　わたしの手術のときだってそう！　そのあとの『ＡｏＮ』もそう！　今回だってそう！　サキトはいっつも一人で全部やろうとするでしょっ」

　アリスはサキトの傲慢で独善的なところが嫌いじゃない。救われたこともある。だがだからといってなにもかも背負われるのは嫌だった。それではサキトを挑発してまで側そばにいる意味がない。

「前はお父さんとの約束だったのかもしれない。だからわたしの意見なんてサキトにとってはどうでもよかったのかもしれない。………けど今回は違うでしょ？　わたしだって関係者だよ。ちゃんと説明してよ……」

「…………すまない」

　しゅんとするサキトにやはりアリスは強い違和感を覚えた。サキトが抱えている問題はきっと沙さ羅らからの命令だけではない。もっと別のなにかがあったんだと直観する。

「ねぇ、サキト。やっぱりなにか──」

「俺が受けた命令は学内にある裏カジノ、そこで荒稼ぎする琳りんという人物を排除することだった」

　サキトはアリスの言葉を遮るように説明を始めた。アリスは不承不承のまま言いかけた言葉を飲み込む。

「その関係で最近俺は裏カジノに通い詰めて色々やっていたんだが、今日ようやく琳を排除する目め処どが立った。……だがここからが問題でな。琳が仕掛けてきた勝負は四人でやるゲームなんだ」

「人数が足りないってこと？」

「有り体に言えば、な。実際には二対二のゲームになるだろう。…………だからアリスには俺のパートナーとしてゲームに参加して欲しい」

「え？　わたしでいいの？　もっとほら、他に、それこそ湊みなとさんとか」

「湊はダメだ。……湊は琳の側で参加するからな」

「え？　うそっ！」

　アリスは声を裏返して驚く。サキトの言い方ではまるで湊が裏切ったように思えた。だが当のサキトも言葉不足を理解していたのか、苦笑気味に説明を加える。

「落ち着け。湊はスパイとして裏カジノに潜入していたんだよ。だから琳の味方のフリをして参加できる。俺とアリスと湊が協力して、三対一の状況を作り上げるんだ」

「ええー……それ、ずるくない？」

「ずるくない。それより、どうだろう？　頼めないか？」

　正々堂々からは程遠い盤外戦術にアリスが眉をひそめた。だがサキトは一切気にした様子を見せずにアリスへと協力を要請する。

「うーん……でも、ほんとにわたしでいいの？　エレーナ先輩とか……」

　だがアリスには自信がなかった。もしサキトの足を引っ張ってしまったらと思うと、どうしても足がすくんで、咄とつ嗟さにエレーナの名前を出してしまった。

「エレーナはダメだ！」

「さ、サキト？」

　思いの外強い口調にアリスはおろか、言葉にしたはずのサキト自身が驚いていた。

「…………そのことでも話がある」

「う、うん」

　サキトはかなり躊躇ためらってから、意を決して言った。

「…………………………エレーナは……敵だった」

「エレーナ先輩が、敵？」

「…………ああ」

「え？　……ええ!?　そんなことありえないよ！」

　アリスは一瞬、サキトがなにを言っているのかわからなかった。

　なんといってもエレーナはわかりやすすぎるぐらいサキトに好意的だった。感情の機微を読み取ることに長たけたアリスにはエレーナがどれだけの想おもいを抱えているのかわかっている。

　そんなエレーナがサキトに敵対するなど、アリスにはとても信じられない話だ。

「監視者だったんだよ。湊みなとも言っていただろ？　エレーナは俺を『影の王者』とやらにするためにいろいろと工作していた。エレーナは沙さ羅らの側……つまり、俺たちの敵なんだ……」

「そんなのっ。きっとなにか事情が」

「わかってる。わかってるが……それでも敵なんだ」

　アリスはようやくサキトの違和感に気づいた。

　今のサキトは弱気なのだ。

　ただの一度だって見たことがないサキトの弱った姿。

　アリスにとってサキトはいつだって自分に自信があって、まっすぐ前を見据えていて、その有り余るエネルギーで強引に突き進んでしまうような人だった。

　だが今のサキトは違う。まだ折れてはいない。だが揺れてはいる。守ってもらうどころか守ってあげなきゃいけない気がする。

　アリスはそんなサキトに愕がく然ぜんとして、次にエレーナに嫉妬した。

　きっとサキトはアリスがなにをしたってここまで揺れることはないだろう。現にアリスが敵に回った時だって、サキトは最後までふてぶてしく己を貫き通した。

　だがエレーナが敵に回った今。サキトはこれ以上ないぐらい揺らいでいる。あの感情を覆い隠すことに長けたサキトが、アリスに弱さを見せてしまうほどに。

　それはきっと影響力の差。サキトの心を占める割合の差。

　エレーナはサキトにとって心の奥深くまで食い込むほどの存在で、アリスはそうではないということの証拠。

　だからこれは嫉妬だ。

　だけどそれだけじゃない。サキトを裏切ったエレーナへの怒りでもある。サキトを傷つけた、傷つけることができたエレーナへの怒り。

「ちょっと、エレーナ先輩のところに行って来る！」

　アリスはそんな醜い自分をサキトに見せたくなくて踵きびすを返した。

「待て！　アリス！」

　サキトがアリスを呼び止める。

　だが、アリスの足が止まることはなかった。

　──サキトがアリスを追いかけることもなかった。
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「エレーナ先輩！」

　扉が突然大きな音を立てて開いた。エレーナがびくりと身をすくめる。

「あ、アリス？　そんなに急いでどうしたんですか？」

　ついでエレーナは肩で息をするアリスに目を見開いた。アリスがどこからか走ってきたことは明白だ。

「はぁっ、はぁ…………どうしてサキトのことを裏切ったんですか？」

　だがアリスはそんなエレーナに取り合うことなく、ただまっすぐな視線に強い意思を込めて見つめる。そこにはサキトとは違う、だが虚偽を許さない勢いがあった。

「…………サキト様からお聞きになったのですね？」

「質問に質問で返さないで」

　ぴしゃりと有無を言わせぬアリスの物言いに、エレーナは笑みの仮面を貼り付ける。

「失礼しました。そうですね。それは……私がサキト様の敵だからです」

「どうして！」

「どうしてもなにもありません。私は最初からサキト様の敵でした。ただそれをサキト様に伝えていなかっただけで」

　顔色一つ変えることなく言ってのけるエレーナに、アリスの心がささくれ立つ。

「エレーナ先輩はサキトのことが好きだったんじゃないの？」

「はい。お慕いしています。……ですが、だからこそ私はサキト様の敵にならなくてはいけないんです」

「意味わかんない。好きなのになんでサキトを苦しめるの!?」

　それはアリスには理解できない理屈だった。好きなら寄り添えばいい。わざわざ心を傷つける必要なんてない。それがアリスにとっての価値観。

　だがそんなアリスこそが間違っているといわんばかりにエレーナは平然としていた。

「苦しむ？　サキト様が？」

「っ、当たり前でしょ！　サキトは誰にもいなくなって欲しくないの！　お父さんもお母さんもいなくなって、お爺じいさんも亡くなって。もうサキトの周りには誰もいない。だからサキトは──」

「それでも、サキト様なら必ず立ち上がります」

　盲信。執着。

　アリスがエレーナの瞳から読み取ったのは、そんなおどろおどろしい色をした感情の数々。その井戸の底のような昏くらい瞳には、同時に異性に向ける好意まで混ざっていて、ひどくおぞましい。
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　だがアリスは退ひかない。人一倍感情を読み取ることに長たけた彼女は、日々そうした仄ほの暗ぐらさをよく人に見ている。見慣れてしまっている。

「それにしても……嬉うれしいですね」

　にっこりと笑うエレーナにアリスのボルテージはぐんぐんと上がっていった。

「嬉しい？　あなたなに言ってるの？」

「だってそうでしょう？　……少なくとも私は失いたくないと思ってもらえる程度にはサキト様にとって大事な存在になれたのですから」

「っ、そこまでわかっててなんで!?」

「私が敵対することが、サキト様にとって良い結果を生むからです」

「はぁ？」

　最も早はやアリスにはエレーナが頭のイカれた女にしか見えなかった。

　相手のためだと言って傷つける。それも相手の立場や考え方を慮おもんぱかってのことではない。ただ自分の思う正しさを押し付けているだけ。

　どこまでも独りよがりな考え。それはサキトの傲慢さとよく似ていて決定的に違う。

　彼は一度だって他人アリスのためだとは言わなかった。彼はその行動の責を誰かに押し付けたことはなかった。

　しかしエレーナは違う。彼女はそのどれもがサキトのためだと言ってはばからない。

「今はまだわからなくても構いません。……もうすぐです。もうすぐなんです」

　取り憑つかれたようにもうすぐだと繰り返すエレーナにはどんな言葉も届かないように思えた。

「…………ねぇ、いいの？　そんな悠長なことしてると、サキトはわたしがもらうよ？」

　だからアリスは唯一届きそうな挑発を投げつける。エレーナが淀よどんだ瞳でアリスを見た。

「そうですね。確かに貴女あなたは邪魔です。貴女のせいでサキト様は未いまだ完成に至れない」

　まるで部屋に虫が飛んでいたことに気づいたような嫌悪感が宿る瞳。

「完成？　完成ってなによ？」

　だがアリスは臆さない。そんな程度の敵意など、あのポーカーキングの氷の眼まな差ざしとは比べ物にもなりはしない。

「完成は完成ですよ。サキト様は『影の王者』として完成しなければいけないんです」

「サキトはサキトよ！　サキトはサキトのお爺じいさんじゃないし、他の誰でもないの！」

「当たり前じゃないですか？　なにを言ってるんですか？」

　アリスはもうダメだと悟った。アリスの言葉ではエレーナにはなにも届かない。そもそも会話が噛かみ合っているようで噛み合っていない。

「ともかくアリス。貴女は邪魔です。今すぐサキト様の前から消えてください」

「あっそう。別にエレーナにどう思われててもいいけど、わたしはサキトの味方でいるから」

　アリスは部屋を出る前に一度だけ振り返って──

「後悔しても知らないから」

　宣戦布告とも取れる言葉を投げつけた。
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「サキト、大丈夫？」

「…………ああ、問題ない」

　琳りんに指定されたゲームの日。

　心配そうに上目遣いでみつめるアリスをサキトは不器用な笑みを浮かべて見やった。

　サキトのコンディションはかつてないほど最悪だった。

　まるで集中できていない。これから始まるゲームよりも別のことに気を取られている。

　もしこんなざまを修しゆう平へいに見み咎とがめられれば失望は免れないだろう。それほどまでにサキトは追い詰められていた。

　それでもアリスを人質に取られたサキトには逆らうという選択肢がない。だから唯い々い諾だく々だくと促されるままに席につく。

「よぉ、やっとだ。やっとやれるなぁ、サキト？」

　サキトが声がした方にのっそりと緩慢な動作で首をもたげる。

　好戦的な笑みを浮かべる琳は、かつてエレーナに贈られたスーツを着るサキトや『ＡｏＮ』に参加するために用意されたドレスを身にまとうアリスとは異なり、いつもの改造制服を着ていた。隣に腰掛ける湊みなとも同様だ。どうやら湊は無事潜入できたらしい。

「楽しみで愉たのしみでしかたなかったぜ、サキト？」

「そうか。俺は興味ない」

　サキトは意識してポーカーフェイスを作る。ボロボロの仮面だが、それでもないよりはマシだろう。アリスを相手にするのならともかく普通の相手になら通用する程度には取り繕えている。

「チッ、つまんねーヤツ。ま、いいや。こいつは湊だ」

「はじめまして。僕は帯刀たてわき湊」

「上蔀わしとみ[image: ]さき人とだ。こっちはアリス」

　言葉少なに答えるサキトにいつもの覇気はなかった。まるで抜け殻のよう。そこにポーカーキングとしての力は感じられない。

　湊は肩をすくめてアリスに向き直る。

「アリスさん。今日はよろしくね」

「う、うん。よろしく」

　アリスは何度も心配そうにサキトの様子を窺うかがいながら湊みなとに向かって頭を下げた。

「そんじゃ、そろそろ始めるか？　学園でも滅めつ多たにないド派手でイカれたゲームを」

　一通り挨拶が終わり、琳りんがゲームの開始を宣言する。

　今回のゲームはダウトだ。

　ジョーカーを除く五十二枚のカードをシャッフルし、均等に配る。今回はプレイヤーは四人なので一人あたり十三枚だ。

　プレイヤーは順番にカードを裏向きで宣言しながら出す。最初のプレイヤーはＡ。二人目は２、と言った具合だ。

　この時プレイヤーはまとめて何枚カードを出してもよく、また対応しない数字のカードを出してもよい。

　他のプレイヤーは出されたカードが対応しないカードであると思ったなら「ダウト」を宣言することができる。ただしダウトを宣言できるのは直前に出されたカードのみ。それ以前のプレイヤーに対してダウトを宣言することはできない。また、二人以上のプレイヤーがダウトを宣言した場合、先に宣言したプレイヤーが宣言したとみなす。

　ダウトを宣言されたプレイヤーは出したカードを全て表にして公開する。

　もし順番に対応しないカードが含まれていたなら、場にあるカードを全て手札に加える。

　逆に順番に対応するカードのみであったならダウトを宣言したプレイヤーが場にあるカードを全て手札に加える。

　ダウトの成否に関かかわらず次のプレイヤーが出さなければいけない数字は変わらない。例えば３でダウト宣言をされた場合、成否に関わらず、次のプレイヤーは４となる。

　これらを繰り返し、最初に手札をゼロにしたプレイヤーが勝利。

　特に変則的なルールもない、単純なルール。

　だがこれではギャンブルにならない。そのため敗者に与えられるペナルティに工夫がしてあった。

　そのペナルティとは敗北した三人のプレイヤーはゲーム終了時点で持っているカードの枚数×百万円を勝利したプレイヤーに支払う。

　つまり最大で五千万円もの支払いを要求されることになるのだ。

　だが同時に場にあるカードについては一切影響しないため、最小で百万円の支払いで済むことにもなる。

「待て。イカサマについての罰則規定がない」

「あん？」

「お前はあのカジノの常連だろう？　あんなイカサマ上等の賭場の住人なんだ。今回だってイカサマを仕掛けてこないとは思えないな」

「そうだね。僕もそう思う」

　湊みなとが間髪入れずにサキトの意見に賛同を示す。アリスも釣られるように頷うなずいた。

「ケッ、じゃあイカサマを指摘されたら即負けでいいか？」

「いや、それではダメだ。ダウトはそうでなくとも終わらないゲーム。プレイヤーが減ればますます泥仕合になる」

「じゃあどうすんだよ？」

「……イカサマを指摘された場合、場のカードを全て引き取り、敗北時の支払金額を倍に」

「「「!?」」」

「それから指摘というのも曖昧だな。……せっかくだしダウトと同じにするか。指摘したプレイヤーはどういうイカサマをしたのか証明する。それができなかった場合、指摘したプレイヤーはゲームの進行を妨害したとして、場のカードを全て引き取り、敗北時の支払金額を倍にする」

　ハイリスク・ハイリターン。よほどの自信がなければできない提案を淡々と告げるサキトに他の三人が同時に息を呑のんだ。

「は、ははっ、いいなオマエ。やっぱいいぜ」

　琳りんが好戦的な笑みを浮かべる。

「不満か？」

「いいや。オレはそれでいいぜ？」

「僕も」

「…………じゃあ、わたしも」

　苦笑気味に頷く湊と不承不承のアリス。

「じゃ、始めるか」

　その軽い一言が、五千万円もの金額が動く狂気のゲームの幕開けとなった。
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　今回のゲームにディーラーはいない。だから各プレイヤーが順番にシャッフルしていく。

　学内カジノで採用されているものと同じ新品のトランプを開封して、見事なリフルシャッフルを見せた琳。

　サキトも同じくリフルシャッフルで適当に。

　湊が手際よくカードを混ぜて、最後にアリスがカットしてカードを配る。

　この順番はカードを出す順番でもあり、同時にイカサマしそうな順でもあった。

　満場一致で怪しいとされた琳が余計なことができないように真っ先にシャッフルさせられ、次に飛び抜けた技量を持つサキトが、最後にイカサマなんてしたくてもできないアリスがカットしてカードを配る。湊みなとは消去法的に三番目だった。

　ともあれゲームが開始される。

「Ａ」

「ダウト」

　初しよっ端ぱなからサキトが琳りんに向かってダウトを宣言した。

「チッ、バレたか」

「天あまの邪鬼じやくなお前は必ずそうすると読んでいた」

　捲めくられたカードは10。続くサキトが宣言とともにカードを出す。

「ダウト！」

　サキトは無感動にカードを公開する。

「チッ、優等生かよ」

　表になったのは２。このカードも琳の手札へ。

　そこからは誰もダウト宣言することなく、順調にゲームが進んだ。

　誰もダウトを宣言しない中で場にカードが着々と溜たまっていく。

　そんな静かなゲームに波乱の兆しが訪れる。

　琳の手番の時にそれは起こった。

「……Ｋ」

　一瞬、琳のカードを出す手が迷ったのだ。それは致命的なミス。

　サキトが素早くアリスと湊に視線を送った。

　そもそもこれは琳を嵌はめるための三対一のゲームである。当然サキトたちは予あらかじめ符丁を作っていた。琳の手番の時。そのカードを二枚以上持っているプレイヤーは視線を二人に。送られたプレイヤーは持っていれば視線を上に、持っていなければ視線を下に。

　ただこれだけのことで琳の手札は丸裸になる。

　そして今回Ｋを二枚持っていたのはサキトだった。

　アリスは視線を上に。湊もまた上。つまり今琳の手札にＫはない。

「ダウト」

　粛々とサキトはダウトを宣言する。それがどんなカードであれ、Ｋだけはありえない。

　──そのはずだった。

「はっ、バカが！」

　現れたのは──Ｋ。

「うそっ！」

　思わずアリスが声を上げてしまった。

「ああ？　なにがウソだってんだ？」

「え、いや、それは……」

　案の定琳りんに突っ込まれてアリスが言いよどむ。

「当ててやろうか？　イカサマだ。お前ら三人ともな。オレの手番の時、一枚持ってるヤツが視線を上に。持ってないヤツは下に送る。そんで二枚以上持ってるヤツは他二人の手札にあるカードの枚数からオレが持ってるか判断してダウト宣言する。だろ？」

　琳がニヤリと口角を上げて言い切った。

「証拠は!?　証拠はあるの！」

　だがこのイカサマはサキトの用意したルールでは証明しずらい。だからこそ採用されたのだ。だというのにアリスは背筋を悪寒が這はうのを止められなかった。

「はい。そうです。僕らはイカサマをしていました」

　あっさりと。あまりにもなんでもないことのように湊みなとが白状した。

「湊さん!?」

「は、ははっ！　傑作だな！　これでお前ら三人は敗北時の支払いが二倍だ」

　笑う琳にサキトが全てを理解して呟つぶやく。

「そうか。そういうことか」

「うん、サキト。ごめんね。僕は元々こっち側なんだ」
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「──これで二千万円。裏カジノの運営資金がいくらあるのか知らないが、そろそろ痺しびれを切らすだろう」

　サキトがエレーナを問い詰める少し前。湊はサキトから裏カジノと琳に関する経過報告を受けていた。

「この短期間で二千万円!?　それはまたなんというか……ずいぶんと荒稼ぎしたね」

「沙さ羅らがいつまで悠長に構えているかわからないからな。潰すのは少しでも早い方がいい」

「それはそうだけどね。だからってこれは……」

「なんだ？　なにか問題でもあるのか？」

「いやいや、そんなことはないよ。流石さすがは『影の王者』の孫だね」

「どういう意味だ？」

「深い意味はないよ。ただ僕には……いや誰であってもサキトほど早く裏カジノの運営を危うくするほどの稼ぎはできなかっただろうな、と思っただけさ。これならきっと沙羅様も満足すると思うよ」

「どうでもいい」

　サキトがぶっきらぼうに吐き捨てる。沙羅の言いなりになっている自分が気に食わないのだろう。その気持ちは湊みなとにも理解できる。

「ああ、そうだ。サキトがこの間言っていた君の幼おさな馴な染じみのことだけど」

　湊はその瞬間、身震いした。電話越しでもわかるほどサキトの気配が鋭くなっている。

「なにかわかったのか？」

　だが湊はそんな有様をおくびも窺うかがわせない鷹おう揚ような調子で頷うなずく。強がりもここまでいけば立派なものだ。

「結論から言うと──安あん藤どう玲れい奈なという人物は存在しない」

「存在しない？　どういうことだ？」

　死んだ、でもなければ、生きている、でもない。まさかの存在否定。サキトが疑問に思うのも無理はない。

「最初からいないんだよ、そんな人」

「そんなはずは！」

「いや、別に僕はサキトが嘘うそをついているとは思ってないよ？　妄想とかエア彼女でもないんだろう？」

「当たり前だ」

「うん、つまりね。──安藤玲奈は偽名だ」

　電話の向こうでサキトが考え込む。湊のもたらした情報を吟味し、思考し、その意味するところを導き出そうとしているのだろう。

　だが湊はそんなサキトに付き合うつもりはなかった。

「わるいんだけどサキトの両親についても調べさせてもらったよ。事故についても同様に。そしてわかったことは一つだけ。サキトの両親が亡くなった交通事故。そこに安藤玲奈という人物は存在しなかった」

「…………俺はお前にその話をした覚えはないんだが？」

「サキトにしては認識が甘いね。君は『影の王者』の孫だ。ある程度ヘルマに深い関かかわりがあれば上蔀わしとみ修しゆう平へいの子供が事故にあって亡くなったことぐらい、すぐに調べられたよ」

　ずけずけと、湊はサキトの心に土足で踏み入る。

「偽名に生死の偽装。ねぇ、サキト。いい加減気づいたらどうだい？　もうわかっているんだろう？　ああ、それとも気づきたくなかったのかな？」

　安藤玲奈。あからさまにすぎるその偽名。子供の頃からその頭の良さ故浮いていたサキトに好意的だった人物。

　それは一人の少女を彷ほう彿ふつとさせるには十分すぎる特徴だ。

「ともかく彼女については以上だ。これ以上調べたって沙さ羅ら様の能力に繋つながる手がかりは見つからなさそうだよ」

「わかった」

「残念だけどこの線はここまでだ。引き続きサキトは沙さ羅ら様からの命令に取り組んで欲しい。それでいいかい？」

「──ああ、また連絡する」

「うん、こっちもなにかわかったら連絡するよ」

　湊みなとが電話を切ると、耐えかねたように一人の少女が笑い出した。

「くっ、ははっ、はははははははははっ」

「下品だよ、琳」

　来客用の椅子にだらしなく腰掛け、笑いすぎて目に涙を滲にじませるのは、湊がサキトに排除しろと指示したはずの赤髪の少女──琳りんだった。

「わりぃな、大将」

「ん。琳、うるさい」

　湊の膝の上で本を読んでいた結ゆ愛あがジッとした目で琳を見やった。

「へいへい。……くくっ、でも傑作だよなぁっ。あの『サキト』が完全に騙だまされやがんの」

　なにがそこまで面白いのか。笑い転げる琳を湊が諭す。

「まだそうとは限らないよ。なにせ彼はあの『影の王者』の孫だ。全て承知の上でやっているのかもしれない」

　今、湊たちがいるのはサキトが立ち入りを禁じられた裏カジノの上階だった。湊と琳、そして結愛の三人しか入室を許可されていないそこは、言わば裏カジノの元締めとでもいうべき場所。

「おいおい大将、そりゃいくらなんでも心配性ってやつだぜ。サキトがわかった上で踊ってるってんなら、あんだけの手札が晒さらしてもいい手札ってことになるぜ？　そりゃいくらなんでもありえねぇだろ。──化け物すぎる」

　そう。この裏カジノは湊たちが用意したサキトを狩るための狩場だった。全ては湊たちが後継者争いに勝利するための舞台。サキトの得意不得意を分析し、その手口を暴き、丸裸にするための研究所。それがここの正体。

「機械みてぇな冷徹っぷり。ぴくりとも動かねぇポーカーフェイス。リアルタイムじゃ見破れない、録画でじっくり観察してようやくわかったイカサマ。ここぞという時に引きたいカードが引けるバカヅキ。どれ一つとっても一級品だぜ？　こりゃ兄貴も負けるわけだ。んで、これが全部見せ札で他に切り札を残してるなんて、本気で思ってんのか、大将？」

　臆病者を馬鹿にするように湊をあざ笑う琳。だが湊は肩をすくめるだけだった。

　毒気を抜かれたように琳が舌打ちする。

「バカヅキじゃない」

　結愛がぼそりと呟つぶやいた。

「あん？」

「ポーカー、ブラックジャック、ルーレット…………他にもいろいろやってる」

「あ？　だからサキトに不得意はないって話に──」

「違う」

　琳りんの分析を結ゆ愛あが遮った。

「ポーカー、ブラックジャック、ルーレット……他のも全部そう。共通点はランダム性」

「はっ、そりゃそうだろ。これはギャンブルだぜ？　運が関係しないゲームなんぞあるわけねぇだろ」

　馬鹿にするような琳の物言いを結愛が肯定する。

「そう。ランダム、運、確率。ナンパの人のやったゲームでは絶対に勝てるとは限らない。なのにあの人は毎回必ずトータルでは勝ってる。これはおかしい」

「わかってねぇな、お姫さん。そういうのをバカヅキって言うんだよ」

「でもスロットはやってない」

「は？」

「もし運がいいだけならスロットでもいいはず。なのにスロットは表のカジノでも裏のカジノでもやってない」

「おいおい、まさかスロット勝負を持ちかけようってんじゃねぇだろうな？」

　呆あきれたような琳に結愛はふるふると首を横に振った。

「それじゃ勝率五十％の運ゲーになる」

「ま、それはそれで面白そうではあるけどな」

「それはダメだよ。わかっているんだろう？」

「へいへい」

　ケラケラと笑う琳を湊みなとが窘たしなめる。

「そもそもスロット勝負なんてナンパの人は絶対に受けない」

「あん？　絶対、だと？」

　琳の顔つきが変わった。へらへらとしていた表情に真剣味が差す。だが結愛は黙り込んだまま一言も発さない。

「結愛、なにかわかったのかい」

「…………仮説なら」

　湊に促されて、結愛は渋々といった表情で話始めた。

「サキトが勝ち始めるのはいつも後半から。最初は負けてることも多い。特にポーカーとかブラックジャックがそう。いつも最初は慎重すぎるぐらい慎重なプレイングをする。でも途中から段々と強気なプレイングが増えていって、最後は負け分を取り返して勝つ」

「ルーレットは？」

「同じ。だけど以前と同じディーラーの場合のみ、早めに勝ち始めることがある」

「イカサマか？」

　琳りんの質問に結ゆ愛あが黙る。だが今度は誰も急せかさない。この小さな少女の頭が高速で回転していることを二人はよく理解していた。

「………………仮定。ナンパの人には次に配られるカード、次に入るポケットがわかる」

「はぁ？」

「ふむ。どんなイカサマかは別として、ってことだね？」

　湊みなとに小さく頷うなずく結愛は推測を続ける。

「だけどそれは何回も同じテーブルで同じ相手に同じゲームをしないと使えない。もし使えるなら最初から使うはず」

「あからさまなイカサマだってバレねぇように三味線弾いてんじゃねぇのか？」

「それなら最初から勝つというパターンの演技も必要」

「準備がいるタイプっつーことか。なら速攻勝負だな」

「うーん……でもそんなゲームある？」

「ポーカー一発勝負とかどうだ？」

「そんな運ゲーにサキトが乗るかな？」

「乗らない。スロットと同じ。ナンパの人は勝てるゲームしかしない」

「チッ、つまんねーヤツだな」

「…………………………ダウト」

　悪態をつく琳をよそに、ぼそりと結愛が呟つぶやいたのは有名ではあるがギャンブルではないトランプゲームだった。

「ダウトならランダムなのは最初にカードを配る時だけ。そもそも配られるカードがなければナンパの人の切り札は使えない」

「なるほどね。確かに、カードを配らなければどんなイカサマだって差し込む余地はないってわけか」

「せいぜいが捨札との入れ替えぐらいが関の山ってか。後はプレイヤー同士でのカードの交換か？　ま、そんなチャチなイカサマだったらオレが速攻で見破るけどな」

　捨札が再びプレイヤーの手元に渡るダウトでは、あらかじめ持ち込んでいた五枚目のＡパーミングのようなイカサマは使えない。バレるリスクが高すぎるからだ。

「けどよぉ、一対一のダウトとか決着つかねぇだろ」

　ダウト。とても有名でルールも単純なゲームだが、同時に終わらないゲームとしても有名だった。

　負けはしないが勝てもしない。体力勝負の根気比べは琳としても勘弁願いたいところだ。

「わかってる。だから三対一にする」

「はぁ？」

「わたしと湊みなとと琳りん対ナンパの人」

「いやいや、そんなの受けるわけねぇだろ」

「ナンパの人にはわたしと湊とナンパの人対琳って言う」

「ああ、なるほどね」

　突拍子もない結ゆ愛あの提案。その意味を湊が一歩遅れて理解する。

　つまりこういうことだ。

　サキトから見れば湊と結愛は味方だ。この四人でゲームをすれば必然的に三対一にサキトには見える。だが実際は全くの逆。湊と結愛と琳が組むことで、サキトを孤立させる。

「けどいくらなんでも怪しすぎねぇか？」

　そう。サキトからすれば琳は三対一という圧倒的不利を飲んだように見えてしまうのだ。普通に考えればありえない。

「僕が沙さ羅ら様に命令されて潜入捜査をしているということにすればいい。そうすれば琳から見ても僕と琳対サキトと結愛ってことになるから怪しくなくなるよ」

「そんなの上う手まく行くのかよ？」

「毒は仕込んださ」

　いつもと変わらぬ胡う散さん臭くさいアルカイックスマイル。だがそんな湊の表情には毒気が混ざっていた。

「毒って、さっきのか？」

「うん。きっと今、サキトはゲームどころじゃないはずだよ」

「はっ、仮にも兄貴を殺やったヤツが、ねぇ……」

　琳がつまらなそうに髪をいじる。

「もちろん彼には通用しないかもしれないけどね。その時はその時でまた考えればいいさ」

「そうは言っても時間がねぇんじゃねぇのか？」

　琳の指摘に湊が渋面を浮かべた。

　サキトが裏カジノを荒らすペースが予想よりも遥はるかに早いのだ。このままではいずれ湊たちの資金が底をつく。

「ともかくやってみなければわからないだろう？　違うかい？」

「ならそれでいくか？」

　琳が好戦的な笑みを浮かべた。だが湊は頷うなずかない。

「大将？」

「一応確かめたいことがあってね。……結愛、負ける可能性は？」

「……………………透視または予知なら」

「じゃあダメだ」

　非現実的な可能性を根拠に作戦を破棄する湊を琳が呆あきれたように見やった。

「おいおい大将。いくらなんでもありえねぇだろ。そんなことまで気にしてたらなんもできねぇぞ」

「わかってるよ。けど西の魔女のこともある。僕らは万が一にも負けられない。……だからリスクは最小限にしよう。やるのは僕と琳りんだけだ。結ゆ愛あは出ない」

「…………湊みなと。一人足りない」

「最後の一人はサキトに用意してもらう」

　湊の提案の意味を理解した琳が大きく手を打った。

「ははっ！　そいつはいい。サキトは転入したばっかで知り合いもいねぇ。おまけに例の噂うわさで嫌われ者だ。アテなんてあるわけねぇ。と、くりゃあ──」

「そう。サキトが引っ張り出せるのはアリスさんかエレーナさんだけだ」

「そんでもってあの頭の緩いお嬢様は今やサキトの敵だから──」

「十中八九アリスさんが出てくるだろうね」

　湊の手元にはアリスのデータもある。そこに記されているのは生まれも育ちも一般家庭の出身。なんの因果か『ＡｏＮ』に出るもサキトに一蹴され、特に見るべき点はなしという戦力外。

「あん？　…………は、ははっ、おいおいこりゃホントかよ、大将！　………………ちーっとばかし面白いこと思いついたぜ？」

　アリスのデータを見る琳の横顔に悪辣な笑みが浮かんだ。
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「どうして……」

　アリスの瞳が悲哀に揺れた。

「ごめんね、アリスさん。でも大丈夫」

「ああ、心配すんなパツキン。テメェにはまだ助かる方法がある」

「わたしには……？」

「オマエ、サキトを裏切れ」

「っ、なにを言って……」

「オレとパツキンは同類だ。オレもオマエも、サキトに家族を殺されてる」

　琳の告げる言葉にアリスはハッとして、サキトを見た。そこにはいつもと変わらぬポーカーフェイスが浮かんでいる。

「オレの兄貴もオマエの父親と同じようにサキトに殺されたんだよ」

「……復ふく讐しゆうでもするつもり？」

「おう。オマエだってそうじゃねぇのか？　だいたいサキトの味方をしてる方がおかしいだろ。そいつはオマエの父親の仇かたきだぞ？　悔しくねぇのか？　憎くねぇのか？　ぶっ殺してやりたいと思ったことがあるはずだ。オマエだってそう思ったからこそ、サキトに挑んだんだろ？」

　琳りんは暗に『ＡｏＮ』の顛てん末まつを知っていることを示しながらニヤリと笑う。

「けどまぁ、そいつは化け物だ。オマエじゃ返り討ちに合ったのも仕方がねぇさ。けどなぁ、今なら三対一。勝てるぜ」

「そんなのっ」

「おっと卑ひ怯きようとか言うんじゃねぇぞ？　オマエらだっておんなじこと考えてたんだからな」

　サキトとアリスもまた湊みなとの作戦に乗ったのだ。文句を言うのは筋違い。勢いを削そがれるアリスに、琳が決断を迫る。

「で？　どうするんだ？」

「そんなの断るに決まってるでしょ！」

「いいんだな？　サキトに復ふく讐しゆうできる機会なんて二度とねぇかもしれねぇぞ？　オマエじゃどうあがいたってその化け物には勝てねぇんだからな！」

　うつむくアリスに今度は湊が手を差し伸べる。

「アリスさん。僕らの側につくなら、君がもし負けても敗者が支払う分のお金は払わなくていい。もちろん僕らも君に負け分は払わないけど。それでも君はリスクを負うことなくサキトに復讐できる。どうだい？　やってみないかい？」

　ノーリスク・ハイリターン。おまけに勝ちの目もある。これほどの好条件は存在しないだろう。リスクとリターンを天てん秤びんにかけるのはギャンブラーにとって当然の思考。

　サキトはそのやり取りを黙って見ているだけで表情筋一つ動かさない。絶体絶命のこの状況でもポーカーフェイスを崩さない。

「サキト……」

「………………好きにしろ」

　アリスが引き抜かれようとしているこの状況でもサキトは揺らがなかった。

　エレーナが敵だとわかったときにはあんなにも弱気になっていたのに。

　アリスでは揺らぐことすらない。

　アリスは自分とエレーナが及ぼすサキトへの影響力の違いをまざまざと見せつけられたようで──。

「…………そう。ごめんね、サキト」

　痛ましそうにサキトを見つめたアリスは、意を決してカードを握る。

「は、ははっ、はははははははははっ！　おい、サキト！　今どんな気分だぁ？　どいつもこいつも裏切り者で、テメェは一人ぼっち。なぁ、おい、どうよ？」

「別に。……Ａ」

「ダウトだボケ！　テメェがＡを持ってねぇことはお見通しなんだよ！　最初に、オレをダウトした時に、大将とパツキンがお互いに目配せしてたからなっ！　持ってるのはパツキンと大将が二枚ずつ、だろ？」

　表になるカードは、確かにＡではなかった。

「ひゃははははははははは！　ポーカーキングも形なしだな！」

　孤立無援のサキト。場には暗雲が立ち込め出した。




　二十三枚にも及ぶ膨大な数の手札を持つサキトはダウト宣言されることがない。

「ダウト」

　──と思ったら大間違いだ。

　淡々とアリスがダウトを宣言する。他の人間はともかく、アリスには普段のサキトのポーカーフェイスすら見破れるのだ。今のコンディション最悪なサキトなど敵ではなかった。

　これで二十六枚。サキトの手札がじりじりと増えていく。一度もダウト宣言を受けていないアリスと湊みなとの手札はもう残り七枚だ。

「はっはぁー！　こりゃホントに一億コースかぁ？」

「調子に乗ってはダメだよ、琳りん。どれだけ落ちぶれようと彼はあの『影の王者』の孫なんだから」

　絶好調で煽あおりまくる琳を湊が窘たしなめる。

　アリスは我関せず。ただ淡々とサキトを追い詰めていく。

「８」

「ダウト」

　サキトがダウトを宣言した。そこに焦あせりの色はない。

「チッ、まぁそんだけ持ってりゃ四枚揃そろうこともあるわな」

　琳は舌打ちしながらも、余裕の笑みを崩さない。当たり前だ。最も早はやゲームは決している。たとえサキトがなにをしようとも残る三人の内の誰かが先に上がる方が遥はるかに早い。

　なにより三人で組んでいる以上、こんなこともできる。

「まいったな……次のカードがない」

　あっさりと手の内をバラす湊が適当に四枚のカードを出した。

「ダ──」

「Ｊ」

　サキトがダウトを宣言するより早く。アリスがカードを出した。

「今回のルールじゃ、直前のカードにしかダウトできない。つまりお前はもう大将にダウトコールすることはできねぇってわけだ」

　そう。サキトが最も詰んでいるのはこのルールだ。並ぶ二人が手を組めば強引にカードを出すこともできてしまう。

「これで大将は残り二枚か」

「ちなみに残りはＡと５だ。僕の勝ちだね」

　ダウトされても順番が変わらないこのルールでは、最終的にどのカードを残してあれば勝利できるかがわかってしまう。湊みなとが出さなくてはいけないカードは次がＡでその次が５。後二周でゲームエンドは決まっていた。

「Ｑっと、さてどうするよサキト。ま、もうどうしようもないんだけどな！」

「……………………」

「おいおい悪あがきかぁ？　なっさけねぇなー」

　琳りんがここぞとばかりに煽あおるが、それでもサキトは長考する。

「………………Ｋ」

　だが最も早はやどうにもならないと諦めたのか、サキトは四枚のカードを投げ出した。

「は、ははっ！　テメェもお終いだなぁっ、サキト！　Ｋはオレが一枚持ってんだよ！　ダウトだ！」

「っ、待つんだ、琳！」

　なにか嫌な予感でもしたのか。慌てて止めようとする湊だったが、琳が嬉き々きとしてダウトを宣言する方が早かった。

　サキトは無造作に四枚のカードを開く。

「…………？　っ!?　はぁっ、んなわけねぇだろ！」

　湊が目を見開く横で、琳が牙を向いて叫んだ。

　開かれた四枚のカードはスペードとハートとクラブとダイヤの──Ａ。

　それは湊がＡを一枚抱えている以上ありえないはずのカードだった。

「ふ、ふざけんじゃねぇぞ、サキト！　こんなのイカサマに決まって──」

「証拠はあるのか？」

「っ」

　証拠などあるはずがない。

　なぜならダウトはその性質上、誰がどのカードを場に出したかは、ダウトを宣言されない限りわからないからだ。

　つまりこの五枚目のＡを誰が持ち込んだのかはその瞬間を目撃しない限り、誰にもわからない。

「さて、これでお前も敗北時の支払い金額が二倍だな」

　イカサマだと言いがかりをつけることによるゲームの進行妨害。サキトが定めたルールだ。これで全員の敗北時の支払金額が二倍になった。最大で一億円もの支払いを要求される狂気のゲーム。

「テメェ……端はなからこのつもりで」

　イカサマであることを証明できずに場のカードを押し付けられた琳りんが憎々しげにサキトをにらみつける。

「どうした？　湊みなとの番だぞ？」

　だがサキトは琳のことなど欠片かけらも気にした様子はなく、飄ひよう々ひようと湊に手番を促した。

「ははっ……参ったな」

　湊の手元にはＡがある。これを出せば次のターンで勝利が確定する。そのはずだった。だがもう状況は変化している。

　もしこの展開を仕組んだのがサキトなら当然、湊がイカサマをしたという証拠をでっち上げる準備もしているのだろう。

　そしてそれがどんなものかわからない以上、湊はうかつにＡを出せない。

「くそっ──Ａ」

「ダウト」

　表になるカードは──５。

　歯車が狂いだす。
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　状況は変化した。

　湊はもう当分上がれない。手札にＡがあるからだ。これがある限り、湊はサキトからイカサマをでっちあげられてしまうリスクを背負い続けることになる。

（僕が上がるにはどこか適当なタイミングでこのＡを捨てるしかないけど、そのためには一度手札を増やさないといけない）

　しかも湊が出せるカードは５しかないにも関かかわらず、次の湊の手番は５。そして最後に残るのはＡだ。

　つまり湊がＡを誰にもばれないように処分するには、後二周以内にダウト宣言をして失敗し、場のカードを引き受けて手札を増やし、それから頃合いを見計らって数字を偽ってＡを捨てるという手順が必要になる。

「２」

　アリスが落ち着いた様子で一枚。

「……３」

　琳が狂った計算を立て直すように考え込みながら三枚。

「４」

　サキトが間髪入れずに四枚。

「くっ──ダウト」

　捲めくられるのは当然、四枚の４。わかっていてもここでダウトを宣言するしかない湊みなとは悔しげだった。

　ともあれ、これで湊の手札は十枚。現在トップは手札が残り五枚のアリスだ。その後を十枚の湊が追う。サキトは十六枚。琳りんは二十一枚で一気に最下位だ。

「５」

「６」

「７」

「８」

　再びサキトが四枚のカードを出した。

　次は湊の番。だが、湊の手札には９がない。Ａを捨てたいところだが、それはできない。

「…………いや、あるじゃないか。くそっ」

　湊はいくらサキトの大胆すぎるイカサマに驚いたとはいえ、こんな単純な解決策にも気づかなかった自分の間抜けさに悪態をつく。

「アリスさん。よろしく」

　Ａを捨てる。後は間髪入れずにアリスがカードを出せばそれでこの危険なＡとはおさらばだ。

「ダウト」

　その言葉は湊の左隣から聞こえてきた。

「アリス、さん？」

　震える声で名前を呼ぶ湊のことをアリスは一いち瞥べつすらしない。その口元が三日月のように裂ける。

「終わったよ、サキト。──もう絶対騙だまされない」




「おい、パツキン。テメェ、裏切ったのか！」

　琳が声を荒げて恫どう喝かつするが、アリスは余裕の笑みを浮かべてみせる。

「裏切ってなんかないよ。わたしは最初からサキトの味方だもの。そもそもわたし、一度もあなたたちと協力するなんて言ってないけど？」

　そう。アリスはサキトに謝罪し、サキトに対してダウト宣言したが、湊の提案した同盟に参加するとは一言も答えていなかった。

「ちっ、なぁ、おい、ホントにそれでいいのか？　これは千載一遇のチャンスなんだぜ？」

「サキトに復ふく讐しゆうするって話？　……だってそれ、ウソでしょ？」

「ウソじゃねぇよ。兄貴は──」

「あ、それは本当みたい。だけどそれだけ。あなた自身は別にサキトに復讐したいとは思ってない」

　アリスが心を覗のぞいたように確信をもって断言する。

「は、ははは、はははははっ！　なんだオマエ、知ってたのか！　サキトから聞いてたんだな？」

「なんのこと？」

　アリスには聞き覚えのない話だった。実際、サキトは琳りんの兄がかつてアリスの手術費用を稼ぐために出場した『ＡｏＮ』に参加していたことを話していない。

　だが自ら飛鳥あすかの妹であることをサキトに明かしていた琳は、サキトがアリスに話したものだと判断していた。

「いまさらしらばっくれてんじゃねぇよ。……ああ、そうさ。兄貴が死んだのは兄貴がザコだったからだ。ザコ兄貴が負けたのが悪い。オレがとやかくいう筋合いじゃねぇ」

　琳の物言いにアリスが眉をひそめた。

「っ、今度は本当みたいね。でもそんな言い方……」

「あ？　だって事実だろ。ギャンブラーの本質は略奪者だ。負けるヤツが、奪われるヤツが悪いのさ。奪われたくなきゃ、そもそも賭かけ皿ざらに乗せなきゃいい」

　琳が語るギャンブラーの哲学。それはまだギャンブラーの思考に染まっていないアリスには理解しがたいものだ。表情に嫌悪感が滲にじむ。

「…………は、ははっ。ははは。これは、参ったな」

　琳とアリスのやり取りを眺めていた湊みなとが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「サキト、これは君の仕込みかい？」

「逆に聞くが、お前は会ったばかりの相手を信用するのか？」

　サキトと湊は沙さ羅らに対抗するために手を組んだ。それは事実だ。

　だがそれだけなのだ。お互いのことなどろくに知りもせず、ただ共通の敵がいたから手を結んだだけ。

　そんな相手を無条件に信用するような危険な真ま似ねをサキトは犯さない。

　今回のゲームもまた、初めから湊が裏切るシナリオも想定済みだった。その中には当然、湊がアリスを引き抜こうとする展開もある。

「なるほどね。確かにそうだ。僕だってそうする。なら君だってそうするわけか。…………けど、もしアリスさんが本気で裏切っていたらどうするつもりだったんだい？　それともアリスさんのことは絶対に裏切らないって信頼していたのかな？」

「別にどうもしない。アリスが裏切るとは思っていないが、もし裏切ったなら裏切ったで構わなかった」

　もしここでアリスがサキトに復ふく讐しゆうするというのなら、それはそれでよかった。ただアリスが宣言した通り、アリスに殺される時が来たというだけのことなのだから。

「ちょっと、サキト～？」

　アリスの咎とがめるような視線がサキトを苛さいなむ。サキトは軽く頭を振って冗談だと肩をすくめた。

「わるい。冗談だ」

「ほんとにわるいと思ってる？」

「思ってる」

「あんまりそういうことばっかり言ってると、ほんとに裏切っちゃうよ？」

「アリスは裏切らないだろ？」

　得意のポーカーフェイスに隠れていたはずのサキトの表情に薄うつすらとした笑みが浮かぶのが、アリスにだけはわかった。

「う、うん……」

　アリスは思わず目を見開いて驚く。驚きすぎて曖昧に頷うなずくのが精一杯だった。なんとなくサキトを見ていられなくて目をそらす。

「もしアリスが俺を殺すと決めたなら、正面から果たし状を叩たたきつけてくる。アリスはそういう人間だ」

「ちょっ」

「少なくとも俺はそう信じている」

　力強い言葉にアリスは今度こそ黙り込んだ。

「おいおい、テメェら、もう勝ったつもりか？　ラブコメなんぞ始めやがって」

　琳りんがケッ、と唾を吐く。アリスはハッとなって居住まいを正した。

「勝ったつもりじゃないわ」

　正面に座すポーカーキング。彼の表情は変わらない。相変わらずなにを考えているのかわかりづらいことこの上ないポーカーフェイスだ。

　でもアリスはそんな彼の本性を知っている。

「もう、勝っているのよ」

　だからアリスは自分の知りうる限り最も傲慢な彼の笑みを思い浮かべながら、傲岸不遜に宣言した。
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「参ったな、これは」

　湊みなとの乾いた笑みが寒々しく響いた。

　本性を現したアリスは、ただ圧倒的だった。

　湊と琳の嘘うそはただの一度として通用せず、全て見破られた。いかに上う手まく嘘をつくかを競うゲームにおいて、彼女の力はあまりにも強力すぎた。

　だがアリスにできるのはそこまでだ。ただ嘘うそを見破るだけでは勝てない。

　そこをサキトが補っていた。

　彼は今誰がどのカードを持っているのかを常に予想、計算し、カードの流れをコントロールし続けた。

　必要なカードを適宜アリスに回し、不要なカードを湊みなとと琳りんに押し付ける。

　それはまさにたった一人でテーブル全てを支配した『影の王者』を彷ほう彿ふつとさせる力。

　二人の能力が完璧に噛かみ合う。それはあたかも一つの喜劇のようであった。

　これではまるで湊は道化だ。

　観察し、分析し、仮説を立て。可能な限りの手を打ち、盤外戦術を駆使してまで挑んだこのゲーム。

　圧倒的に有利だったはずの狩場で、いつしか湊が狩られる側になっていた。

　滑稽。それ以外になんと言えばいい？

　今、最後のカードが場に捨てられ、アリスの勝利が確定する。

　最終結果は、湊が二十五枚。琳が二十五枚。そして──サキトが二枚。湊と琳はそれぞれ五千万円もの金額を奪われることになる。

「失敗だったかな……」
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　湊みなとにはもう敗因がはっきりとわかっていた。

「…………どいつもこいつもアリスを舐なめすぎだ」

　そう。湊たちの敗因はアリスだ。

　過去のデータを参考に彼女を戦力外だと決めつけたことが敗因。

　もしサキトだけが相手だったのなら、湊は勝利を収めただろう。アリスだけが相手でも湊の勝利は揺るがなかった。

　彼の敗因は二人を揃そろえてしまったこと。この一言に尽きる。

「そうだね。これは僕のミスだ。潔く負けを認めるよ。流石さすがに西の魔女の係累だなんてのは予想もしなかった。だけど、まだだ。僕は負けた。けど僕らはまだ負けていない。──ねぇ、そうでしょ？　結ゆ愛あ」

　特定の生徒以外立ち入りを禁じられているはずの特設会場に、一人の女子生徒が入ってくる。

「ナンパの人……じゃない。『影の王者』の後継者候補、上蔀わしとみ[image: ]さき人とに継承戦を申し込む」

　どこからか現れた結愛は、静かに宣戦布告した。
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　それはサキトの祖父であり、師でもあった修しゆう平へいが亡くなる少し前のこと。

　平日の昼間から制服で闊かつ歩ぽするサキトに好奇の視線が集まる。鬱陶しげに足を速めれば、今度は革靴の底が立てる硬い音が耳障ざわりだった。

　焦あせりが苛いら立だちとなって些さ細さいなことが気に障る。それは修平から学んだはずの感情のコントロールが一切効いていないことを意味し、その事実がサキトの苛立ちをより肥大化させた。自然と歩幅が大きくなる。

「よぉ、爺じいさん。元気か？　…………って、そんなわけないか」

　修平の入院する病室に足を運んだサキトは、ベッドに繋つながれた祖父を見下ろしながら自嘲気味に笑った。

「着替え、持ってきたぞ」

　適当に服を突っ込んだ紙袋を掲げて見せる。だが修平に反応はなかった。

　少し寂しげに笑うサキトは一つ一つ丁寧に服をしまっていく。

　つい先日のことだ。修平は自宅で急に高熱を出して倒れた。

　慌てたサキトが救急車を呼ぶと、そのまま病院へと搬送され、入院が決まった。

　病名は──肺炎。

　持ち直すかどうかは半々だというのが医者の意見だった。その半々というのも希望的観測込みの数字。実際はもっと低いのだろう。修しゆう平へいは日毎に弱っていっているようにしか見えなかった。

「ずいぶんと…………慌ただしいな、サキト」

「なんだよ。起きてたのか？」

　弱々しい声音に呼ばれて、サキトはベッドの側そばまで椅子を引っ張ってくる。

「落ち着け」

「別に慌ててねぇよ」

「嘘うそだな」

　サキト自身白々しい嘘だという自覚はあった。だから修平に見抜かれたことに驚きはない。そこにあったのは己自身に対する失望だけだった。

「…………まぁ、そうだな。流石さすがに、な」

「どんな時でも、平常心だ、サキト」

「はいはい。わかってるって」

　適当に聞き流すような台詞せりふ。だがサキトはそれをしっかりと受け止めていた。

　人は簡単に死ぬ。

　それを幼い頃に強制的に理解させられたサキトは、目前に死が迫っている祖父の言葉を軽々しく流すなんてことはできない。

「サキト。私はじきに……地獄へ堕おちるだろう」

「はぁ？　なに言ってんだよ。医者だって治るって言ってただろ？　今から弱気なこと言ってんじゃ治るものも治らないぞ」

　修平の死期を予期したような発言をサキトは食って掛かるように否定する。

　サキトは願っていた。修平の快復を。

　サキトは祈っていた。修平の死が遠ざかることを。

　サキトは悟っていた。修平にはもう時間が残されていないことを。

「私は地獄に堕ちる。それ自体は別によい。そういう人生を選んだのは私だ。だが──」

「ちょっ、おい！　なにやってんだ！」

　無理に身体からだを起こそうとする修平をサキトは慌てて押さえつける。

「邪魔をするな、サキト……。私はまだ、死ねないのだ」

「いや、だから死なないって。いいから今は安静にしてろ。本当に死ぬぞ」

　枯れ木のような腕に顔をしかめた。その頼りなさはサキトが一度も修平から感じたことのないもので。サキトには急に祖父が小さくなったように見えた。

「私にはまだやり残したことがあるのだ」

「わかった。わかったよ。爺じいさんの気がかりは俺がなんとかするから。とにかく今は寝てろって、な？」

「…………そうか」

　その言葉になにを感じたのか。修しゆう平へいの身体からだから力が抜け再びベッドに横たわる。

「爺さん？」

「……私は裁かなければならない」

「裁く？　なにを？」

「お前の両親を奪った相手を」

　サキトの表情に怪け訝げんな色が浮かんだ。

「裁くもなにも、あの運転手はもう……」

　サキトの両親と玲れい奈なが死んだのは、あの夏祭りの日に父が運転する車に別の車が突っ込んだのが原因だった。横っ腹に突っ込まれたようで三人とも助からなかったのだ。

　だがその事故を起こした運転手もまた、死んでいた。

　故に修平が裁くという相手はもういない。

「違う。違うのだ、サキト」

「違うってなにが？」

「あれはただの事故ではない」

「…………」

「謀られたのだ。倅せがれたちが研究していたものが不都合だったやつらの──」

　サキトは修平の言葉を耳にしても肯定も否定もしなかった。

　──ただ、悲しかった。

　陰謀論などありはしない。

　あれがただの事故であったことをサキトはよく知っている。

　事故から十年。祖父は今なお悔やみ続けているのだろう。そして死期が迫り正常な思考力が失われた今、行き場のない感情の矛先として現れたのが荒唐無稽な陰謀論。

　その証拠に、先ほどから修平の話には具体的な固有名詞がひとつもなかった。

「…………わかった。わかったよ、爺さん。約束する。もし俺が犯人を見つけたら、俺が爺さんに代わって裁く」

　その約束が修平にどのように聞こえたのかは、サキトにはわからない。

　ただ願わくば、言葉の裏に隠された空虚さが伝わっていなければいいと思う。

「頼んだぞ。サキト」

　修平の瞳には一体なにが映っていたのだろうか。

　今となってはもう、誰にもわからない。
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「継承戦、だと？」

　聞き慣れない言葉にサキトが疑問をぶつける。だが結ゆ愛あはその質問に答えるつもりがないのか、さっさと立ち去ってしまった。

「帰るよ、琳りん」

「あいよ、大将」

「待て」

　結愛に続くように踵きびすを返した湊みなとをサキトが呼び止める。

「なんだい？」

「継承戦とはなんだ？」

「君の監視者に聞きなよ。喜んで教えてくれるはずだよ」

　そっけない態度を取る湊だが、その口元は薄うつすらと愉悦に歪ゆがんでいる。

「サキト……」

　湊たちが立ち去ったステージの上で、アリスがそっとサキトを見上げた。

「俺たちも一度帰るぞ」

「う、うん」

　サキトはアリスの手を引いて足早に舞台から降りる。

「あ、あのさ、サキト」

「なんだ？」

「流石さすがにちょっと恥ずかしいんだけど……」

　自室にアリスを連れ込んだサキトは衆人環視の中、アリスの手を引いてここまで来てしまったことに気づく。

「わ、わるい」

　慌てて手を離したサキトは少しだけ気まずそうにしてからアリスに問いかけた。

「継承戦ってなんだと思う？」

「そんなの知らないよっ。でも、名前からしてそのなんだっけ……サキトのお爺じいさんの後継者を決める戦いなんじゃない？」

　アリスの言うことはもっともだった。

　修しゆう平へいとはなんの関係もないアリスに問うても意味がない。

　だが今のサキトには他に相談できる相手がいなかった。

　本来これはエレーナと話すべき案件であることはサキトとて重々承知している。

「エレーナか…………」

　けれどもそれはできない。なぜならエレーナはサキトにとっての敵となったからだ。

　アリスもわかっているのか、エレーナに相談しようとは口にしなかった。

「誰だ？」

　重苦しい沈黙が降りるよりも早く。サキトの部屋にノックの軽い音が響いた。

「琳りんさんからお届けものっす」

　ドアを開けるとそこに居たのは一人の男子生徒。あの裏カジノでサキトの案内役をしていた少年だった。

　ずっしりとした重みのあるアタッシュケースを受け取る。

「じゃ、確かに渡しましたんで」

　部屋に戻ったサキトはアタッシュケースをぞんざいにテーブルに置いた。

「これは？」

「琳かららしい」

　興味を示したアリスがケースを開く。

「えっ、これって」

「……俺宛じゃなくてアリス宛だな」

　中に収められていたのは大量の札束だった。

「わたし？」

「そうだろ。これはさっきのゲームの賞金だ。……ああ、俺からも四百万、渡さないとな」

「い、いいよいいよ。これはサキトが受け取って」

「ダメだ。これはアリスのものだ」

「じゃ、じゃあ、借金！　わたしのことを助けるのに必要だったお金を返すってことで」

「しかし…………」

　頑として受け取ろうとしないサキトに、アリスは強引に押し付ける。

「ほら、サキトもエレーナからお金借りてるんでしょ？　こんな状況じゃいつ返せって言われるかわかんないし、持ってた方がいいよ」

　サキトはテーブルに置かれたアタッシュケースに詰め込まれた一億円をじっと見つめて、意を決したように顔を上げた。

「わかった。ならこれで残り七億だな」

「う～ん、冷静に考えるとすごい金額ね」

　現実味がわかないほどの大金を目の前にして、それでもまだ八分の一にしかならない借金にアリスが苦笑いを浮かべる。

「アリスならすぐに稼げるようになるさ」

「いやー……流石さすがに無理でしょ」

　すでに頭角を現しつつあるアリスに半ば本気で言ったサキトだったが、当のアリスにはまったく信じてもらえなかったことに苦笑する。

「それで、これからどうするの？」

「…………これから、か」

　サキトがカジノ学園に通うことを決めた理由は二つ。

　一つはアリスのためだ。一文無しで生活費にすら事欠くアリスを無事高卒にするためにサキトはカジノ学園へ転入させた。入院生活が長引き、出席日数が足りず、進級できなくなっていたこともある。

　だがそもそもカジノ学園に転入するなんて発想のきっかけになったのは、サキトがエレーナから借りた一億二千万円もの借金を返済するためだった。

　サキトはテーブルの上に置かれたアタッシュケースを見る。ここには一億円の現金がある。備え付けの金庫には裏カジノで稼いだ二千万円が入っていた。

　つまりもう、サキトは目標だった一億二千万円を手にしている。後はこれをエレーナへ渡すだけだ。

　だがエレーナは敵だった。どんな顔をして会いに行けばいいのかわからない。

「俺は、どうすればいいんだろうな……」

　思わずサキトは弱音を零こぼした。

「ねぇ、もういいんじゃない？」

　そんなサキトを見かねたアリスが溜ため息いきとともにそんな言葉を吐き出した。

「こんなのサキトらしくないよ。サキトはいつだって自信家で、独りよがりで。約束、約束うるさくて──でも結局最後は自分がやりたいようにやる。そういう人でしょ？」

　言い切ったアリスの顔は晴れやかだった。その散々な言いようにサキトの顔に自虐的な笑みが浮かぶ。

「……なんだそれは。まるで俺がロクでなしみたいじゃないか」

「少なくともそんな風にウジウジ悩んで、迷って、立ち止まるような人じゃない」

　突き放すような物言い。だがサキトはなにも言い返せない。

「エレーナが実は敵だったとか、ほんとはサキトにとってどうでもいいことなんだよ」

「どうでもいいってことはないだろ」

「どうでもいいはずだよ？　だって、わたしもサキトと『ＡｏＮ』で戦ったけど、でも今こうして一緒にいるでしょ？」

　サキトが目を見開く。

「今敵だからそれがなに？って言ってエレーナのことなんて考えないで、自分がやりたいように、自分が欲しい未来に向かって動くのが、ほんとのサキトなんじゃない？」

　普段のサキトの行動原理は約束を守るという一点に絞られている。

　一見、誠実にさえ見える性質。

　だが実際のサキトは誠実からは程遠い。

　嘘うそもつくし、隠し事だってする。

　最終的に自分が求めた結果になりさえすればそれでいい。

　だから約束を都合がいいように解釈するし、そこに巻き込まれる人間の事情も感情も考慮しない。

　どこまでも傲慢で、どこまでも自分本位な姿こそが、サキトの本質。

　それをアリスは知っている。

「…………ちょっと出かけてくる」

　サキトは部屋の金庫に隠してあった札束を無造作に紙袋に詰めた。アリスから渡されたアタッシュケースを携えてドアを開ける。

「うん。いってらっしゃい」
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　正直なことを言えば、サキトにはまだ割り切れていなかった。

　アリスの時とはあまりにも事情が違いすぎる。

　あの時はただアリスを救うために動けばよかった。

　やるべきことは明確で。そのための道筋もはっきり示されていた。

　だが今度は違う。

　道を示してくれていたエレーナは敵で、彼女の示した道を歩むことはできない。

　そもそも自分がなにをしたいのかさえわかっていない。

　だから今、サキトがこうしてエレーナの部屋の前に来ているのは、ただ背中を押されたからというだけだ。そこに明確な意思はない。

「サキト様？　どうかされたのですか？」

「借金を返しに来た」

　だからサキトは今回もまた約束を都合よく使う。

　未いまだ定まらない己の心なんて頼りないものではなく、約束という確かなものを道みち標しるべに。

　紙袋に乱雑に詰め込まれた二千万円と、アリスから渡された一億円、合わせて一億二千万円。ちょうどアリスを買い取るためにエレーナから借りた金額をエレーナに渡す。

「はい。確かに受け取りました」

　突然訪れたサキトに対するエレーナの態度は、かつてとなにも変わらない。

　そのことに少しだけペースを崩されて、サキトは妙な納得を覚えた。

　エレーナは初めから、少なくとも数ヶ月前に『ＡｏＮ』への参加を依頼しに来た時から、なにも変わっていない。あの時からエレーナはサキトの敵で、今もなおエレーナはサキトの敵のままだ。立場も、感情も、状況も、なに一つとして変わっていないのならば、態度が変わる道理もない。

「なぁ、エレーナ。少し話をしないか？」

　だけどサキトは違う。

　知るべきことを知った。

　思い出すべきことを思い出した。

　それでいてなお、まだ知らなければならないことがある。

「はいっ、もちろんです。どうぞ、中へ。今、お茶をお淹いれしますね」

　だからサキトは招かれるがままにかつてエレーナと決別したその場所へ腰を下ろした。




「おめでとうございます」

　エレーナが紅茶を淹れて戻ってきた。

「ん？」

「先ほどの湊みなとさんとのゲームです」

　一瞬なんのことかわからなかったサキトが首を傾かしげるとエレーナが補足する。

「ああ……。あれはほとんどアリスのおかげだ」

　謙遜ではない。サキトは心からそう思っていた。

　確かに筋書きを用意したのはサキトだ。

　だが湊の嘘うそを暴いたのも、ゲームそれ自体も、どちらもアリスの力がなければどうにもならなかった。

「それは違いますよ。アリスはサキト様のものなのですから、その力もまたサキト様のものです」

「ヘルマらしい言い分だな」

「ヘルマらしい、ですか？」

　エレーナが小首を傾げる。

　人を使って当たり前。その理論は紛まがうことなく支配者のものだ。

　そこにかつての少女の影はなく、それがサキトにはどうにも寂しいものに思えた。

「なぁ、継承戦ってなんなんだ？」

　エレーナの疑問に答えることなく、サキトは唐突に話題を変える。エレーナはそんなサキトを少し訝いぶかしむような目で見てから、簡潔に答えた。

「『影の王者』の後継者候補同士が争うゲームのことです」

　そこまではサキトにも容易に推測できることだ。黙って話の続きを促す。

「ゲームの内容はその時々で変わるため今この場でお伝えすることはできませんが、共通していることが一つだけ。継承戦で敗北した者は今後一切、後継者候補として扱われることがなくなります」

「そりゃまぁ、そうだろうな」

　当たり前の話だ。後継者の座を奪い合うゲーム。ならば敗者はその座から蹴落とされなければ意味がない。

「はい。そして後継者候補として扱われないということは、『影の王者』の遺産に関する一切の権限を失うということでもあります」

「遺産？」

「サキト様はおかしいと思われたことはありませんか？　『影の王者』とまで言われた修しゆう平へい様の遺産にしては、サキト様が受け取られたものはあまりにも少なすぎる、と」

「俺はそもそも『影の王者』とやらに詳しくないからな。それがどれだけすごいものなのかはイマイチわかってない。けどまぁ、それを差し引いたとして……少ないか？」

　サキトが受け取ったのは土地と家。そして大学を卒業するまでの費用として現金およそ二千万円。これが主な修平の遺産だった。

「明らかに少ないです。考えてもみてください。サキト様がこのカジノ学園にいらしてから一ヶ月もせずに、いくら稼げましたか？」

　渡した紙袋とアタッシュケースが視界に入る。その総額は一億二千万円。現金だけ見れば修平の遺産などとうに越えてしまっていた。

「そういうことか……」

　修平はサキトよりも強かった。ギャンブラーとして活躍していた期間も遥はるかに長い。

　そしておそらくはサキトでは想像もつかないような世界も知っている。

　そんな修平がまさか二千万円なんて端はした金がねしか稼げないはずがないのだ。

「サキト様は修平様の唯一の血縁者です。ですので表向きの遺産は全て受け継がれました。ですが『影の王者』としての遺産は別です」

　要するにこれは世界に名だたる大企業ヘルマが起こしたお家騒動なのだ。遺産を巡った醜い争い。サキトはそこに巻き込まれただけ。

　だがその実態がどうあれ、動く金額が大きければ暗闘は規模を増し、倫理は失われる。

　人質を取ってまで争わせるのは、そうまでして得たい利益があるから。

　これでようやく沙さ羅らがサキトになにをさせたいのかが見えてきた。

「まったく……なんでそんな厄介なことになってるのやら」

　サキトは後継者争いなんて面倒な仕組みを作った祖父に溜ため息いきをつく。

「それはその……修平様の遺言だそうです」

「爺じいさんが？」

「はい。修平様には何人ものお弟子さんがいたそうなので……」

「あの爺さん……ちょくちょくいなくなると思ったら、そんなことしてたのか」

　サキトは確かに修平の孫だったのだろう。家族としての愛情は間違いなくあった。

　だが『影の王者』の後継者ではなかったのだろう。少なくとも修しゆう平へいはサキトにギャンブラーの道を、この世界の裏側に生きる道を強要しなかった。

「欲しいなら、勝ち取れってことか」

　独白するサキトの顔には微苦笑が浮かぶ。いかにも修平がやりそうなことだからだ。

　実際、サキトは『影の王者』の後継者の座も遺産も欲しいとは思っていない。それどころか勝手に巻き込まれて迷惑している。

　紅茶と一緒に用意されたクッキーを一ひと欠片かけら摘つまんだ。

「上う手まくなったな」

　生焼けではない。しっかりと火の通ったクッキーに頬ほおをほころばせる。

「なぁ、玲奈レーナ。願い事は決まったか？」
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　いつから気づいていたのか。

　きっと明確なタイミングはなかった。

　ただそれでもどこかにターニングポイントを求めるなら、一つはサキトが初めて『レーナ』と呼んだあの時。アリスと『ＡｏＮ』で対たい峙じし、勝利を収めた時だろう。

　あの時のサキトにはまだエレーナと玲れい奈なは繋つながっていなかった。その名を呼んだサキト自身、自分がなぜ頑かたくなに避けていたその愛称を使ったのか理解していなかった。

　だがそれからというもの、時折懐かしくも苦い、玲奈のことを思い出すことが増えた。

　そうしてサキトは沙さ羅らと出会った。かつての玲奈を彷ほう彿ふつとさせる彼女。一種のトラウマとして封じ込めていた記憶が、意識しないようにしていた思い出が、こじ開けられる。

　この頃にはもう、サキトは理解しつつあった。ただ理解したくなかっただけで。

　だからサキトは湊みなとに玲奈のことを調べるように頼んだのだろう。

　そしてその結果は、サキトの予感を裏付けるもので。

「サキト様……？」

　エレーナが目を見開いている。まるでどこにでもいる少年のように笑うサキトは彼女の記憶の片隅にある彼のもので。

　大きな瞳から一筋の涙がこぼれ落ちた。

「サキ、ちゃん？」

　沙羅に呼ばれたのとは違う。

　懐かしい響きにサキトがくすぐったそうに笑った。

「その髪、染めたのか？　……ああ、いや、そもそもが逆なのか」

　髪を染めて、カラーコンタクトを入れる。

　その発想をサキトにもたらしたのは琳りんだ。あの口の悪いスリルジャンキーのド派手さがサキトに教えた。

「まったく……」

　鈍い、とは違うのだろう。これはきっと卑ひ怯きようとでも言うべきだ。

　だけど気づいてしまったのならもう逃げられない。

　──確かめなければならないことがある。

「生きていたんだな。玲れい奈な」

「サキちゃん……覚えてたの？」

　エレーナがあふれる涙はそのままに呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「いや思い出さないようにしていた。だからまぁ、思い出したっていうべきなんだろうな」

　サキトは自虐的な笑みを浮かべながら頷うなずいた。

「玲奈が生きていたなら、父さんと母さんも生きているのか？」

　エレーナはふるふると首を横に振った。こみ上げる嗚咽おえつが言葉を口にするのを邪魔するのだろう。

「だよなぁ……」

　半ば予想できていたことだ。今さら取り乱すようなことではない。

　サキトにとってあの事故はただの過去だ。すでに乗り越えた記憶でしかない。

　健けん吾ごが死んだ時のアリスとは違う。

「なぁ、どうしてエレーナは黙っていたんだ？」

　かつてエレーナはサキト自身が思い出さないといけないと言っていた。だが、エレーナが玲奈であると気づいた今でさえ、サキトにはその理由が思い当たらなかった。

「そ、れはっ……さ、サキト様が、思い出さなければ、わ、私は、ただの敵でっ、いられた、から」

「その敵っていうのもよくわからないんだよな。エレーナが俺を爺じいさんの後継者にしようと、ゲームに駆り立てていたのはわかった。そのことだけを指して敵と言ってるのか？」

「い、いえっ。違い、ます」

「じゃあどうして？」

「そ、それはっ…………私が、サキト様のお父様とお母様をっ……殺した、から、です」

「殺した？　父さんと母さんが死んだのは交通事故だろ？」

　ふと、サキトは修しゆう平へいの最期の言葉を思い出していた。

　曰いわく、両親の死はただの交通事故ではない。

　妄言だと思っていた。だがもし修平の言葉が正しかったのなら。

「違うんです。あれは、ただの交通事故なんかじゃなくて……」

　エレーナがあふれる涙を拭おうとして目を擦こする。

「わ、私はあの日。両親から必ず夏祭りに行くように言われていたんです。そこでサキト様と仲良くなるように、って。でも本当はそんなことのためじゃなくて。サキト様とお父様とお母様を事故に見せかけて、こ、殺すために」

「まぁ、百歩譲ってそれが正しいとしようか。エレーナはそれを知っていたのか？」

「い、いえ……」

「じゃあ、なんでエレーナが殺したことになるんだ？」

　まるで使い捨ての道具だ。サキトの瞳に瞋しん恚いの炎がよぎる。

　とても現実的な話ではなかった。だがヘルマの抱えた闇の深さはサキトとて『ＡｏＮ』を通して思い知っている。ならば、そんな暗殺劇じみた話もあり得るのかも知れない。

　だが、だとしても、エレーナが殺したとはならないはずなのだ。

「なります。だって、サキト様もそう言ってたじゃないですか」

「俺が？」

「はい。だってサキト様が健けん吾ごさんを殺したんでしょう？」

「…………ああ。そうか。そういうことか」

　サキトは健吾を殺したかったわけではない。それどころか、サキトが勝つことで健吾が死ぬなんて知りもしなかった。なにも知らされないまま加担してしまっただけだ。

　だがこれは同じことがエレーナにも言える。
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　エレーナはサキトの両親を殺したかったわけではない。それどころか、自分の行動がなにを引き起こすのかなんて知りもしなかった。なにも知らないまま加担してしまっただけだ。

　だが、それでも、サキトが健けん吾ごを殺したとするのなら、エレーナもまたサキトの両親を殺したことになる。少なくともサキトの論理では。

　そしてサキトはそれを肯定し続けてきた。あくまでも健吾を殺したのは自分なのだとしてきた。知らなかったのだから許せと、無罪だと主張したことは一度もない。

　サキトが健吾を殺したと言い続ける限り、エレーナもまたサキトの両親を殺したことになるのだ。

　他ならぬサキトにだけはそれを否定する権利はない。

「なぁ、どうして俺を後継者争いに巻き込んだんだ？　爺じいさんの遺産が欲しかったのか？」

「…………それは、わかりません。沙さ羅ら様がそうするのがサキト様のためだって」

「沙羅が、か」

「サキト様とはもう二度と会えないはずだったのですが、沙羅様が『ＡｏＮ』へ参加させるようにって、もう一度だけチャンスをくれて」

「こればっかりは沙羅に直接聞くしかないのか」

　サキトが目元を真っ赤に腫らしたエレーナを苦笑気味に見やると、手元のスマホが着信を通知して震えた。
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「来たわね」

　エレーナを伴って現れたサキトを待っていたのは沙羅だった。湊みなとと結ゆ愛あ、そしてなぜかアリスまでいる。

「アリスも来たのか？」

「う、うん。呼び出されて……」

「ふふっ。当然でしょ？　人質なんだから」

　悪辣な笑みを浮かべる沙羅を一いち瞥べつしたサキトは、結愛に向き直る。

「それで？　なにをするんだ？」

「知らない」

「このゲームを取り仕切るのは私よ、サキちゃん」

　クツクツと嗤わらう沙羅が、軽く手を叩たたいてサキトの注目を集めた。

「サキちゃんと結愛。どっちが後継者として相応ふさわしいのかを決めましょう」

「そうか。……だがあいにくと俺はその後継者とやらに興味がない。降りさせてもらう」

「あら？　そんなこと言っていいの？」

　沙さ羅らの指先がアリスへ向けられる。びくりとアリスが肩をすくめた。

「やってみろ。できるのならな」

　だがサキトは一歩踏み出してアリスを背に隠し、挑発するような笑みを浮かべる。

「そら、どうした？　やってみろよ」

　沙羅が渋面を浮かべる。

「できないんだろ？」

　サキトが確信をもって言い切った。これに驚いたのは湊みなとだ。

「これは……どういうことだい？」

「どうもこうもない。沙羅の脅しはブラフ。ハッタリだ」

「でも確かに僕は呼吸ができなくなって……。アリスさんだって心臓が苦しくなったんだろう？　じゃああれはどうやっていたと言うんだい？」

　湊の必死さが窺うかがえる質問に、サキトは軽く笑って話し出す。

「なぁ、おかしいと思わないか？　沙羅はどう見てもまだ十かそこらだ。どう考えても理事長になれるような年齢じゃない」

「サキト？　君はなにを言って」

「黙って聞いてろ。で？　おかしいと思うだろ？」

「それはそうだけど……。でもそれはヘルマの力があればどうにでもできることだろう？」

「ああ。けど確か沙羅はここの理事長以外はすべて代理人を出していると聞いているぞ？　どうなんだ、実際？」

「…………ええ、そうよ」

「なら気まぐれに理事長の席だけは自分で座ったのか？　はっ、まさか！　そこに不自然さがある以上、必ずなにか理由があるはずだ。理事長だけは自分でやらなければならなかった理由が！」

「それは……どんな理由なんだい？」

「理事長。基本的に学外との折衝が主で、学園生とは関かかわらない役職。それでいて学内に個室を持ち、影響力を及ぼせる。……つまりな。学園生というまだ子供で精神的に未熟な人間を、一方的に観察し、密室で二人きりになっても不自然ではなく、それでいて普段は誰からも干渉されない。その立場が、条件が必要だったんだよ」

　サキトは沙羅に鋭い視線を向けて、その魔術イカサマの正体を言い切った。

「マインド・コントロール。それがお前が二人を人質にするために仕掛けたものの正体だ」

　一同が沈黙する中で、サキトだけは淡々と解説を続ける。

「理事長室という個室は実に都合がいい。自分で好き勝手に弄いじれるにも関わらず、出入りする人間も限られる。……だからあの場を暗示や催眠がしやすいように改装することは可能だ。実際、あの場所はそういう仕掛けが施されていた」

　もちろん部屋に入れば即座に言いなりになってしまうような、おとぎ話の代しろ物ものではない。白い壁紙は部屋を広く見せるといったことの延長線上にあるささやかなものだ。

「キャンドルか？　アロマか？　まぁ、ともかくそういうものに見せかけて薬物を焚たくことで、さらに思考を犯す。正常な判断力を失わせる」

　今あらためて見れば沙さ羅らは玲れい奈なと似ても似つかない。それでもあの時のサキトが似ていると錯覚したのは薬物の影響だ。

　黒い髪に黒い瞳。似たような年頃の少女。そういった記号が記憶の少女と結び付けさせただけ。儚はかない幻想だ。

「そしてトドメに薬物の入ったお茶だ。もちろん証拠が残るような強力な毒ではないのだろう。後遺症でも残ってしまえば脅しには使いづらいからな」

　あの時、アリスは沙羅の淹いれたお茶に口をつけていた。

「つまりは暗示と催眠法、そして薬物を使ったトラウマのフラッシュバック。マインド・コントロールの応用だ。細部はともかくだいたい合ってるだろ？」

「…………お見事。流石さすがは『影の王者』の後継者ね」

　沙羅が諦めたように指を下ろした。

「一つ一つは小さな積み重ねだ。大した力もないものばかり。だがそれを無数に組み合わせてお前はアリスを人質に取った。……とてつもなく高度な催眠だ。原理がわかった今だって、とてもじゃないが俺には真ま似ねできそうにない。──だが高度なイカサマというのは使える条件もまたシビアだ。事前準備なしでできることじゃあない」

　理事長室でもなく。薬物もない。それではあの魔術イカサマは再現できない。

「参考までに聞かせてくれない？　どうしてわかったのかしら？」

「アリスだ」

「へ？　わたし!?」

　突然話題に上げられたアリスが慌てふためくのも他よ所そに、サキトは答え合わせをするようにゆっくりと告げる。

「沙羅に脅された後。アリスがお前の力を魔法みたいだと言い出してな。正直笑い話のつもりだったんだが、一応調べてみたら心理学や薬学で再現できるという情報に突き当たった。他にもアリスと湊みなとで症状が違ったからな。二人の症状の共通点と相違点を探れば、自おのずとわかる」

「わかるはずないでしょう。……ああ、やっぱりサキちゃんは修しゆう平へいさんの孫なのね。その断片的な情報から答えを見み出いだす直観は流石。でもそこまでわかっているなら、私からは逃げられないこともわかるはずよね？」

　沙羅は余裕を見せるように笑った。今度はサキトの顔から表情が抜け落ちる。

「え？　どうして？　サキトはもう借金も返したし、わたしが人質になっていなければ、自由のはずじゃ……」

　アリスの疑問に答えたのは無表情の中に苦しげな色を隠したサキトだった。

「マインド・コントロールってのは本来そういう使い方をするものじゃないんだ」

　サキトはかつて修しゆう平へいからイカサマの一種としてマインド・コントロールの存在とその対策を教わっている。ゆえにその脅威を誰よりもわかっている。

「本来マインド・コントロールというのは、まず対象の信頼を得るところから始める。方法はなんでもいい。精神的に追い詰められた相手に都合のいい救いを演出してもいいし、承認欲求に飢えていれば満たしてやってもいい。大事なのは信頼させて、自分に依存させるところにある」

　たとえば救いを演出したなら、なぜそこまで追い込まれてしまったのか、相手の弱点を丁寧に指摘しつつ、判断することへの恐怖を刷り込む。どうすればよかったのか考えさせるのではなく、答えを教えてやる。

　たとえば承認欲求を満たしてやるなら、簡単な課題を達成させ過剰なほどの承認を与える。次は少しだけ難しい課題を。その次はまた少しだけ難しく。これを繰り返して対象を承認に依存させる。

「そうして依存した対象は、自ら考えて判断することをしなくなる。言われた通りにするだけでいいんだと考えるようになる。ここまでくればマインド・コントロールは完成。便利で使い勝手のいい操り人形の完成だ」

　マインド・コントロールの過程に薬物も暗示も必要ない。

「今回、沙さ羅らがやろうとしたことはそれを少しひねっている。暗示と薬物を使って恐怖で縛り、俺たちを精神的に追い込んだ。そしてその脅しを多用することなく、簡単な命令を繰り返させて、安全を保証してやる。いつしか慣れた頃には従っている間は安全だと思い込んでしまう。もし逆らおうとしたらまた恐怖を教える。……そういうやり口だ」

「で、でもサキトはそれを破ったんだよね？」

「ああ。俺は、な」

　サキトはエレーナを一いち瞥べつして、沙羅を鋭く睨にらむ。

「縛ったのは爺じいさんだな？」

「ご明察」

　沙羅がニヤリと嗤わらう。サキトは最悪だと吐き捨てた。エレーナへと向き直る。

「なぁ、どうしてエレーナは俺の敵なんだ？」

「え？　それは先ほどもお伝えした通りですが……。私がサキト様のお父様とお母様を殺したからです」

　初めて聞く話にぎょっとするアリスにサキトが問いかける。

「アリス。俺はお前の父親、健けん吾ごさんを殺したわけだが、俺はお前の敵か？」

「え？　わたし？　う、う～ん…………それはちょっと違うような」

「だ、そうだが？」

「それは……その…………」

「そもそもエレーナが俺の敵だなんて、誰が決めた？　爺じいさんか？　沙さ羅らか？　どうしてお前は俺の敵だと思ってる？　……少なくとも俺はお前を敵だとは思わない」

　完全に押し黙ったエレーナに、サキトはまた別の質問を投げかける。

「では次に、どうして俺を『ＡｏＮ』に、後継者争いなんかに巻き込んだ？」

「サキト様のためです」

　今度は即答。だがサキトは問い詰める手を止めない。

「どうしてそれが俺のためになる？」

「それはサキト様が『影の王者』の後継者として完成するために必要なことで……」

「完成？　完成とはなんだ？」

「それは……沙羅様がそう言ったから」

「なぜ沙羅が言ったら鵜う呑のみにしているんだ？」

「…………」

　答えられないエレーナから視線を切って、サキトは沙羅を睨にらんだ。

「お前にも聞きたい。どうして俺が後継者争いに参加することが俺のためになるんだ？」

「修しゆう平へいさんはあなたのお爺さんなんでしょう？　ならその遺産を受け取るのは唯一の血縁であるあなたであるべきじゃない？」

「いらんな、そんなもん。……はっきり言って、迷惑だ」

　吐き捨てるように告げたそれは、サキトの本心だ。彼は心の底から遺産騒動に巻き込まれている現実に辟へき易えきしている。

「そうかしら？　でもサキちゃんが修平さんとした最後の約束を果たすためには必要なんじゃない？　サキちゃんは修平さんに両親の仇かたきを討つと約束したのでしょう？　さぁ、そこにその仇がいるわよ？」

　沙羅がエレーナを指差す。

　サキトの鉄面皮が歪ゆがんだ。

　約束。

　それはサキトにとって絶対のルールだ。たとえどんな意図があったとしても、一度交わした約束は絶対に守らなければならない。そのためにはあらゆる手段が肯定される。

　実際、サキトはすでに約束のために人をその手にかけている。

　だから躊躇ためらう理由などなにもないはずなのだ。

　修平と交わした約束通りに、エレーナを殺せばいい。

「ほら、どうしたの？」

　だがそこにサキトの心はない。

　サキトは誰かを殺したかったわけではないのだ。それは今も変わらない。

　そしてアリスを助けた時とはあまりにも事情が異なる。

　厳密に言って、エレーナにはサキトの両親に関する死の責任はない。たとえ法廷で争ったとしてもそう結論づけられるだろう。

　今、エレーナが死の責任を負おうとしているのは、あくまでもサキトの哲学に則のつとった場合の話だ。

　だがそれを否定することはできない。なぜならそれはサキト自身の罪からも目を逸そらす行為だからだ。アリスから父親を奪った罪から目を背けることはできない。

　おそらくアリスはそれを望むだろう。

　サキトがエレーナを手に掛けるぐらいなら、アリスはそんなくだらない意地は捨ててしまえと言う。そのぐらいのことはサキトにだってわかっていた。

　そう。これはただの意地だ。そうして罪悪感を抱え込んで、逃げているだけ。

　だから──

「くだらない」

　サキトは嗤わらう。獰どう猛もうな笑みを浮かべて。

「なにかしら？」

「くだらない、と言ったんだ」

　一度、言葉を止めて、迷いを断ち切るように口火を切る。

「爺じいさんとした約束？　そんなものはない。存在しない」

　──ただ一つの信念に、別れを告げた。

「な!?　あなたそれでも修しゆう平へいさんの弟子なの!?」

「違う。俺は孫だ」

　吐き気がする。

　かれこれ十年の付き合いになる価値観に自ら刃やいばを突き立てているのだ。

　これまで信じてきたものも、理想も、なにもかもを泥に沈めるのとなにも変わらない。

「正気？」

「当然だ」

　約束が絶対でないのならば。サキトにエレーナを殺す理由などなくなる。

　エレーナが、湊みなとが、沙さ羅らが、目を見開いているのがわかった。

　アリスだけがいたましげに苦笑している。

「少し、見誤っていたみたいね。まさかエレーナがそこまで大事だったなんて思わなかったわ」

「はっ、生きている人間と死んだ人間。どちらが大事かなど決まっている」

　死者は語らず。嘆かず。悲しまず。願わず。祈らず。ただ騙かたられるのみ。

　だから生者エレーナのため、死修者平に騙られてもらう。

「それで？　どうするつもりかしら？」

「えっ？　どうするって」

　アリスはもう話は終わったつもりになっていた。

　サキトが自らを縛る鎖信念を捨てた今、『影の王者』にまつわる話に関かかわる必要はない。

「私は諦めないわよ？　必ずサキちゃんを後継者にしてみせるわ。その子がサキちゃんにとってそんなに大事なら人質としての価値もあるしね」

　そう。沙さ羅らにしてみれば、サキトが約束ではなく人に縛られるのであれば、それはよりいっそう扱いやすくなっただけのことなのだ。

「なぁ、そんなことより一つ、気になることがあるんだ。沙羅。お前……爺じいさんの弟子ってやつだな？」

　約束を破ったことを、そんなことで済ませるサキトに沙羅の表情がどんどんと険しくなっていく。追い詰められているのはサキトのはずなのに、まるで立場が逆転したかのようだ。

「…………ええ。それがなに？」

「ならなんでお前は後継者候補じゃないんだ？」

　沙羅が口を閉ざす。だがサキトはここぞとばかりに畳み掛ける。

「当ててやるよ。お前、負けたな？　そうして後継者候補としての資格を失った。でなければわざわざ俺を使う必要はないからな」

「どうしてそう思うのかしら？」

「決まってる。タイミングだ。……もし沙羅に資格がなかったなら、もっと早く、それこそ爺さんが死んだ直後に接触するべきだった。いや、それよりもっと早くから接触して、ある程度の関係性を作っておくべきだった。……そうすればこうして反逆されることもなかったはずだ」

　そもそも沙羅ならば人質を取るなんて強引な方法を使わずとも、マインド・コントロールを完成させられるはずなのだ。なのにそんな悪手をとったのは、時間がなかったから。

「つまり、お前は後継者争いが始まってからすぐに脱落した。そして自分の言いなりになる手駒が必要になった。違うか？」

　押し黙る沙羅にサキトは賭けに勝ったとほくそ笑む。

　これらはすべてサキトの当てずっぽうだった。仮定に仮定を重ねた推論。的外れの可能性も十分あった。だが賭けに勝ったのなら──

「ならば賭けをしよう」

「賭け？」

「ああ。そうだ。俺が負けたのなら俺はお前に従おう。『影の王者』の後継者になってやる。だが、俺が勝ったのなら。もう俺には構うな。アリスやエレーナを、俺の周囲を巻き込むな」

「それをサキちゃんが守る保証は？」

「俺はギャンブラーだ。約束は守る」

「どの口が──」

「事実だ。俺は爺じいさんとなにも約束していない。なんなら確かめてみればいい」

　サキトはふてぶてしく言ってのける。修しゆう平へいはすでに墓の下。確認などできるはずもない。

「…………私がそんな約束を守るとでも？」

「守るさ。お前は爺さんの弟子なんだろう？　なら約束だけは絶対に守る」

　沙さ羅らが約束を守ることはもうわかっている。

　それは『影の王者』への執着だけではない。アリスの心臓もまた、たしかに治っていたからだ。沙羅がアリスを人質に取ったのはまったく別の方法で、アリス自身はきっちり健康体になっている。

　ならばサキトに迷いはない。自らが散々縛られてきた約束。それを逆手に取る。

「ええ。いいわ。──結ゆ愛あ」

　呼ばれて結愛が席につこうとして、湊みなとに肩を引かれた。

「仕掛けがわかった。僕らに危険はない。なら、わざわざ結愛が戦う理由なんてないよ」

「あら、いいの？　私には他にもいくらでもあなたたちを苦しめる手段なんて──」

「ええ。問題ありませんよ。だって──サキトの周囲には手を出せないんでしょう？」

「…………なるほどね。でもサキちゃんが負ければ今度こそあなたたちを殺すわ」

「だとしても。ここは賭け時でしょう。いつまでもあなたの言いなりになんてなっていられませんから」

　冷や汗を流しながら湊がサキトにベットする。

　といっても無策ではなかった。

（ま、サキトが負けたとしても、僕らはサキトに言うことを聞かせるための人質にされるだけでしょ。人質は多い方がいいだろうし。サキトは人質を見捨てられるような性格じゃない。その時は今となにも変わらないのなら、ノーリスク・ハイリターンさ）

　湊の考えていそうなことを見抜いたサキトは苦笑しながら、エレーナに話しかける。

「なぁ、エレーナ。お前は以前、言ったな？　俺が負けることはありえないって」

「は、はい」

「今でもそう思うか？」

「もちろんですっ」

「じゃあ、お前の願いは叶かなわないな」

「え？」

「だってそうだろう？　俺が勝てば俺はこのくだらない遺産騒動から一抜けするんだから」

　それ以上の会話は不要。サキトはテーブルに向かって歩き出す。

「サキト──がんばって」

　その背にアリスがエールを投げる。

　一瞬だけ振り返ったサキトは、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。
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　サキトと沙さ羅ら。二人はテーブルを挟んで対たい峙じする。

「それで？　どんなゲームをするのかしら？」

「俺とお前。どちらも爺じいさんの教え子なら、選ぶゲームなんて一つしかない」

「それもそうね」

　器用にトランプをシャッフルしたサキトが沙羅にデッキを手渡す。

　沙羅がカードをカットしたことを確認してから、サキトは二枚ずつカードを配った。

　お互いのチップは一万ドル。これがゼロになった時点でゲームセットだ。

「ははっ」

　配ったカードを捲めくりもせずにチップを弄んでいたサキトが突然笑った。

「なにかおかしかったかしら？」

「いいや、なんというか……俺は結局、どこまで行ってもギャンブラーなんだなと思ってな」

　訝いぶかしむ沙羅にサキトは薄うつすらと自嘲気味な笑みを向ける。

「重要な分岐路で、俺はいつだってカードに託してきた。物事に白黒つけずにはいられなくて、己が望みのためになら人生をチップにすることすら躊躇ためらわない」

　なんとも破滅的な生き方だ。けれどもこれはきっと生涯変えられないのだろう。

　畢ひつ竟きよう、上蔀わしとみ[image: ]さき人とには妥協というものができないのだ。

　今回の件だって、アリスに喫緊の危険がないとわかった時点で、今すぐ反旗を翻ひるがえす必要はなかった。もっと時間をかけて対処することだってできたはずなのだ。

　だがそうはしなかった。最短最速での解決を求めた。リスクを背負って短絡的なギャンブルに挑んだ。

「これをギャンブラーと言わずなんと言う？」

　薄うつすらと笑うサキトの視線が、同沙類羅に向けられる。

　沙さ羅らにしてもそうだ。魔術イカサマの種を見破られ、一時的に首輪が外れたのだとしても。それでもこんなリスクの高いギャンブルに乗る必要はなかった。なにせ手元にはまだエレーナという駒が残っているのだ。再起を図ることは十分に可能だった。

　だが、それでも、沙羅はサキトの提示したゲームに乗った。

　結局のところ二人ともどうしようもなく『影の王者ギヤンブラー』の弟子なのだろう。

「それじゃ、始めましょうか」

　沙羅がカードに手をかける。

　サキトがカードに手をかける。

　そうして多くの命運を賭かけ皿ざらに載せたテキサス・ホールデム・ポーカーが始まった。
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（さて、と。どうしようかしら）

　沙羅は二枚のカードを弄びながら視線をサキトの方へ向ける。

『影の王者』の弟子であるというたった一つの誇りを見事に突かれて沙羅は勝負の場に引きずり出された。

　ここまですべてサキトが描いた絵に乗せられた形だ。主導権はサキトが握っている。

　であるならば、当然の帰結としてサキトには沙羅を打倒する算段があるのだろう。

　しかしそれはなにもサキトに限った話ではないのだ。

（ボロボロね。今にも倒れそうだわ）

　肉体ではなく精神が悲鳴を上げているのだろう。ただでさえ連戦というのは負担が大きいのだ。そこへ来て自己否定するような決断。精神にかかる負担は尋常ではない。

　そしてサキトはそんな不調を抱えたまま負けられない戦いに臨んでいる。

（取るべきは長期戦。時間をかければそれだけで勝手にサキちゃんは潰れるわ）

　問題があるとすれば一つだけ。

　サキトは紛まがうことなき『影の王者』の孫だということ。

　彼のテキサス・ホールデムの実力は圧倒的だ。それは過去の『ＡｏＮ』の結果が証明している。まともにやりあえば沙さ羅らでは勝てないとは言わないまでも分が悪い。せめて少しぐらいはリードが欲しいところ。でないと長期戦にもつれ込ませる前に、決着しかねない。

（なんとかして主導権を握りたいわね）

　沙羅の手元にある二枚のカードはハートとダイヤのＡ。

　この最強の二枚プレミアムハンドが揃そろっているのは、もちろん偶然なんかではない。プレミアムハンドが来るように沙羅が積み込んだのだ。

　サキトや修しゆう平へいのような技術を修めていない沙羅でも、決まった並び順である新品のトランプでならこの程度のことはできる。

　つまりこの一戦目だけは確実に勝てる。そしてここで主導権を握らなくてはならない。

「レイズ。そうねぇ…………２０００ドルってところかしら？」

　だから沙羅は不敵な笑みを浮かべて、チップの五分の一を崩した。

「２０００、２０００か……」

　サキトが積み上げられたチップをじっと見つめて呟つぶやく。

「降りてもいいわよ？」

　挑発するような沙羅の言葉を、サキトは鼻で笑った。

「なんだこの中途半端は」

　沙羅の眉間に力が入った。

「ゲームの開幕には十分な額じゃないかしら？」

「やるならオール・インだろ。なにせお前はこの第一ゲーム、必勝の手を打ったんだからな」

　サキトが言外に沙羅のイカサマを看破していると匂わせる。

「俺に仕掛けられたゲーム。お前が主導権を握るために勝負に出ようとするのは読めていた。そうでなくても最初が肝心なヘッズ・アップだ。初手が必ずレイズだと踏んでいた。だがこの中途半端なベットは読めなかった」

　言外に失望したと嘲るように笑ったサキトは、自分のチップの山を突き崩す。

「甘えたレイズは許さない。──レイズ・オール・イン」

　ぶちまけられた１００００ドルのチップ。文字通り全てを賭したはずのサキトは、そのプレッシャーも意に介さず傲岸不遜に笑っていた。

　その堂々たる姿に沙羅は思わず唾を呑のんだ。

（修平さんによく似ているわ……）

　一瞬だけ眩まぶしそうに目を細めて、沙羅は長考に入る。

　これから捲めくられるカードはハートのＫ～Ｔ１０だ。沙羅がそう仕込んだ。だからこのまま勝負を続行すれば沙さ羅らがロイヤル・ストレート・フラッシュを揃そろえて勝利する。

　そしてサキトはそれを知っているはずなのだ。イカサマを見破ったのなら、今デッキがどういう順番で並べられているかもわかっているはずなのだから。

　つまりサキトは負けるとわかっていてオール・インを仕掛けていることになる。

（そんなはずはないわね。ここでゲームを投げ出す理由がないわ。ブラフ？　リスクが高すぎる。ならイカサマを妨害された？　いつ？　どこで？）

　慎重に記憶を辿たどる沙羅だったが、サキトがなにかを仕込んでいたタイミングに思い当たらない。

　ならばとサキトの表情を窺うかがってみても、そこにはただ勝ちを確信した笑みが浮かんでいるだけ。無表情ポーカーフエイスを取り繕うことすらしていない。

（…………ダメね。読みきれない）

　溜ため息いき一つ。沙羅はこの場での負けを認めた。

「いいわ。その２０００ドルはあげる」

　これで８０００対１２０００。通常のゲームよりも遥はるかにチップの差が物を言うヘッズ・アップでは大打撃と言ってもいいほどのダメージ。

（嗚あ呼あ、いいわね）

　だが沙羅はその事実に動揺すらしていなかった。それどころか、背筋を這はうゾクゾクとした懐かしい快感に身を震わせ、その童わらべ姿の年とし嵩かさに見合わぬ妖艶な笑みを浮かべていた。
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　ふてぶてしい外面とは逆に、サキトは内心でほっと胸を撫なで下ろした。

　今のは賭けだった。

　現在サキトのコンディションは過去類を見ないほど最悪だと言っていい。

　この選択で良かったのか。修しゆう平へいとの約束を破って、それっぽい詭き弁べんで誤ご魔ま化かして。

　自分のやりたいようにやる。それが上蔀わしとみ[image: ]さき人とだ。そうアリスに背を押された。

　だがそもそも自分のやりたいこととはなんだ？

　そんな自問自答を繰り返しており、注意力はかつてないほど散漫としている。ふと思考が逸それていることに気づいては、ゲームに集中しろと自分に言い聞かせる始末だ。

　はっきり言ってゲームどころではなかった。

　もちろん沙羅に勝つための仕込みはある。だがそれはリスクのある手段だ。今の注意力が散漫とした状態では失敗してしまいかねない。

　かといって長期戦も不利だ。そこに来てこの絶不調のコンディション。いずれ致命的なミスをするのは目に見えている。

　だからサキトは賭けに出た。

　沙さ羅らが乗ってきたなら、リスク込みで短期決戦に挑む。乗ってこないならひとまず２０００ドルというアドバンテージを得る。

　ハイリスク・ハイリターンかローリスク・ローリターンか。

　どちらに転んでもサキトには勝ちの目のあるギャンブル。

　ただ心情的にも体調的にも後者となることを望んでいた時点で、サキトが如い何かに本調子でないかわかるというものだ。

（ここでリードできたのは大きい。後はチップの差を生かして正攻法で押しつぶせば──）

　サキトらしくない守りに入った消極的な手を考えていると、沙羅が唇を三日月に歪ゆがめていることに気づいた。

「私が負けたら、二度とサキちゃんとその関係者に関かかわらない。でいいのよね？」

「ああ。それがどうかしたか？」

　サキトは怪け訝げんそうに沙羅を見やる。

　今さら撤回する、ということはないだろう。だがだとしたらどうしてわざわざ条件を確認したのか。その意図を探ろうとする。

「いいえ。別になんでも。……ただ、そうね。賭けているものがこんなんじゃ、あまり熱くなれないわ」

　沙羅はチップを手の中で弄びながら、悪戯いたずらを思いついた子供のような笑みを浮かべる。

「そうだ。ねぇ、サキちゃん。賭けるものを増やしましょう」

「なに？」

「だってこんな勝負じゃ物足りないでしょ？」

「…………勝手に言ってろ。俺には十分だ」

　サキトは取り合わない。土台、サキトが沙羅に求めるものなど不干渉だけなのだ。とにかく余計な諍いさかいに巻き込まないでくれればそれでいい。他にはなにも必要ない。

「そうかしら？　こんな条件だけではサキちゃんが守りたいものはなにも守れないと思うけど？」

　あからさまな揺さぶりだった。取り合うべきではない。そんなこと、サキトには十分わかってた。なのに──

「…………どういうことだ？」

　思わず問い返してしまった。罠わなに絡め取られたような悪寒が背筋を走る。

　それでも、ここで目を逸そらせばより酷ひどいことになるような予感がしたのだ。

　まったくもって論理的でない判断だ。サキトらしくないにもほどがある。

　だが結果的にその判断は正解だった。

「そうねぇ……。例えば、借金で首が回らなくなってヤケになった男がアリスを襲う、とか？」

「っ、お前！　卑ひ怯きようにもほどがあるぞっ」

　激高しかけるサキトを見て、沙さ羅らは悪魔のように笑う。

「怒らないでちょうだいな。別に私はなにも手を出していないわ。ただそういう不幸な出来事が起こるかもしれないわねってだけの話よ？」

　そう。沙羅は手を出さないだろう。だがそれ以外の人間は別だ。沙羅の意を勝手に汲くんだ者が現れるかもしれない。決して沙羅自身は手を出すことも指示することもなく、サキトを追い詰める。

　なぜなら沙羅の力はマインドコントロール。他人を意のままに操ることこそ真骨頂。勝手に意を汲ませることなど朝飯前。

　なにより最悪なのは、沙羅が指示しないことで被害が予測不能な範囲に及ぶことだ。サキトの関係者を指定するのではなく、無作為に不幸を撒まき散らす無差別テロの如ごとき所業。

「命を賭けましょう」

　サキトの思考が最悪の展開まで及んだ瞬間を見計らって、沙羅は賭かけ皿ざらに載せるチップを増やす。

「サキちゃんが勝ったら私の人生を売り渡してあげる。貴方あなた自身の手で殺されてあげるわ」

　悪辣にもほどのある提案だった。

「私は決して止まらないわよ？　命ある限り、どんな手段を使ってでも『影の王者』を手に入れる。……もし本当にサキちゃんがアリスやエレーナを守りたいのなら、私を殺すしかないわ」

　どうしていつもこうなるのか。

　サキトは別に命のやりとりがしたいわけではないのだ。ただ助けたい人がいて、守りたいものがあっただけ。

　その願いは決して特別なものなんかではないのに。いつだってその天てん秤びんの片側には命が載せられる。

「…………それで？　お前はその代償に俺になにを望む？」

「別になにも？」

「…………は？」

　あっけらかんと放たれたその台詞せりふに、サキトは思わず目が点になった。

「『影の王者』になれなんて、人生売り渡せって言ってるようなものでしょ？　だから釣り合いがとれるようにしただけよ。──さ、カードを配りなさい。続けるわよ」

　片寄っていた天秤を水平にしただけだと宣のたまう沙羅は、心底楽しそうにゲームの再開を宣言した。
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「ちっ、やれやれ。ついてないな」

　どこか余裕の感じられる様子で悪態とともにカードを放ったのはサキトだった。

　沙さ羅らが勝手に賭け金を増やしてからしばらく。

　どうにもカードの巡りが悪く、サキトのチップは目減りする一方だった。

　思考が冷静さを欠いていることを自覚していながら、上う手まく立て直せない。

　辛うじて配られたカードの内容に一喜一憂するような無様は晒さらしていないが、それも時間の問題だろう。

　コンディションは引き続き最悪のまま。カードの巡りが悪いのは修しゆう平へいの教えに背いた罰なのではないだろうか、などという迷信めいた発想までしてしまう始末。

　対する沙羅は絶好調だ。

　自分から勝手に命を賭けるなどという狂気の沙汰をやらかしておきながら、嬉き々きとしてゲームに臨んでいる。コンディションはまさに最高といったところだろう。

（落ち着け。次は沙羅がシャッフルし、俺がカットする番だ）

　じっと注意深く沙羅の手元を観察する。

（よし。カードの位置は覚えた。これなら勝てる！）

　サキトは自分が勝てるようにカードを積み込む。

（…………くそっ！　まただ。またミスった！）

　配られたのは積み込んだはずのスペードのＡＫではなく、スペードのＫ６。シャッフルトラッキングに失敗している証拠だ。

「フォールド」

　本来Ｋ６はヘッズ・アップにおいては決して弱いカードではない。だがサキトが積み込みに失敗したＡが沙羅の手元に渡っていた場合、続く共通コミユニテイカードに仕込んだＡによって敗北してしまう。

（せめてＡの方が手札にあれば……、いや考えても仕方がない。切り替えろ）

　サキトはデッキをシャッフルする。一度トラッキングに失敗した今、以前までに覚えたカードの位置はすべて信用できない。また一から覚え直しだ。ひとまずスペードのＫ６の場所だけを覚えて沙羅に手渡す。

（だが、間に合うのか？）

　すでに序盤で稼いだリードなど消し飛んでいる。それどころか手元のチップは１００００を切っており、もうまもなく８０００を割ってしまうだろう。

　沙羅がカットしたデッキが返ってくる。

　ここでシャッフルトラッキングに成功していれば、上から二枚目を配る『セカンドディール』や、デッキ下から配る『ボトムディール』などのイカサマで好きなカードを手繰り寄せることができた。だが把握できているカードはスペードのＫ６だけ。それもＫがデッキ中央付近にあるのではどうしようもない。

　仕方なくサキトは消極的な防衛策を張る。沙さ羅らの積み込みを警戒。セカンドディールを駆使して沙羅が狙っていたであろうカードを配らない。

（チッ、なんだこのカードは。話にならない）

　ハートの７とクラブの３。フォールド一択のカードに思わず内心で唾を吐く。

「レイズ。うーん、そうねぇ…………１０００ドルでどうかしら？」

　そしてそんなサキトの心を読んだかのように、沙羅が嗤わらいながらチップを突き出す。

「…………フォールド」

　こうしてまたブラインドが沙羅の下へと渡される。ジリジリと、真綿で首を締めるようにサキトは追い詰められていく。

（ふー……落ち着け。熱くなるな。常に冷静に。どんな劣勢でも余裕を見せつけろ）

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべる。ただのハッタリだ。それでもサキトは嗤う。虚勢でもなんでも構わない。

　──負けられないのだ。

　今はただ待つ。いつか必ず逆転の一手が来ることを信じて。
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（まだ折れない、か。流石さすがね、サキちゃん）

　サキトのポーカーフェイスはこの期に及んで完璧だった。動揺も焦あせりも見受けられない。それどころかその不敵な笑みからは余裕すら感じられる。ボロボロだったはずのメンタルすら回復しつつあるようにも見えた。

（それに比べて、こっちはダメねぇ）

　沙羅は視線をさらに遠くへ向ける。

　サキトの背後では四者四様の想おもいでゲームを見つめる観客ギヤラリーの姿があった。

（結ゆ愛あは……なに考えてるのかしらあの子）

　普段からとらえどころのない人間だったが、それはこの場においても変わらないらしい。無感動にゲームを見つめる姿からは、沙羅をもってしてもなにも読み取れない。

（でもまぁいいわ。元々結愛には期待していないし）

　薄うつすらと笑みを湛たたえて沙羅が見るのは残る三人だ。

（湊みなとは苛いら立だってるわねぇ……。さっきから視線が鬱陶しくて仕方ないわ）

　サキトの劣勢に焦っているのだろう。沙羅がなにかしらのイカサマをしていないか必死に探している。おかげで大胆なイカサマは使えないが、そもそも対戦相手がサキトなのだ。派手なイカサマなんて使えば一瞬で見破られるだろうから、元より使うつもりもない。せいぜい作為的なシャッフルぐらいだ。湊みなとは役にも立たないが、邪魔にもならない。

　沙さ羅らがシャッフルしたデッキをサキトがカットして手渡した。沙羅がカードを配る。

（とりあえずサキちゃんにＡが渡らないように、と）

　沙羅はサキトや修しゆう平へいのようなシャッフルトラッキングを使えるわけではない。追えて四枚。それも直前のゲームで使ったカードを把握するのが精一杯だ。だから沙羅がやっているのはそれだけ。セカンドディールやボトムディールを駆使してサキトの手元になるべくＡが渡らないように細工する程度。

　だがそれで十分なのだ。

（さて、と）

　沙羅は自分のカードを確認するよりも先に、アリスとエレーナに目を向けた。

（ほんと、わかりやすいわねぇ）

　思わずクツクツと嗤わらいが込み上げてくる。

　二人とも自分がゲームをしていないからか、反応がとても素直だ。見られているなんて考えもしないのだろう。

（サキちゃんの手札は弱い、か。ならここもレイズね）

　沙羅のカードはハートの５とスペードの４。本来積極的に仕掛けられるほどの強さはない。だが相手のカードの強弱がわかっていれば自分のカードの強さなんて関係ないのだ。

（まだまだね、サキちゃん）

　ところどころで修平を思い出させるサキトだったが、まだその背は遠いらしい。修平ならとっくに沙羅の手管を見抜いてこのイカサマ合戦を制しているだろう。

（サキちゃんには圧倒的に経験が足りない）

　そう。サキトには修平ほどの経験がない。だから気づけない。

　一度も観客を背負ってゲームをしたことがないサキトでは、観客の表情から手札を暴かれているという発想に至れないのだ。
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「コール」

　サキトはノータイムでチップをテーブルに載せた。そのカードはハートのＴ１０とスペードの８。あまり仕掛けたい札ではないが、追い込まれている現状ではそうも言っていられない。

「レイズ。２０００ドル」

　２０００ドル。サキトが負ければ６０００対１４０００になってしまう。そうなればほぼゲームセットだ。挑むにはリスクが高く、カードも心もとない。

　だから降りるしかないのだが──

（参ったな……まるで手が読めない）

　思考が読まれている。だがそれにしては沙さ羅らの動きがチグハグだ。完璧に読み切られているのならもう詰まれていてもおかしくはない。

（このわけのわからなさはアリスとゲームをした時以来だな……）

　あるいはアリスと同様に微表情を読まれているのか。元々、沙羅は他人の思考を操作することに長たける。ならば相手の状態を読み取ることに長けていてもおかしくはない。相手がなにを考え、どう思っているのかがわからなければマインド・コントロールなど夢のまた夢なのだから。

（しかし、それにしては違和感がある）

　もしサキトの微表情が読まれているのだとしたら、沙羅はサキトから視線を外さないはずだ。だが実際には、何度も沙羅はサキトから焦点を外す。

（やはりマークド・デックか？　…………いや、それはあり得ないはずだ）

　意図的に焦点を外すことでカードの裏面に数字とマークが浮かび上がるように細工されたマークド・デックというものが存在する。

　だが何度確認してもこれはサキトも慣れ親しんだ公式トランプでしかない。

　マークド・デックには複雑な模様が必須だし、そもそも最初から細工された形で印刷されるものだ。単純な幾何学模様のカードで再現できるものではない。

　だからサキトはなにかしらのカラクリがあると確信していた。

　このイカサマだらけのゲームを制するには、如い何かに相手のイカサマを看破するかにかかっている。

　だがその正体が見破れない。

　だからサキトは踏み込めない。大きな勝負に出られない。ジリジリとチップを削り取られるしかない。

　それでもカードの位置の完全把握が可能ならゴリ押しすることもできた。かつてアリスにそうしたように、次に来るカードを百パーセント当てられるなら、読み合いなど無意味なのだと押し切れる。

　しかしそれもカードが順番通りに配られるのならば、だ。

（間違いない。沙羅も作為的なカードの配りかたをしている）

　おそらくはセカンドディール。そこまでサキトは看破していながら、手を出せずにいた。決定的な証拠がないからだ。ここには監視カメラがない。ならば直接現場を押さえて指摘するしかないのだが、それには二人の間を遮るテーブルが邪魔だ。配る瞬間を押さえられない。

　あるいはギャラリーの誰かが気づいて取り押さえてくれれば一気に優位になるが、そんな他力本願をサキトは期待しない。

（まぁ、いいさ。それにこれは俺も同じことだ）

　サキトもまた恣意的なカードの配り方をしているが、テーブルという障害物を挟んでいながら決定的な瞬間を押さえられるほど下手な腕ではない。

　加えてシャッフルトラッキングが失敗続きなのではなく、沙さ羅らによって乱されていたのだとわかった分だけマシだと割り切る。

　なによりサキトにもまだ逆転のための切り札はあるのだ。

　沙羅の手口を暴き、切り札を使うタイミングを測る。そのためにもサキトは意識を集中させていく。その口元には知らず識しらずのうちに獰どう猛もうな笑みが浮かんでいた。
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　固唾を呑のんでゲームを見守っていたアリスは、そっと息を吐いた。

（もう、大丈夫ね）

　ゲーム開始直後からしばらく。なにやら揺れに揺れていたサキトだったが、ようやく調子が出てきたらしい。纏まとう雰囲気からそれを悟ったアリスは、ようやく周りを見る余裕を得た。そして、気づいた。

（ん？　あれ？　今、沙羅がこっち見てた？）

　アリスはじっと沙羅を観察する。その表情や仕草から窺うかがえるのは圧倒的な余裕と、どこかサキトにも似た雰囲気。目の前の敵をどう攻略するか。頭を捻ひねるのが愉たのしい。持てる力のすべてをぶつけ、それが敵かなうのか競うのが愉しい。そのハードルが高ければ高いほど愉しい。そんな獰猛な雰囲気。

　カードが配られる。捲めくる。その刹那。

（見てるのはわたし？）

　一瞬、目があった気がした。

　アリスはその理由を考える。

　どう考えても今沙羅が注視すべきはサキトだったはずだ。配られたカードを見る瞬間ほど、相手の手の内を探るのに重要なタイミングはない。

　その貴重な時間をわざわざ関係のない観客であるアリスを見ることに使ったのはなぜ？

（あ、また！　今、絶対目があった！）

　今度こそアリスは確信する。

　それから数度カードが配られる。そこだけ切り取ってもサキトの劣勢。またサキトのチップがすり減り、ついに７０００ドルを割る。

　だがアリスはそんなサキトを心配することなく、沙さ羅らだけをじっと観察していた。

　そこにはサキトならこんな劣勢いくらでも跳ね返せるという信頼があった。だからアリスは沙羅の考えを暴くことに注力する。

（見てるのはわたしとエレーナ）

　理由はわからずとも沙羅がアリスとエレーナに注意を払っている。そのことに気づいたアリスは沙羅の思考をトレースするためにも、沙羅と同じタイミングでエレーナを見た。

「あ」

　思わず、間の抜けた声が漏れた。

　アリスにはわかった。わかってしまった。

　サキトがＫＫキングスを握った瞬間、エレーナは喜色満面。あまりにもわかりやすすぎる反応。

　これでは沙羅がサキトを見る意味なんてない。あのわかりづらいポーカーフェイスを突破するよりも遥はるかに簡単にサキトの手の内を暴ける。

　──ゲームに関かかわっていない自分がまさか見られているなんて思いもしない。

　そんな意識の間隙を突いたトリック。

　サキトが気づかないのも無理はない。なにせサキト自身に原因があるのではなく、その背、死角にいる観客が原因だったなんて。

　これがせめて沙羅の背後にも観客が居たならサキトにも気づけたかもしれない。だが居ない。なによりサキトは集中すればするほど余計な外部の情報を削そぎ落としてく。

　サキトがぐだぐだのままならそのまま押し切り、メンタルを立て直して集中してきたなら死角となった観客を使う。

　なんとも悪辣でスキのない戦術。

（だけど、種が割れたイカサマなんていくらだって対策できる。だよね、サキト？）

　ここまで足を引っ張ってしまったアリスは一つ笑みを深めて、せめてもの援護射撃を開始する。
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「ねぇ、エレーナ。もういいんじゃない？」

　ハラハラと劣勢に追い込まれるサキトを見守っていたエレーナは、唐突にアリスから声をかけられた。一瞬だけアリスの方へと視線を向けてシカトする。

　そもそも今のエレーナとアリスの関係は複雑だ。

　敵対することを選んだエレーナ。味方でいることを選んだアリス。

　共通するのはどちらもサキトのためを思ってその選択をしたということだけ。

　だからエレーナにだってわかってはいた。これはただの嫉妬だ。かつては自分がいたはずの居場所にいるアリスが、どうしようもなく妬ましい。

　もうどんなに望んでも決して得られない居場所。そこに我が物顔で居座るアリスにどうしようもなく心がささくれ立つ。

　──アリスには私の気持ちなんてわからない。

「エレーナ。あなたはさ。本当はサキトに叱られたかったんだよね？」

　そう、高を括くくっていたからこそ、続けられたアリスの言葉にエレーナは驚いた。ずっと見守っていたサキトからも目を離してしまうほどに。

「サキト様から聞いて……」

　途中で言葉を切る。そんなはずはないと否定する。

　なにせサキトがエレーナの罪について知ったのはほんの少し前のことなのだ。その後すぐにこの会場に来て、ゲームに臨んでいる。アリスに話す時間なんてない。

　ならどうしてアリスは知っているのか？

　そんな困惑が顔に書いてあったのだろう。アリスは苦笑気味に疑問に答える。

「や。わたしだって詳しいことはわかんないよ？　けど見てればわかることもある」

　入院中にサキトから聞いたエレーナ。

　実際にこのカジノ学園で出会ってから見てきたエレーナ。

　わかりやすいぐらい露骨にサキトへの好意を示していて、サキトに頼まれればなんでもして、それなのに最後にはサキトを苦しめることを選んだ彼女。

　サキトと沙さ羅らのやり取りから得られた断片的な情報と、今までアリスが見てきたエレーナという人物。二つを繋つなぎ合わせてみれば人一倍人の心を察することに長たけたアリスにはわかった。

「好きな人に負い目があって。だから素直になれなくて。でも振り向いて欲しくて。だからやりすぎなくらいアピールしてみて。でもやっぱりどこかで一歩ひいちゃって。だけど愛して欲しくて──」

　アリスはエレーナがなにをしてしまったのかを知らない。ただ沙羅の言葉からなんとなくサキトの両親がいない理由に関係しているのだろうと漠然と予想するのが関の山だ。

　だけどそれで十分。大事なのはエレーナがそのことを悔いているということだけ。

　心の均衡を崩すほどに深い罪悪感を覚えた人間の望みなんて単純なもの。

　ただ罰せられたいのだ。

　愚かな自分を罰して欲しい。そうすることで慙ざん愧きの念を深く強くしたい。自分には赦ゆるされる価値なんてないのだと自己否定に浸っていたい。

　なんとも後ろ向きな発想だ。なにより面倒なのは、当の本人さえ自分の本当の願いに気づいていないということ。その心の奥底では赦されたいと強く願っている。

　ただまたまた面倒なことに赦ゆるされたい相手は他人ではない。誰よりも深く後悔している自分を赦せないのだ。

　自分で自分を赦せないから、過剰なまでに罰を求める。

　はっきり言ってこんなもの自己満足以外の何物でもない。巻き込まれた方にとっては溜たまったものではないだろう。迷惑な話だ。

（ある意味、サキトとエレーナって似たもの同士なんだよね。……まぁ、お似合いかどうかは別だけど）

　アリスは思わず溜め息をつく。

　二人ともどうしようもなく不器用なのだ。誰にも責任をかぶせることなく、背負う必要のないものまですべて抱えようとしてしまう。

　ただサキトとエレーナで決定的に違うのは、その心の強さ。

　サキトには自分ですべて背負ったまま、それでも自分の思ったように歩けてしまうだけの強さがあった。裏を返せば傲慢とも自分本位とも言えるそれは、確かな一つの強さだ。

　だがエレーナにはその強さがない。背負えるだけの強さがない。

　だから罪悪感に耐えきれなくて、そこを利用されたのだろう。

　サキトはマインド・コントロールがどうのこうのと難しい話をしていたが、ことはもっと単純なのだ。

　エレーナの願いはサキトに罰を与えられる。そして赦しを乞う。ただそれだけのことなのだから。

「もう諦めた方がいいんじゃないかな」

　だけどそんなエレーナの願いは叶かなわない。

　サキトはそういう微妙な心の機微を察せるほど敏さとくはない。それどころか合理的で建設的な正論で踏み潰すようなタイプだ。そういう感情を伝えたければ言葉にするしかない。

　だが結局エレーナは自分の本心に気づくことなく、ついにはここまで来てしまった。

「もうエレーナにできることってなにもないでしょ？」

　最も早はやすべてはサキトと沙さ羅らの手に委ねられた。そこにエレーナの意思が介在する余地は残されていない。

「わたしもそうだった。結局サキトが全部勝手に決めて、全部勝手に片付けた。わたしはなんにもしなくても助かった。だからさ。エレーナももう全部サキトに任せちゃえばいいんじゃないかな」

　アリスは丸投げしろと言っている。それは本来褒められたことではないのかもしれない。だが他人の支配下に置かれてしまうほど追い詰められているのなら、それもまた一つの選択だと、経験者アリスは語る。

「それは……いえ、でもそれはっ」

　心の一番やわらかいところを無遠慮に引ひっ掻かき回されて、エレーナが頭を振って否定しようとする。だがその反応こそアリスの推測が正しかった証拠だ。

　だが結局の所アリスはエレーナにとって赤の他人でしかない。だからできるのはここまで。エレーナの抱えるものをどうにかできるのはサキトしかいない。

　だけどこれで十分なのだ。少なくともアリスの目的は達せられたのだから。
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　なにやらアリスとエレーナが話し込み始めてしまったため、一時的に機能不全に陥ってしまっていたトリック。

　だが話し合いも終わったのか、今はもうアリスはゲームを見守っている。エレーナは上の空で役に立ちそうもないが、アリスがいれば十分だ。

　それはつまりサキトが再び観客に足を引っ張られるということのなのだから。

（あの表情は……悪くはないけど、勝負するには微妙なカードってところね）

　案の定、サキトはコールを宣言。勝負の続行に必要最小限のチップだけをテーブルに載せた。

　アリスの表情からサキトの手札の強さを見切った沙さ羅らはそんなサキトの虚勢を消し飛ばす。

「レイズ。６０００……ああ、そういえばサキちゃんはもう６０００ドルも持ってないんだったわね。なら５０００でいいわ」

　嘲るように口元を手で覆って嗤わらいながらチップを崩した。サキトは一いちか八ばちかの賭けをするには手札が微妙すぎて退ひくしかない。

「レイズ・オール・イン」

　そのはずだった。

　沙羅が目を見開く。

「さぁ、勝負だ」

　ふてぶてしい笑みを湛たたえてサキトが宣言する。その堂々たる姿からは虚勢なんて感じられない。だが、アリスの表情はそう言っていなかった。

　信じるべきはサキトか、あるいはアリスか。

　もう一度アリスの方へと視線を向け──沙羅は奥歯を強く噛かみしめる羽目になった。

　沙羅の視線を真っ向から受け止めたアリスは、口元を三日月に裂けさせて、勝ち誇ったような嘲笑を浮かべていたのだ。

　アリスが沙羅の戦術──観客の顔を見ていることに気づいて逆手にとったのだ。

　よりにもよって最大限の警戒を払っていたサキトではなく、利用していただけのアリスに嵌はめられたことに臍ほぞを噛かむ。

　憎々しげにアリスを睨にらんだ沙さ羅らは、この場での負けを認めて努めて冷静に思考を回す。

　ここで降りるのは簡単ではない。なにせ５０００ドルもの損失だ。ゲームは振り出しに戻ってしまう。

　そして観客アリスにカラクリがバレてしまった以上、もうこの手は使えない。サキトに対する最大のアドバンテージは失われる。

　おまけにサキトはゲーム開始時点よりも遥はるかに安定しており、状況は振り出しに戻るよりも不利になることは明白だった。

（落ち着きなさい。サキちゃんが賭けたチップは５４００ドル。ここでゲームに乗ったとしても４００ドルしか変わらない）

　ここで降りればただ５０００ドルを失うだけだが、乗れば勝ちの目もある。

（それになによりサキちゃんとアリスは連携して仕掛けてきたわけではないわ）

　サキトとアリスが意思疎通を図ることはできない。プレイヤーとギャラリーが会話をするなんてイカサマ以外の何物でもないからだ。つまりこれはアリスが機を読んで打った乾けん坤こん一いつ擲てきの援護射撃。

（おそらくアリスの狙いは私が仕掛けを読まれたことに気づいてここで降りるように誘導すること。あの腹の立つドヤ顔は自分の手の内だとアピールするのが狙い）

　そうしてリスクなく沙羅から５０００ドルを掠かすめ取るのが目的。

（サキちゃんもゲームに乗ってきた以上、手札が強いのは間違いない。だけどサキちゃんの描いた絵ではないのなら……まだ私にも勝ち目はある！）

　沙羅は余裕を見せつけるようにゆっくりと４００ドル分のチップを積み上げた。

「あらあら、ヤケになって大勝負なんて……それでも『影の王者』の孫なのかしらね？」

　サキトは沙羅の挑発に眉一つ動かさない。ただ余裕の笑みで沙羅を見下ろしている。

「退ひいてもいいぞ？」

「冗談。こんな大勝負、乗らないはずがないじゃないの。──コール。ラストゲームを始めましょうか」

　沙羅が宣言とともにカードを公開する。

「ハートのＴ１０９か。悪くない」

　呟つぶやくように小さく笑って、サキトは自分のカードを投げ出した。

「ッ！　…………へぇ、ハートとスペードのＫＫキングス。本当にブラフじゃなかったのね」

　デッキをカットする際にＡがサキトの手元に渡らないようにしている今、ＡＡエーエーズでないことだけは沙羅にもわかっていた。

　だがまさかこのタイミングでＡＡに次ぐ強さを持つＫＫを引いてくるとは。

（いえ、違うわね）

　逆だ。ＫＫキングスを引き当てたこのタイミングだからこそアリスは沙さ羅らに仕掛けたのだ。

「悪いな。ようやく俺にもツキが巡ってきたらしい」

「ふん、嘘うそばっかり」

　今回カードをシャッフルして配ったのはサキトだ。どうにかして自分の手元にＫＫを用意したのだろう。そしてその最高のタイミングでアリスが援護した。今までどおりなら沙羅はアリスとエレーナの表情からサキトの手札が強いことを確信してそうそうに引き上げただろう。そうなればサキトの渾こん身しんのＫＫは空振りに終わる。

「さて、コミュニティカードは──クラブのＫ、ハートのＱ、スペードの７、か。面白くなってきたな」

　元々強かったサキトのＫＫがスリーカードになってますます手を付けられなくなった。

　サキトの白々しい台詞せりふに沙羅は思わず舌打ちする。だがまだ終わりではない。

「ええ、そうね。Ｊがくればストレートで私の逆転勝利だわ。さ、次を捲めくって頂戴」

　サキトが肩をすくめて四枚目の共通コミユニテイカードを表にする。現れたカードは──

「スペードのＪ。あら大逆転」

　クスクスと上機嫌に笑う沙羅に対して、サキトは苦い顔だ。アリスに至っては血の気が引いている。

「まだだ。まだ終わっちゃいない」

　Ｋ、Ｑ、Ｊ、７のいずれかが捲れればサキトの勝利となる。

「そうね。さ、正真正銘最後のカードを捲りなさい」

　震える手でカードを握るサキトに対して沙羅は余裕の態度だ。それも当然。いくらシャッフルしたのがサキトでも沙羅も入念なカットを施している。お互いのホールカード二枚ずつとバーンカード一枚、コミュニティカード五枚の計十枚も仕込むのはさしものサキトでも不可能だ。

　ゆえに最後の一枚は正真正銘の運勝負。

　緊張の瞬間。サキトは左手で祈るようにテーブルを叩たたいた。

　そして開かれる五枚目の共通カードは──

「ジョーカー！　どうして！」

　存在しないはずの鬼札に沙羅が椅子を蹴倒しながら立ち上がった。

「このデッキにジョーカーは入っていないはずよ！　どんなイカサマをしたのかしら!?」

「言いがかりはよしてくれ。そもそもこのトランプを用意したのはお前だろ？」

　強く睨にらみつける沙羅の殺気を飄ひよう々ひようと受け流してサキトが宣言する。

「さて、これで俺はフォーカード。お前はストレート。俺の勝ちだ」
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（さて、参ったな……）

　切る予定ではなかった鬼札を使ってしまったサキトは、完璧なポーカーフェイスを張り付けながら内心でぼやいていた。

　二枚のＫを手元に呼び込み、共通コミユニテイカードにも一枚仕込む。Ｋのスリーカードがあれば十分勝てると踏んでいた。だが運悪く沙さ羅らがストレートを揃そろえてしまったため、仕方なくたった一度しか使えない正真正銘の切り札を使う羽目になったのだ。

「サキちゃん。イカサマじゃないっていうのなら、ボディチェックをさせて欲しいのだけれど」

　サキトは立ち上がって両手を上げる。沙羅が入念な確認をするが、証拠なんて残すはずがない。

　そう。証拠こそ残していないが、サキトが捲めくったジョーカーはイカサマの産物だった。

　仕掛けは単純だ。袖に隠していたジョーカーをデッキの上に落として引いただけ。本当にただそれだけだ。左手でテーブルを叩たたき、音と動作で視線誘導ミスデイレクシヨンし、その刹那の意識の間隙に滑り込むようにすり替えた。プロのマジシャン顔負けの手品マジツク。

　当然、証拠を押さえられなかっただけで、沙羅にもサキトがパーミングイカサマしたことはバレている。二度と使うことはできない。そもそもサキトは露見するリスクを鑑みて使い捨てにできるようジョーカー一枚だけしか仕込んでいない。

　しかし、その効果は絶大だ。

　通常、テキサス・ホールデム・ポーカーではジョーカーを使用しない。だから沙羅の用意したトランプにはジョーカーが元々含まれていなかった。

　存在しないものを前提に策を練ることはできない。サキトの用意した切り札は確実に沙羅の思惑を上回れる文字通りの切り札だったのだ。

　そういう意味でも切り札は決定的な場面で使いたかったのだが、温存して負けたのでは話にならないとサキトは割り切る。

「…………ごめんなさいね。私の勘違いだったわ」

「気にしなくていい。勘違いは誰にだってある」

　サキトが余裕たっぷりに頷うなずいて見せれば、沙羅の顔が悔しげに歪ゆがむ。だがその結果は薄々わかっていたのだろう。沙羅は転がった椅子を立て直して苛いら立だたしげに腰をかける。

　今頃沙羅はどうやってサキトがジョーカーを用意したのか必死に考えているのだろう。いくらサキトが修しゆう平へいからイカサママジツクの手ほどきを受けているとはいえ、無から有を生み出す魔法マジツクが使えるはずもない。

　もっともその答えはひどく単純なのだが。

　サキトはほんのわずかな期間とはいえこのカジノ学園でディーラーを務めていた。

　カジノでは様々なゲームが行われるが、テキサス・ホールデムのようにジョーカーが使われないゲームは多い。

　だがそんなジョーカーを使用しないゲームで使われたトランプでも、廃棄する時にはジョーカーごと廃棄される。

　サキトはそんな廃棄予定ではあるが未使用のジョーカーを回収していたのだ。

　元々は裏カジノでのイカサマ合戦対策に用意していたものだが、実に色々と役に立った。

　湊みなとや琳りんと戦ったダウトの際に使った五枚目のＡパーミングも同じように用意したものだ。

　公式トランプは市販されていないが、だからこそこういう重要度の高いゲームで採用される。そして公式トランプだから小細工はできないと高を括くくっている相手に刺さるのだ。

　とはいえこれでサキトもイカサマの種は品切れだ。ここから先は真っ向勝負をするしかないのだが──

（参ったな。結局沙さ羅らがどうやって俺の手札を読んでいるのかがわからないままだ）

　サキトには表情や態度ほどの余裕はなかった。このトリックが暴けなければ、早晩サキトは劣勢に陥るだろう。

　ゲームが再開される。

（ん？　……今度は俺の方をしっかり見ている？）

　サキトは沙羅の視線に違和感を覚えた。

　今までとは異なる動作をしたということは、今までとは異なる戦術を選んだということ。

　実際、沙羅のプレイングにはサキトの手札を暴いたような大胆さはなく、先程までと比べてひどく堅実なプレイング。

　それから数度のゲームを繰り返しても、変わらない。

（鏡、ありえない。どんな超視力だ。監視カメラ、ありえない。あったならとっくにイカサマの証明に使っている。だが、他に仕掛けられるものなんて…………人、協力者か？）

　サキトはイカサマを疑われないように見事なカードスプリングを見せつけながら、さり気なく後ろを確認する。

（アリス、エレーナ、湊、結ゆ愛あ……他に人はいない）

　サキトの視線に気づいたアリスが微笑ほほえむ。よくもまあ目ざとく気づくものだとサキトはアリスに笑い返そうとして──気づいた。

「なるほど。そういう仕掛けか」

　わかってしまえば実に単純な仕掛けだった。

「いちいち視線が逸それるからなにか仕掛けていることはわかっていた。あるいは知らず識しらずのうちに肩に力でも入っているのかとかなり気を配っていたんだが……どうやら本当に俺を見ていなかったらしい」

　サキトはニヤリと笑って、沙羅の仕掛けを看破する。

「お前が見ていたのは俺ではなく、さらにその後ろ。アリスとエレーナと湊みなと、そして結ゆ愛あの表情だな？」

「……あら？　なんのことかしら？」

　サキトのイカサマの正体を、どこからジョーカーを用意したのかを暴こうと必死に頭を回していた沙さ羅らは、一瞬反応が遅れてしまった。サキトはますます確信を深める。

「確かに、湊や結愛は知らんが、アリスやエレーナはポーカーフェイスが上う手まくない。というか表情豊かだ。俺を見るよりもよっぽど楽に俺の手の内を暴ける」

「私がイカサマをしていた、と？」

「いいや。これをイカサマというかどうかは人によって判断が分かれるだろうし、俺は別にイカサマだと騒ぎ立てるつもりはない」

　カードカウンティングやシャッフルトラッキングと同じだ。証明のしようがなく、テクニックの一種とも言える。

「ただ、その手は封じさせてもらう」

　サキトがわざわざ沙羅の手の内を暴いているのは、観戦している四人に対する解説と言外の要請だ。

　実際、湊とエレーナは気づいておらず、サキトの足を引っ張ってしまっていたことに顔をしかめる。サキトよりも一歩早く気づいていたアリスは得意げな笑みを浮かべた。

「さぁ、ゲームを再開しようか」
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（どうしてこうなったのかしら）

　沙羅は新たに配られた二枚のカードをいじりながら溜ため息いきをつく。

　すべて順調だったはずだ。

　何年も前から用意してた計画。何人もの候補者を抱き込んで、脅迫して、一番後継者に近い位置にいたはずだった。

　なのに、まさかの初戦敗退。抱えていた駒もその多くを失った。

　だから一度態勢を立て直すために理事長に就任し、有力なカードでありながら、誰もが触れようとしなかったサキトを手駒にすることを考えた。

　サキトは沙羅が理事長に就任した理由をしたり顔でのたまっていたが間違っている。

　すべては逆なのだ。

　精神的に未熟な学生の方が操りやすいから、学生と秘密裏に接触しやすい理事長を選んだのではない。サキトが学生だったから理事長を選んだのだ。

　アリスを『ＡｏＮ』に参加させたのもそう。あそこでアリスがサキトに負けた後、アリスの身柄を引き取ることで、サキトへの足あし枷かせにしようとした。だが結果はアレだ。おかげで強引な手をとる羽目になり、案の定うまくいっていない。

　エレーナも同じだ。修しゆう平へいがそう遠くない未来、一人になってしまうサキトのために用意した味方。その方法が自分の死すら計画に織り込んだマインド・コントロールだと言うのだから、恐れ入る。修平はサキト以上に手段の善悪を問わない。

　そしてそんなエレーナだからこそ価値があると見て、沙さ羅らは修平のマインド・コントロールに割り込んだ。

　だというのに、肝心のサキトはエレーナのことを忘れていた。おかげで警戒され、ずいぶんと遠回りになってしまった。挙げ句、サキトは修平の教えすら破る始末。最悪の展開だ。

　そうして最後に残ったのは結ゆ愛あだけ。手駒としては頼りなく、それでも手持ちで唯一後継者候補としての資格を残していた駒。サキトに潰させることで二回戦への切符とするはずだった踏み台。だがそれさえも裏切った。

（ほんと、どうしてこうなったのかしらねぇ……私はただ修平さんのようになりたかっただけなのに）

　沙羅は見た目よりも少しばかり長く生きている。実年齢で言えばサキトたちよりも少しばかり上だ。

　だからその点でもサキトの推測は間違っている。

　だがこればかりは彼を責めるのは酷というものだろう。一見しただけでは沙羅が十かそこらの童わらべにしか見えないのも事実なのだ。

　明らかな発育不良。現代の医療ならどうとでもできたそれを、自分の長所を活いかすためだけに放置し続けた。

　幼いというのは侮られる原因になるが、同時に自分を侮っている相手ほど罠わなに嵌はめやすいものもない。

　そうして身を削ってまで挑んだこの後継者争い。だが結果は散々だ。

（結局、私は修平さんのようにはなれないってことなのかもしれないわね）

　対面に座すサキトは得意のポーカーフェイスを作っている。ゲーム開始時の不安定さなんてもう欠片かけらも見受けられない。

　それどころか沙羅の手口を徹底的に暴き、ゲームを振り出しにまで戻してみせた。

　とてつもない強さだ。まさに『影の王者』の後継者に相応ふさわしい力。

（すごいわね）

　沙羅は素直に称賛する。

　ゲーム開始直後は得意のポーカーフェイスを作る余裕すらなく、無様に土気色の顔を晒さらしていたサキト。

　無理もない、と沙さ羅らは思っていた。

　なにせサキトはこの十年、信じ続けてきたルールを、自らのエゴで破ったのだ。

　誰にも責任をかぶせることなく、全て抱えて。

　そうでなくとも、サキトは全部自分で背負おうとする少年だ。

　アリスの時だってそう。アリスの父親である健けん吾ごを殺した罪を自ら引き取る必要なんてなかった。責任転嫁する先はいくらでもあった。むしろそのためにエレーナという存在があったのだ。だがサキトはそれを八つ当たりだと称して、自ら背負うことを選んだ。

　そんなサキトが沙羅には哀れに見える。

　その精神的な強さは確かに称賛に値するものだ。だが、その強さゆえに彼は最後まで背負い続けてしまう。

　その行き着く先は背負ったものの重さに耐えきれずに潰れる未来だ。人が背負える重さには限界がある。

　修しゆう平へいのように切り捨てることができない彼は、これからも背負い続けるのだろう。

　そういう人間を沙羅は何人も見てきた。

（だからやっぱり、サキちゃんはここで一度折れるべきね）

　沙羅はもう、自分が後継者に相応ふさわしくないと認めた。そして後継者には修平の孫であるサキトこそ相応しいのだと確信を新たにした。

　だからこそ、サキトに欠けている『切り捨てる』ということを教えるためにも、決意を新たにしてカードを握る。

（修平さん。貴方あなたの代わりに私が貴方の孫を完成させてみせるわ）
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「レイズ。２０００ドル」

　奇くしくもそれはサキトと沙羅のゲームが始まって最初の時と同じ始まり方をした。

　だがゲームは終盤。すでにブラインドは跳ね上がり、もうまもなく決着する。

「コール」

　甘えたレイズは赦ゆるさない。かつてそう言ってオール・インを仕掛けたサキトは、先程までとは雰囲気を異にする沙羅の挑戦を受けた。

　だがサキトもまたゲーム開始時とは一味違う。アリス以外には決して破られることのない鉄壁の仮面ポーカーフエイスを被かぶり、余裕のある落ち着きぶりをみせている。だがその内面は全くの別物。冴さえ渡る思考はどこまでも冷徹に彼我の戦力を分析しており、確実な勝利に向けて一歩ずつ策を積み重ねていた。

「コミュニティカードは、ダイヤの８、クラブの５、クラブの４」

「大勝負にしてはパッとしないカードねぇ」

　今回、カードをシャッフルしたのはサキトだ。当然、カードの並びは把握している。だが序盤のミスが後を引いており完全な把握には至っていなかった。

　それでもサキトはなんの問題もないと断じる。

「レイズ・オール・イン」

　不敵な笑みを浮かべてチップを全てテーブルに叩たたきつけた。
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　沙さ羅らは考える。この手札はどこまで信用できるのか、と。

　ことここに至ってブラフにオール・インはあり得ない。つまりサキトの手札は文字通り全てを賭けられるだけの自信があるはずだ。

　ならば問題は沙羅の手札とサキトの手札。一体どちらが強いのか、ということ。

　沙羅は共通コミユニテイカードを見る。

　この三枚にまともな強さのあるカードはない。

　そして共通カードが役に立たないのなら、勝負を決めるのはお互いの手札だけ。

　ならば問題ない。

　沙羅は口元を三日月に裂けさせながら、チップを握った。
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「ええ、いいわ。決着をつけましょうか、サキちゃん。──オール・イン。私のカードは、ジョーカーとスペードのＡよ」

　沙羅が表にして放り投げたのは問答無用の──最強の二枚プレミアムハンド。なににでもなれるジョーカーとジョーカーを除き最強のＡの組み合わせ。

　対するサキトは──

「クラブの６３！　そんなカードで勝負に乗ったの!?」

　なんの強さもないフォールド一択の雑ざ魚こ手札。そんなものに２０００ドルを張ったサキトに沙羅が目を見開く。

「だが、スケアカードだ」

　サキトが獰どう猛もうに牙を剥むいた。

　思わず沙羅は舌打ちする。確かに７が捲めくれればサキトはストレート。だがジョーカーを持つ沙羅もストレートが成立する。問題は２が捲れた時。この場合はサキトだけがストレートを成立させ、沙羅も敗北となる。

「さぁ、運命の四枚目だ！」

　テーブルに両手を叩たたきつけて沙さ羅らが立ち上がった。叩きつけられた拳は小刻みに震えている。

「…………サキちゃん。一つ聞かせて。貴方あなたはこの展開を読んでいたの？」

　開かれた四枚目の共通コミユニテイカードは──ダイヤの２。

「ああ。お前がカットの際にＡやＫなどの強いカードをなるべくデッキボトムに集めていることは見ていた」

「嘘うそね。貴方はまだすべてのカードを把握できていなかったはずよ」

「そうだ。そのとおりだ。だが──把握できていないカードがどれなのかぐらいは計算すればわかる」

　ストレートを成立させたサキトは淡々と語る。

　そこには興奮もなにもない。あるのはただ、当然の結果を淡々と享受する冷静さだけ。

「ボトムに送られたのはＡが二枚、Ｋがすべて、Ｑが三枚、そしてＪとＴ１０がすべてだ」

　つまりまともな強さを持つカードはこのゲームには登場しない。

「だから、ジョーカーとＡを配ればお前は必ず勝負に乗ってくる。そう、読んでいた」

　完璧に読み切られていたことに沙羅が歯は噛がみする。

「ボトムにハイカードを集めれば当然トップにローカードが集まる。ストレートが成立する確率が跳ね上がることに気づかなかったのか？」

[image: ]

　ジョーカーという最強のカードに目が眩くらんでしまった。通常、テキサス・ホールデムでは使われないカードだからこそ、沙さ羅らの目は強く惹ひきつけられた。

　沙羅はようやく気づいた。サキトが切ったジョーカーという切り札は、先程の逆転劇で役を終えたのではない。その手を離れてなお、切り札であり続けていたのだ。

「…………まだよ。まだ、終わりじゃないわ。ここで７が捲めくれれば引き分け。貴方あなたの切り札は今度こそその手を離れるわ」

　そう。まだ終わってはいない。最後の共通コミユニテイカードが残っている。デッキボトムにハイカードが集まっている都合上、普段よりも７が捲れる可能性は高いのだ。

「では最後のカードを捲ろうか」

　カードを摘つまむサキトの手は軽い。その余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度が沙羅の癇かんに障さわる。だがそれも致し方なし。サキトに負けの可能性はないのだ。そして、シャッフルトラッキングが機能し始めた今、時間はサキトの味方。ここで引き分けたところでサキトの有利は変わらない。

　それでも沙羅は祈るようにカードを見つめる。
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（頭痛が酷ひどいな……）

　連戦による肉体的な疲労。明かされた真実と信念を泥に沈めた精神的な負荷。元よりサキトのコンディションは悪い。

　だがこの不調の直接の原因は、そのどちらでもなかった。

　これは分不相応な力を使った代償。

　感情を捨てることなく、無理やり抑え込むことで表情を隠すポーカーフェイス。

　極度の集中力と強きよう靭じんな動体視力を必要とするシャッフルトラッキング。

　どちらも脳に著しく負担をかける。本来併用するようなものではないのだ。

　だからサキトはシャッフルトラッキングを要所要所でしか使わない。だが沙羅という強大な敵を前にしてはそんなことも言っていられなかった。何度も失敗して、その都度シャッフルトラッキングをやり直したのが余計に響いている。

　顔をしかめたくなるほどの頭痛と倦けん怠たい感かんの中で、サキトは最後のカードを手に取る。これ以上の長期戦は無理だ。どちらにせよこれが、最後のカードになる。

　もちろん沙羅はそんなサキトの不調には気づいていない。完璧に機能しているサキトのポーカーフェイスは不調さえも隠すのだから。

　だが沙羅が気づけないのも無理はないのだ。

　なぜなら同じシャッフルトラッキングを使う修しゆう平へいには、こんな欠点は存在しなかったのだから。

　感情と肉体を切り離せていた修しゆう平へいは、わざわざポーカーフェイスを意識する必要がない。だからシャッフルトラッキングを常用することができた。

（やっぱり俺は、爺じいさんのようにはなれないな……。後継者なんて荷が重すぎる）

　小さく笑ったサキトは最後のカードを捲めくる。

　これはこのゲームで一度も捲られていないカードだ。その中身は不明。だが、一度も捲られていないカードはわずかに四枚。そしてその中に７があった。

（頼むぞ……！）
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　立ち上がったサキトが五枚目の共通コミユニテイカードを叩たたきつける。

　表になったそれは──７。

　クラブの７。

　ここに勝敗は決した。
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　ダイヤの８、クラブの７、ジョーカー、クラブの５、クラブの４。

　ストレート。

　それが呆ぼう然ぜんとテーブルを眺める沙さ羅らの最終的なハンドだった。

「俺の──勝ちだ」

　クラブの７、クラブの６、クラブの５、クラブの４、クラブの３。

　全て同一のスートで連続した五枚のランクを揃そろえるそれは、ストレートよりもフラッシュよりもフルハウスよりもフォーカードよりも強い。

　ストレート・フラッシュ。

　それがサキトの揃えてみせたハンドだった。

「………………」

　静まり返った会場。

　最初に動いたのはアリスだった。

「やったね、サキト！　勝った、勝ったよ！」

　飛びついてくるアリスをサキトが抱きとめる。

「ああ、勝ったぞ」

　空気が弛し緩かんしたのを見て、ようやく肩の力が抜けたのか湊みなとが小さく笑って結ゆ愛あを抱き寄せた。

「サキト。僕からはこれだけを。──ありがとう。この恩は忘れない。いつか必ず返すと誓うよ」

　その短い言葉には万感の思いが込められていた。

「ま、僕にだって空気ぐらい読めるからね。僕からはこれだけで十分さ」

　そう言って湊みなとが視線を向けた先にいるのはエレーナだった。

　サキトが勝ったことに喜び、安あん堵どしながらも、自分の願いは叶かなわないことが決まったことへの諦めもある。エレーナはそんな泣き笑いのような儚はかない笑みを浮かべていた。

　アリスが耳元でなにか囁ささやいてからそっと身を離してサキトの背を押す。

　サキトは驚いたようにアリスを見て、それからゆっくりとエレーナに向かって歩を進めた。一歩分だけ間を開けて立ち止まる。

「勝ったぞ」

「…………はい。おめでとうございます。サキト様」

　目を合わせようとしないエレーナを見下ろしたままサキトは構わず喋しやべり続ける。

「俺の勝ちだ」

「はい。見ておりました。私たちが足を引っ張ってしまったのに。それでもサキト様は勝利なされました」

「で？　俺はエレーナの期待に応えられたか？」

『ＡｏＮ』でアリスを救った時と同じ問いかけ。以前は屈託ない笑顔を見せたエレーナは、似ても似つかない曖昧な笑みを浮かべている。

「だろうな」

　かつては負けるところなんて見たくないと、サキトが勝つことを望んでいたエレーナ。

　当然だ。『影の王者』たらんとするのならば、サキトに敗北は許されない。

　だが、今、サキトは沙さ羅らに勝ったことで、『影の王者』の後継者の座を降りようとしている。

　もとより今回のゲームにおいて、エレーナの勝ちの目は存在しなかったのだ。

　サキトが勝っても負けてもエレーナにとっては望まない結果になってしまう。

「俺は『影の王者』とやらになるつもりはないし、なることもない」

　沙羅の思惑を砕いた今、サキトを『影の王者』の後継者にしようとする存在はいない。他ならぬサキト自身が自らの意思で関かかわろうとしない限り、サキトが『ヘルマ』と関わることも『影の王者』の後継者にまつわる争いに巻き込まれることもないだろう。

「もうエレーナが沙羅の言いなりになる必要はない。だからもう、お前は俺の敵ではない」

　沙羅の指示に従って、サキトを追い詰めてきたエレーナ。だが肝心の沙羅が折れた以上、エレーナがサキトに敵対する意味はない。

「いいえ、それは違います。私はサキト様にとって両親の仇かたきです。それだけは変わりません」

　ようやくエレーナが顔を上げた。虚うつろな瞳がまっすぐにサキトを捉える。

「それで？　お前は俺になにかできるのか？」

「それは…………」

　できるはずがない。エレーナにはサキトを害することなんてできない。

　そもそもが修しゆう平へいの遺産を受け取るべきはその孫であるサキトだという甘言にそそのかされてここまで来たのだ。

　かつてサキトの両親を奪ってしまったからこそ、今度はサキトに与えようという、ただそれだけ。

　その過程で自らの罪を告白し、断罪される。

　それだけがエレーナの望みのはずだった。

　だからエレーナにはサキトを害することなんてできない。たとえ傷つくとわかっていても、それでもサキトの意に沿わないことをできたのは、最終的にはサキトの益になると思っていたからだ。

　だがサキトが『影の王者』の後継者となり、その莫ばく大だいな遺産を受け取る未来が潰ついえた時点で、最も早はやサキトを傷つけるだけの大義名分も失われた。

　それどころか、ただいたずらにサキトを苦しめただけ。悔恨はより一層深くなる。

「ま、どうでもいいんだけどな、そんなこと」

「え……？」

　あっけらかんと軽い口調で告げるサキトにエレーナは呆あつ気けにとられた。

「どうでもいいって言ったんだ。お前が両親の仇だとか、俺を無理やり『影の王者』にしようとしたこととか、全部全部どうでもいいんだ」

「ど、どうでもいいって！　どうでもよくないです！」

「なんで？」

「だって、私がいけないんです！　疑いもしないで、言われるがままに動いて、それでいっつも私はサキちゃんを苦しめるっ。だから私はサキちゃんの側そばにいちゃいけないの！」

　堰せきを切ったように溢あふれ出す慙ざん愧きの念。

「十年も俺の前に姿を現さなかったのはそれが理由か？」

「だってそうでしょ!?　私のせいでサキちゃんはお父さんもお母さんも亡くしたんだよ？　どの面下げて会いに行けって言うの！」

『ヘルマ』に属する上流階級の令嬢としてではなく、ただの一人の少女として、エレーナは涙ながらに思いの丈を叫ぶ。

「名前も嘘うそ。見た目も嘘。会いに行った理由も嘘。全部全部嘘で。しかもサキちゃんの知ってる安あん藤どう玲れい奈なはとっくに死んだことになってて。……だから、沙さ羅ら様に誘われてサキちゃんに会えることになった時には本当に嬉うれしかった。サキちゃんが私が誰かなんてわからないってわかってたけど、それでもよかった。謝ることも許されないけど、それでも今度こそサキちゃんのためになるって思ってた。けど結局私はなんの役にも立たない！　またサキちゃんを苦しめただけ！」

　一度大きく息を吸って、エレーナはサキトをまっすぐ見つめる。

「だからね、サキト様。私は貴方あなたの側そばにいるべきではないんです。サキト様に優しくしてもらえるような良い子じゃないんですよ」

　そんな自分で自分を諦めたような力ない言葉を前にして。

「知るかよ。そんなこと。お前がどう思おうが、俺の知ったことじゃない」

　かつて病室でアリスに告げたように。エレーナの諦観などサキトにとっては無価値なのだと断じる。

「アリス曰いわく、俺はどうしようもないぐらい自分勝手で、自分がやりたいようにしかやれないろくでなしらしい」

　恥じることなく言い切ったサキトは、傲岸不遜に嗤わらってみせる。

「だから俺はお前を敵だとは思わないし、お前が側に居るべきではないとも思わない」

「…………私を赦ゆるすの？」

「なんだ？　赦して欲しいのか？」

　もちろん赦してもらえるなら赦して欲しい。だけどただ赦されるだけではダメなのだ。しっかりと罰を受けて、その果てで赦されなければ意味がない。

　黙り込んでしまったエレーナに向かって、サキトはゆっくり腕を伸ばして──

「いったぁ～っ！」

　エレーナの額を指で弾はじいた。

　額を押さえて涙目になるエレーナが面白かったのか、サキトはクツクツと笑いながら「これで赦してやる」と言う。

「こ、こんなことで──」

「昔、約束したろ？　夏祭りに行けなかった分はこれでチャラな」

　全ての発端となったあの日の約束。

「…………本当に、それでいいんですか？　私はサキト様の敵なんですよ？」

「何度も言ってるだろ？　お前は俺の敵じゃないんだ。そう、敵じゃないんだよ」

　サキトが繰り返す言葉に、なにかニュアンスの違いを感じて、エレーナはきょとんとサキトを見上げる。

「そうだ。敵じゃないんだ。見てみろよ。お前が色々企たくらんで、あれこれやって。で？　一つでもお前の思った通りになったのか？」

　エレーナの思惑は尽ことごとく砕かれた。なに一つ思い通りになんていかなかった。

　かつてアリスを救った時と同じ。──沙羅とエレーナ権力者の策謀を踏み越えて、サキトは勝利した。全てを己が望みのままにしてみせた。

「だからエレーナ。お前が俺の側そばに居たければ好きにしろ。お前がなにをしたところでどうせ俺には届かない」

　どこまでも傲慢。あまりにも不遜。

「……きっとまた迷惑をかけてしまいます」

「気にするな。言ったろ。約束があれば助けてやるって」

　それは修しゆう平へいの墓の前で、サキトがアリスを救えない無力さに折れそうになっていた時。

　サキトはエレーナの「もしも私が窮地に陥っていたら救ってくれますか？」という問いに、「その時、約束があったのなら助ける」と答えた。

「約束、ですか？」

「なんだ、忘れたのか？　したろ、あの『ウミマチ』のレストランで」

　サキトは自分の未熟さで傷つけてしまったエレーナに対し、常識的な範囲でサキトにできることをする、と約束した。

　だからサキトの常識の範囲でサキトにできることであるのならば、サキトはエレーナを助ける。

　言外にそう言ってのけるサキトの、すべての障害を乗り越えて笑ってみせる姿がどうしようもなく眩まぶしかったから。

「私は、サキト様の側にいてもいいんでしょうか？」

「言っただろ。好きにしろってな」

「はいっ！」

　今度こそエレーナは心からの笑みを浮かべて、サキトの胸元に飛び込んだ。
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「サキト様、サキト様っ──キスしましょう」

「………………………………………………………………は？」

「んー………………」

　瞳を閉じて口先をすぼめるエレーナに、サキトは呆あつ気けに取られた。

　ほんのり頬ほおを紅に染めたきれいな顔が近づいてきて、徐々に状況を理解したサキトが全力で顔をひきつらせる。

「ば、おま、なに言ってんだ!?」

「いいじゃないですか！　キスシーン締めですよ、キスシーン締め」

「キスシーン締めってなに!?　くそっ、放せ、この馬鹿！」

　必死にエレーナを引き剥はがそうとするサキトだが、ネクタイを掴つかまれていて引き剥がすに引き剥がせない。

「だーっ！　もう、鬱陶しい！」

　じゃれつく二人──といってもサキトはガチで必死なのだが──を少し離れたところで見ていた沙さ羅らは肩の力を抜いて小さく息を吐く。

「サキトは大丈夫ですよ」

　突然、すぐ側そばに声が現れた。

　沙羅が少しだけ驚いて振り向くと、そこには頬ほおを掻かくアリスがいる。

「あー、その、間違ってたらごめんなさい」

「いえ、そもそもなんの話かわからないのだけれど……」

「あっ、ごめんなさい。えっと、沙羅さんってなんだかサキトのことを心配してるように見えたので」

「………………なにをどう見たら私がサキちゃんを心配しているように見えるのかしら」

「んー……なにをって言われると困っちゃうんですけど。…………なんとなく？」

　アリス自身その感覚を言語化出来ないのか、うんうん唸うなって、最後には直感だということにしてしまった。

　だから沙羅にはそれを勘違いだと突っぱねるのは難しくなかったはずだった。

「わたしはサキトのお爺じいさんのことを知りません。けど、大丈夫です。サキトはサキトで、お爺さんじゃないんですから」

「…………そうね」

　だけどアリスの言葉はあまりにも核心を突きすぎていて、思わず肯定してしまう。

「サキトはなんでも一人で抱えがちですけど、一人じゃありません」

　二人の視線の先にはキスを迫るエレーナと必死に逃げるサキトがいる。そこから少し離れたところでは、二人を見て腹を抱えて笑っている湊みなとと小首を傾かしげる結ゆ愛あが。

「私はまだサキトに助けてもらうばっかりでなんにも返せていませんけど。いつか必ずサキトの力になります。一人でなんでも背負ってしまうサキトの重荷を、少しでも支えてあげられるようになりたいんです」

　強い意思を感じるアリスの言葉に、沙羅はふとサキトに重なっていた修しゆう平へいの影が離れたように見えた。

「そうね。…………サキちゃんはサキちゃんだものね」

「はい」

　サキトは孤高の絶対王者であった修平とは違う。

　ずっと未熟で。ずっと弱くて。

　切り捨てられないサキトはこれからも背負い続けるのだろう。

　だけどサキトは一人ではないのだ。

　切り捨てられない分だけ、背負った分だけ、サキトの周りには人の輪が広がっていく。

　彼らはきっとサキトを支えるのだろう。サキトがすべて一人で背負って潰れてしまわぬように。少しずつでもその荷を肩代わりしようと努力するのだろう。

　それは隔絶した存在である『影の王者修平』とは異なる在り方だ。

（ああ、そっか。私は、修しゆう平へいさんのようになりたかったのではないのね。私はただ、修平さんの側そばにいたかったんだわ）

　思わず笑いが溢あふれる。なんて滑稽な話なのだろう。こんなになるまで自分の本当の願いに気づいていなかっただなんて。挙げ句の果てにやったことが、サキトを修平に見立てて、修平の生前に叶かなえられなかった願いを叶えようとするなんて、滑稽以外の何物でもない。

「さて、そろそろエレーナを止めないと抜け駆けされちゃいそうなんで、行ってきますね。────こら～！　そこまでよ、エレーナっ」

　アリスがサキトとエレーナの間に割り込む。サキトが助かったとホッと一息つく間もなく、エレーナがアリスに噛かみ付いて、アリスが負けじと吠ほえ返す。

　突如として修羅場に叩たたき込まれたサキトを見て湊みなとが爆笑。結ゆ愛あはそんな湊を見て、楽しそうだと笑顔を見せる。

（──ああ、だけど）

　多くの人を背負い、多くの人に支えられて、その中心に立つ。

　その在り方を『王』と呼ばずしてなんという？

（血は争えないわね）

『影の王者』でなくとも、サキトは正しく『王者』の孫なのだと見せつけられて。

　沙さ羅らはその輪に加われる人が少しだけ羨ましくなった。





[image: ]




「あら、遅かったわね」

『影の王者』の後継者にまつわる騒動に決着をつけてから数日。

　サキトは理事長室へと顔を出した。

「暇そうだな」

　部屋の主あるじである沙さ羅らに向かって渋い顔をする。

「仕方ないじゃない。もうとっくに引き継ぎの準備も終わってるし、やることがないのよ」

　のんびり茶をしばいていた沙羅が机から金属塊を取り出して机に置く。

「さ、どうぞ」

　それはサキトにも見覚えのあるもの。苦い記憶の一つ。

　アリスの手術費を稼ぐために出場した『ＡｏＮ』で見た回転式拳銃リボルバーだった。

「なんのつもりだ？」

　不機嫌そうに眉をひそめるサキトに沙羅はなにが愉たのしいのか嗤わらう。

「あら？　賭けの精算に来たんじゃないの？」

　先日のゲーム中。突如として沙羅は自分の命を賭かけ皿ざらに載せた。サキトにさらなるベットを求めるでもなく、ただただ無意味にリスクを増やした。

「できればあまり痛くしないで欲しいのだけれど」

　苦い顔をするサキトが面白くて仕方ないのか。沙羅は余裕たっぷりに笑っている。勝者と敗者の態度にしてはいささかあべこべだった。

「別にお前の命なんていらない」

　一秒だって視界に収めていたくない。サキトは拳銃から目を離して、応接用のソファに腰を下ろした。

「あら？　それで本当にいいのかしら？　ここで私を殺しておかないと……きっと面倒なことになるわよ？」

「ちっ…………どうしてどいつもこいつも、俺の周りの女は死にたがるんだ？」

　心臓に病気を抱えて生きることを諦めていたアリス。

　サキトの敵として殺されようとしたエレーナ。

　勝手に命を賭けて死のうとする沙羅。

　それぞれ事情はあれど、もっと命を大事にしろと言いたい。

「そんなの簡単じゃないの。貴方あなたの周りに死にたがりが集まってくるわけじゃないわ。貴方が死にたがりを見捨てられずに拾うから、結果的に貴方の周りが元・死にたがりだらけになるのよ」

「…………はっ、じゃあ、しょうがないか」

　端的にサキト自身の責任だ、と言われて、サキトは皮肉げな笑みを作る。

「さて、じゃあ、そこの死にたがり。確かお前は俺に人生を売り渡す、と言っていたな？」

「ええ、そうよ。貴方あなた自身の手で殺されてあげる、とも言ったわ」

「なら、お前が死ぬ権利も、お前がこれからどう生きるかも、どちらも俺のものだというわけだな」

「……どういう意味かしら？」

　雲行きが怪しくなってきたことに沙さ羅らの目が細められる。

「命令だ。俺がお前を殺すまで、俺とアリスとエレーナと……後ついでに湊みなとと結ゆ愛あも、全員が『ヘルマ』だの『影の王者』の後継者争いだのに巻き込まれないように守り続けろ」

「本当にそれでいいのかしら？　私を生かしておくとロクなことにならないわよ？」

「お前は正しく爺じいさんの弟子だからな。…………だからある意味では誰よりも信用できる。お前は決して約束を破らないし、破れない。お前は俺たちに危害を加えられない」

　断言されてしまい一本取られた沙羅は、そのなんとも言えない敗北感を誤ご魔ま化かすようにサキトを茶化す。

「ま、いいわ。それより意外ね。それとも納得というべきかしら」

「なにがだ？」

「サキちゃんの趣味よ。年端も行かない女の子を買い取って首輪をつけるなんて。そういえばアリスも買い取っていたし……そういう趣味なのかしら？」

「少なくともお前は女の子なんて年じゃねぇだろ」

　サキトを挑発した沙羅は、軽く受け流されて、逆に言葉に詰まった。

「別に驚くようなことじゃない。…………爺さんから学ぶってことがどれだけ大変か、俺はよく知っている。爺さんのテクニックはどれをとってもたまに顔を合わせてちょっとアドバイスをもらう程度で習得できるような技術じゃない。だが俺が爺さんに引き取られてからはちょくちょく家を空けることはあっても、長期に渡る外出はしなかった。ならお前が爺さんの弟子だったのはもっと前。十年前より前だ。さらに言えば、湊曰いわくお前に従わされるようになって三、四年経たつが、その頃から容姿がほとんど変わってないそうだ。つまりお前は極端に童顔で極端に低身長なだけで、別に幼女ってわけじゃない。……十年以上前から容姿がほとんど変わってないのなら、むしろ俺よりも年上だろ？」

　一気に捲まくし立てたサキトに、沙羅は降参だと両手を上げた。

　沙羅をやり込めたことに満足気な様子でサキトが立ち上がる。

「ああ、そうだ。一つ聞いて置かなければいけないことがあったな──」

　サキトは質問の答えを聞き終えると、もう用はないと言わんばかりに立ち去った。

　その背を見送った沙羅はぽつりと呟つぶやく。

「これは私も輪の中に入れてもらえたのかしらねぇ……」

　頬ほお杖づえをつくその顔には知らず識しらずのうちに薄うつすらと笑みが浮かんでいた。
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「サキト、ちょっといい？」

「今手が離せないから勝手に入ってくれ。鍵は開いてる」

「お邪魔しまーす……って、なにやってるの？」

「ちょっと、荷造りを、な」

「荷造りって……どこか出かけるの？」

「ああ」

「…………もしかして、この学園を退学するの？」

　アリスの不安げな声音に、スーツケースに荷物を押し込んでいたサキトが顔を上げる。

「退学？　俺がか？」

「だってほら、サキトがここに来たのってエレーナから借りたお金を返すためでしょ？」

　サキトがエレーナから借りた一億二千万円は、転入早々返し終わってしまった。目的を果たした今、サキトにはカジノ学園に通う意味がない。

「ああ、そういうことか」

　納得したようにうなずくサキトは、アリスの見当違いの懸念に苦笑気味に頭を振った。

「違う違う。ただ少し遠出するだけだ」

「遠出って……どこまで？」

「ロンドン」

「ロンドン!?」

　日本から飛行機で半日近く離れた行き先に、アリスが目を丸くして驚く。

「どうして急にロンドンになんて……」

「ただの旅行だよ」

「嘘うそ」

　虚偽を許さない緑の視線に、サキトは思わず口元を緩めてしまう。

　サキトのポーカーフェイスは最も早はやアリスに対してまったく機能していなかった。成長著しいにも程がある。

　もっともこれはアリスの能力がより強くなっているというだけでもなかった。

　あの日。沙さ羅らと相対して、サキトは初めて自らの意思で約束を破った。信念という名の鎖を自ら破壊した。今まで約束の名の下に縛り付けていた生の感情が解放された。

　だからだろう。サキトは以前ほど上う手まく感情を隠せなくなっていた。

　ポーカープレイヤーとしては間違いなく劣化した。

　だがサキトに危機感や焦燥感はない。それどころか、ふてぶてしい笑みを浮かべて今の自分を肯定してみせるだろう。

「ああ、嘘うそだ」

「……じゃあ、なにしに行くの？」

　スッと目を細めるアリスに、サキトはテーブルの上に置かれた書類を顎で指し示す。

　一読したアリスの瞳が大きく開かれる。

「これって……！」

「沙さ羅らを脅して……じゃなかった、交渉して手に入れた。健けん吾ごさんの行方についてだ」

　沙羅の都合のいいように情報操作されていたエレーナでは手に入れることのできなかった『ＡｏＮ』の敗者の末路。それをサキトは自分の周囲に手を出させないという約束を拡大解釈して、アリスの父親である健吾についても情報提供を求めたのだ。

「生死は不明。現状も不明。だが手がかりはあった。だから俺は確かめに行こうと思う」

「大丈夫、なの……？」

　不安げなアリスにサキトは努めて笑みを返す。

　サキトは『影の王者』関連のことで振り回されることはない。『ヘルマ』と関かかわる必要だってないのかもしれない。

「相手は『西の魔女』。例に漏れず『ヘルマ』関係者だ。それも沙羅と同格か少し上の地位らしい。厄介事には……なるだろうな」

「どうして？　どうしてサキトはそこまでしてくれるの？」

　サキトの行動原理にはいつだって約束があった。

　だがこんな約束は誰とも交わしていない。

「どうして、か…………」

　サキトは瞳を閉ざす。

　同じようにサキトが手を下した『飛鳥あすか』を探すこともしなければ、その妹である『琳りん』を保護することだってしていない。

　だから境遇や立場を理由にはできない。

　どうして健吾だけが特別なのか。




　──答えはシンプルだった。




「アリスが特別だから、かな」

　口にしてみれば存外しっくりくる。

　最初はきっと罪悪感だった。次にはきっと贖しよく罪ざい。

　だが一の悪行は百の善行をもってしても贖あがなえない。

　だからサキトは贖しよく罪ざいではなく、己のエゴに約束という建前を被かぶせてアリスを救った。

　そして約束という建前を取り払ってしまった今、そこに残るのはエゴだけだ。

　修しゆう平へいの墓の前でアリスを救うと宣言した時にも一度口にしていた。

　アリスに挑まれた『ＡｏＮ』の後には、他ならぬアリス自身からも指摘されていた。

　サキトにとってアリスは特別なのだ。

　気づいてしまえばなんということはない。アリスはその他大勢とは違うからこそ、サキトはこうまで気にかけ、手を差し伸べ続けたのだ。

　どこかスッキリしたような爽やかささえ感じられる笑みを向けられたアリスは、真っ赤に染まった顔を逸そらす。

「そ、そうっ。サキトがわたしに参っちゃってるなんて前から知ってたし？　むしろようやく自覚したかって感じだし？」

　見え見えの照れ隠しで早口に言葉を重ねるアリスにサキトが首を傾かしげる。

「いや、恋愛的な意味かと言われると……どうなんだ？　アリスから見て俺はアリスのことが好きなのか？」

「っ[image: ][image: ][image: ][image: ]、知らない！」

　真顔でそんなことを尋ねるサキトにアリスは背を向ける。今、振り返ってしまったら、きっとだらしなくニヤけているのがバレてしまうから。

「どうせ一人で行くつもりだったんでしょうけど、わたしも行くから。チケットもうひとり分用意しておいて」

「あっ、おい！　待て！　ったく、危ないって言っただろうが。………………今からでも航空券って間に合うのか？」

　だからアリスは一方的に言い捨てて、サキトの部屋から飛び出した。




　アリスは思う。

　きっと誰もわかっていない、と。

　サキトは強くて優しいから、だから誰も切り捨てられずになにもかも拾い上げて抱えようとする。エレーナも、沙さ羅らも、みんなそう思っている。

　間違いではない。

　だけど違うのだ。

　独善的な救いを振りまく傲慢な在り方こそがサキトの本質。

　サキトが誰かを救うのは、決して相手のことを慮おもんぱかってのことではない。ただ救うべきだ、救いたいと思ったからそうしているだけだ。

　約束だから救うべき。特別だから救いたい。

　ただそれだけのことで。その本質は今もなにも変わってはいない。

　いつだって自分ひとりで決めて、自分ひとりで歩いていってしまう。

　そんなどこまでも自分本位な困った人。

　それを止めることができないことはわかっている。

　だからせめてそんなサキトから目を離さないようにしよう。その隣に寄り添っていよう。

　それだけはきっと、あの手て強ごわいライバルには負けないから。





あとがき




　お久しぶりです。五月さつき什と一いちです。

　この度は『ゲーマーズ・ハイ２ 影の王者の後継者』をお手にとってくださり誠にありがとうございます。




　まずはお知らせから。

　残念ながら本作は二巻で終了となります。

　拙作を楽しみにしてくださっていた読者の皆様方並びに本企画にご尽力いただいた関係者の皆様方、大変申し訳ございませんでした。偏ひとえに私の力不足です。




　私自身、正直なことを言えば、まだまだ書きたいことはいくらでもありました。

「王様ゲーム。ガチでサキトの貞操を狙いに行くエレーナと、全力全開で阻止しようとするサキト」みたいな笑えるタイプのゲームも書いてみたかったですし、「そもそもヘルマはなぜここまで大きな権力を持っているのか？」といった世界観の掘り下げもしたかったです。

　しかし紙幅が限られた今、書くべきはエレーナとサキトの関係性の決着であろう、ということで、今巻はこのような内容にいたしました。

　彼らの今後を描くことは難しいかと思いますが、読者の皆様の御心に少しでも残っていただければ幸いです。




　ということで辛気臭い話はここまで。

　実は今回あとがきが３Ｐもあります。決して多い方ではないはずなのですが、ツイッターすら呟つぶやくことがなさすぎて持て余すような私には難題です。

　作品について……はもう書いた。今年入ってからあった出来事……バッドニュースしかない。それも笑える失敗談ではなく、反応に困るタイプの不幸話。今年は厄年ではないはずなのですが…………。

　あ、そうだ。ツイッター始めました！　このあとがきを書いている時点で三ヶ月ぐらい呟いていませんけど。

　えーっと、それから次回作ですが、順調に企画が通れば学園ラブコメになる見込みです。またしても書いたことがないジャンルなのですが、それを言い出したら『ゲーマーズ・ハイ』もなので今さらですね。

　ちなみにまだ何の保証もできる段階ではございませんので、しれっと全然関係のないものを書いているかもしれませんし、このままフェードアウトするかもしれません。

　あまり首を長くすることなく、頭の片隅にでも留とどめておいていただけると幸いです。




　それでは謝辞です。

　まずはイラストレーターのミユキルリア様。素晴らしいイラストの数々を描いていただき誠にありがとうございました。

　担当編集様。本作の執筆にあたり、いくつものアドバイスをくださりありがとうございました。

　本書の出版、販売に関かかわってくださった全ての方々に心よりお礼申し上げます。

　最後にこれまでお付き合いいただいた読者の皆様に最大限の感謝を。

　それでは皆様、いずれまたどこかでお会いすることがございましたら、どうぞよろしくお願いいたします。





五月さつき什と一いち







電子書籍特典　書き下ろし短編

『学生食堂：エレーナ編』





『カジノ学園』は全てが金で決まる学園である。

　その差が最もわかりやすいのは、学生寮という名のホテルと──学生食堂という名のレストランだろう。

　昼休み。折りたたみ式のテーブルとパイプ椅子が所狭しと並べられた学生食堂の一角に、明らかに場の空気から浮いていた人物が居た。エレーナだ。混雑する食堂内にも関わらず、彼女の周りだけは誰もが遠巻きにして空席が目立つ。

　席を探していたアリスはそこにエレーナが居るのを見つけて声をかけた。

「エレーナ先輩？」

「サキト様はご一緒ではないのですか？」

「サキトですか？　今日は会ってないですけど」

「そうですか……。ここに来ればサキト様とお会いできるかと思ったのですが……」

　残念そうに呟くエレーナをアリスは苦笑しながら食事に誘う。

「たぶん来ないと思いますよ？　せっかくだし、わたしも一緒にお昼食べてもいいですか？」

「ええ、もちろん」

　快諾したエレーナはきょろきょろとなにかを探すように辺りを見回す。

「エレーナ先輩？　なにか探してるんですか？」

「いえ、ウェイターが見つからなくて」

「あははっ、ウェイターなんていませんよ。ここ、フードコート形式なので」

「フードコート？　ああ、空港とかで見たことありますね」

「…………まさかとは思うんですけど、使ったことなかったり？」

「む、大丈夫です。確か好きなブースまで行けばいいんですよね？」

「はい。そうです。そこで食券を買ってお店の人に渡せば──」

「食券ってなんですか？」

　まさかの回答にアリスはこめかみを押さえる。

「えーっと……一緒に行きましょうか？」

「……お願いします」

　こうしてエレーナは大勢の生徒に見守られながら初めてのフードコートに挑戦した。

　後日、食券の自動販売機の前で苦戦するエレーナの写真が、一部生徒の間で出回ったとか出回らなかったとか。
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